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祝復活！祝復活！祝復活！祝復活！祝復活！RAGING FURYRAGING FURYRAGING FURYRAGING FURYRAGING FURY
（独自の解釈とLOVE CALL！）

文責：多田SSM進

　以前、KABBALA の 1号で“頑張れCASBAH！”という、杉浦氏の
CASBAHに対する熱い想いと激励の気持ちを書き綴った文章があったが、
これはその企画を盗用し、SSMがRAGING FURYの祝・復活に対しての
熱い想いを語ろうというものある。（コバンザメ編集者...多田進）
　RAGING FURYはTHRASH系のバンドの中では、長い歴史と独自のス
タイルを持った数少ない存在の一つである。その割には評価がマニア受け
でとどまっているのが残念でならないのだ。別に UNITED みたくメ
ジャーデビューを果たしてくれ、とまでは言わないとしても、せめて
KABBALA読者あたりにはもっと認識されてもいいと思うのだ。（まぁ、
俺以上に復活を喜んでいるマニアも数多くいるとは思うけど…。）
　RAVEN の体中から溢れそうなハチ切れんばかりのエネルギーと、
TANKにも通じる男の哀愁をミックスし、初期のMETALLICAあたりの
キレの良さと重さで整えたかのような屈強なスタイルは正に“RAGING
METAL”という名にふさわしいものである。現在のような混沌とした、
低迷の状態が続くシーンの中でガンコなまでに自らのスタイルを守り続け
るという姿勢は感動に値するものがある。RAVEN、RAGE、WARGASM
あたりが好きな人は絶対に気に入ってもらえると思う。自らの信念をかた
くなに守り続ける者達だけが持つ、時代に流されることのない熱きHM
魂を感じさせてくれるバンドなのだ。
　中川氏以外のメンバーは変わってしまったが、“RAGING METAL”は
不滅である。最近リリースされた3曲入りのデモでも、それは見事に証明
されている。新生RAGING FURYのスタートは快調であると言ってもい
いだろう。
　こうなったら、一日も早く現在のメンバーでLIVEを見せてほしいもの
だ。きっと観客を圧倒してねじ伏せるかのようにエネルギーをぶつける力
強いLIVEを観せてくれるだろう。とにかくそれが一日も早く味わいたく
て、体がウズウズして仕方がない。RAGING FURYのLIVEは力と力の勝
負だと思う。彼等のLIVEに対して、俺は首の骨が折れまくるぐらいの
HEAD BANGINGで応えたい。
　もし、RAGING FURYに興味を持って音を聞いたことがない人がいた
ら、LIVEに行くなり、CDなどの音源を聴いて“RAGING METAL”とい
うものを体験してみて欲しい。
　新生RAGING FURYの今後に期待したいし、応援したい。俺はそう思っ
ている。

左下：1stCD「RAGING FURY」
右上：1stDEMO「DEMO#1」
右下：DEMO「STUDIO LIVE TAPE '90」

RAGING FURY DISCOGRAPHY
（基本的なモノ）

FURY度★＝1、☆＝0.5

DEMODEMODEMODEMODEMO ＃＃＃＃＃ 11111　　　　　'86' 8 6' 8 6' 8 6' 8 6　★★☆

　彼等の記念すべき1stデモ。この頃は歌詞が日本語で、曲もストレート
で垢抜けないPower Metal という印象が強い。この後で完全に開花する

“らしさ”や“凄さ”は見え隠れする程度。だが、個人的には何か潔くっ
て良い。俺は好きだな、うん。

DEMODEMODEMODEMODEMO＃＃＃＃＃ 22222　　　　　'87'87'87'87'87“““““WOLFSPIDERWOLFSPIDERWOLFSPIDERWOLFSPIDERWOLFSPIDER”””””★★★★☆

　ここからが本当の意味での“RAGING METAL”のスタートを考えても
いいだろう。自らの根底にあるNWOBHMを骨組みとし、THRASHで肉
付けしたかのようなスタイルはここから始まった。永遠のアンセムとも言
える“Wolf Spider”（後の“Man Spider”）を収録。

EP'88EP'88EP'88EP'88EP'88“““““THE RATTLESNAKE RULESTHE RATTLESNAKE RULESTHE RATTLESNAKE RULESTHE RATTLESNAKE RULESTHE RATTLESNAKE RULES”””””★★★★★

　A面の“Erectric Brain”は彼等の全てを叩き込んだかのような曲で、疾
走感、展開、構成のどれ一つとっても文句ナシの名曲。B面もメドレーみ
たいな形で2曲立て続けにくるが、ヘヴィかつスローな部分からスピー
ディーな部分へと雪崩込む辺りはかっこいい。日本のTHRASH史上、い
や、世界のTHRASH史上に残る超名作。

STUDIO LIVE TAPE'90STUDIO LIVE TAPE'90STUDIO LIVE TAPE'90STUDIO LIVE TAPE'90STUDIO LIVE TAPE'90　★★★★

　タイトル通り、一発録りで録音されたというデモ。LIVEのノリを意識
したかのような内容で、結構ラフに聞こえるけど、実はカチッとまとまっ
ている。1、3曲目はCDにも収録されているが、個人的にはこのデモの
テイクの方が好きだ。（特に“The Way Of Life”）

CD'92CD'92CD'92CD'92CD'92“““““RAGING FURYRAGING FURYRAGING FURYRAGING FURYRAGING FURY”””””★★★☆

　彼等の初めてのCDフルアルバム。タイトルを変えた“Man Spider”や
“The Way Of Life”などの代表曲と新曲が収録されている。アルバム全
編通して“RAGING METAL”が詰まっているが、ギターの音が軽かった
りと音質面での問題が多く、彼等の魅力が伝わりづらいのが残念。良い曲
多いのにねぇ…。

DEMO'93DEMO'93DEMO'93DEMO'93DEMO'93“““““IRON SKIESIRON SKIESIRON SKIESIRON SKIESIRON SKIES”””””★★★★☆

　タイトル曲のみ収録のデモ。恐らく配布のみだったと思う。ヘヴィかつ
スローなテンポで突き進んでいく曲だが、その中に切り込んでくるギター
ソロは秀逸である。最近の METAL L I CA のうねるようなノリに
MANOWARのドラマ性をミックスさせたかのような劇的な曲で、全ての
部分が計算され尽くしたかのような名曲である。

※この他にオムニバスLP、CDに参加した音源も幾つか存在している。
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DEMO'95DEMO'95DEMO'95DEMO'95DEMO'95★★★☆

　遂に復活したRAGING FURYの新しいデモ。中川氏以外のメンバーが
変わった事もあってか、期待半分の不安半分の状態で聴いたが、期待の方
が上回ったので一安心といったところだ。曲を書く人間が変わったせい
か、曲調や方向性は以前の延長線上にあるにもかかわらず、全体的にスト
レートでアグレッシブな印象が強く感じられる。どことなくNARCOTIC
GREEDみたいな1曲目なんかは新境地とも言えるナンバーであるものの、

“らしさ”を強く感じさせるのは、中川氏の強力なヴォーカルがRAGING
FURYである事を主張しているからであろう。昔の曲と比べると、楽曲の
インパクトがチト弱くなったのは否めないが、それでもRAGING FURY
健在！というには十分過ぎる内容である。今後も方向性を変える事なく頑
張って欲しいものである。あとはLIVEが楽しみだ。
3 曲入り。￥500。

c / oc / oc / oc / oc / o　　　　　RAGING FURYRAGING FURYRAGING FURYRAGING FURYRAGING FURY
〒〒〒〒〒 662662662662662　兵庫県西宮市苦楽園二番町　兵庫県西宮市苦楽園二番町　兵庫県西宮市苦楽園二番町　兵庫県西宮市苦楽園二番町　兵庫県西宮市苦楽園二番町 7-237-237-237-237-23

中川　春夫中川　春夫中川　春夫中川　春夫中川　春夫

RAGING FURY HISTORY

19821982198219821982 年年年年年：SPELLBOUNDの中川智嗣（G/Vo）と石島博保（Ds）が別
プロジェクトという形で中川春夫（B/Vo）を入れて京都にて結成。
19831983198319831983年年年年年：活動の拠点を大阪に移すためにメンバーチェンジを行ない
ラインナップが中川春夫（B/Vo）、山田豊三（G）、絹田正人（Ds）と
なる。以後大阪を中心にライブ活動を行なう。
198619861 9 8 61 9 8 61 9 8 6 年年年年年：オムニバス「GO TO EAT（METAL DOM）」に“Scream
Murder”で参加する。
19861986198619861986年年年年年：初のデモ「RAIGING FURY」をリリース。収録曲は“Black
Horce”“Do You Wanna Get Sticked ?”“Fight It Out”。
1 9 8 61 9 8 61 9 8 61 9 8 61 9 8 6 年年年年年：オムニバステープ「AGGRESSIVE COMMANDER」に

“Shooting War”を提供。
19871987198719871987 年年年年年：2ndデモ「WOLF SPIDER」をリリース。収録曲は“Wolf
Spider”“Underground”“Donald Duck”“Barricade”。
19881988198819881988 年年年年年 88888 月月月月月：初のシングルとなる「THE RATTLESNAKE RULES」
をリリース。
19901990199019901990年年年年年：ドラマーが絹田から東（ex-VEXATION）にチェンジする。
199019901 9 9 01 9 9 01 9 9 0 年年年年年：「STDIO LIVE TAPE '90」をリリースし、オムニバスCD

「FAR EAST THRASH ARMY II」に参加する。
19921992199219921992 年年年年年：待望の1stフルレンスCD「RAGING FURY」をリリース。
収録曲は“A Man Called Dragon”“The Triffids”“Never Say Die”など。
19931993199319931993 年年年年年 88888 月月月月月：無料配布デモ「IRON SKIES」をリリース。
19931993199319931993年年年年年1212121212月月月月月：この月の大阪でのライブを最後に東、山田が脱退する。
19941994199419941994 年年年年年 55555 月月月月月：ドラムにex-NARCOTIC GREEDの菊野が加入する。
19941994199419941994 年年年年年 99999 月月月月月：：：：：恒例のMarch Of The Final Decade TOURに参加。
19951995199519951995 年年年年年 1 21 21 21 21 2 月月月月月：新メンバーによる初の音源となる「DEMO '95」を
リリースすると同時に、26日の大阪のライブで完全復活を果たす。

特別新春寄稿

◆今年はこうなる◆今年はこうなる◆今年はこうなる◆今年はこうなる◆今年はこうなる
文責：金田　興一郎

　昨年末の住専の問題が蝶番（ちょうつがい）のようにバトンタッチ

された96年は経済企画庁が言うほど景気は回復の兆しをしめさへん

と思う。なにをしょうむないこと言うとんねん、おっさん。と言われ

ると思うが、過去の不況の時でも様式にとらわれた音楽は衰退の道を

歩み、感情的に受け入れられるパンクなどのストリートから自然発生

される音、ノイズが社会環境に合致されていくことになる。当然今年

もそういった意味ではストレスの溜まりそうな一年であって、オウム

事件が世紀末の不安を一掃かとおもえば、なんかエンディングがすっ

きりしないままの一年になりそうやというわけで今年一年も、元気

いっぱいのブルータル。スラッシュ系、ハード・コア系、が軸となっ

てその遠心力でインダストリアルやラッパー等のディティールと融合

されてますます王道を形成されていくようになると思うし、ジャンル

の拡散化はもっと多品種小ロットになっていくだろう。個人的には

Hi-STANDARDの原始帰りの楽しさ、そして高校を卒業してもこのテ

ンションを保ってほしいヌンチャクが楽しみ。昨年本誌ではあまり

扱ってくれなかったがカーニバル・ピープルあたりのサウンドが王道

を極めて欲しいわな。私事で恐縮だが、カーニバル・ピープルは去年

聴いたなかで一番完成度の高い作品と思う。正直、ブルータル・ス

ラッシュ系のバンド群はほんまに自分を見つめていかんとダンゴ状態

から抜け出すことはできへんやろう。デス系と呼ばれるバンドも同

様。歌詞の内容もいまではトレンドでなくなってきたんやから、欧米

の先駆者たちがメロディアス系に突き進むか、より一層プログレ化か

宗教音楽と融合するか、岐路に立たされていると思う。さて専門分野

と誰が呼んだかピュア・メタル。本誌ではお馴染みのGUARDIAN'S

NAIL以外は現在の処ほとんど瀕死の重傷だ。その他は正直もう一度

組織論から立て直せと言いたいところか。今年期待している新人バン

ドは元SALEMのローディーだった東京のZEAL CAMERA、そして現

在VIGILANTEにヘルプで加入している川崎のダブル・クラウス・ト

リオ、KEIJIやろな。特にこの2バンドは洋楽HMファンの一番嫌う

Vo面で合格点を取れると思う。希望的な願いは大阪のHYDRAの方

向性安定に、VIGILANTE、STONE EDGEは早く人事を安定させて健

康体で活動して欲しいし、当然、丹羽秀彰氏の今後の動向は目が離せ

ない。CASBAH等に人材を送った元VANGUARDのOBらもデモがあ

がってきて非常に楽しみである。

　ただ気になるのが、ほとんどのバンドが脱パワー・メタルをめざし

てプログレスの方向に向かっていっとること。インテリジェンスに

なっていくのは一向に構わないのだが、もっと自分らの音に消化せん

とあかん。受けるとか、売るとかは別問題。なんども言う。それは結

果であって最初からメジャーや客の動員を考えたらあかん。どうも営

業戦術が先走りした去年やったが、今年は各バンドはルーツの見直し

をやる時期にきたのでは。レコード大賞のt.r.fにしたって、70年代に

流行ったモータウン系のサウンドずばりを日本語にアレンジして自分

らの中に消化しとるし、ドリカムのメロディ・ラインは60年代に流

行ったフィフス・ディメンションのアレンジを見事に現代の音に消化

している。答えはここにある。ハード系の音を聴く奴。ライブハウス

に行く奴。すでに世間からお宅扱いされている嗜好分野やからせめて

好き勝手にやって欲しい。リストラは終わったんやから。名曲だけは

後生に残る。

↑　DEMO '95
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　　個人的に村野氏が脱退してしまったという事に非常に驚いてい　　個人的に村野氏が脱退してしまったという事に非常に驚いてい　　個人的に村野氏が脱退してしまったという事に非常に驚いてい　　個人的に村野氏が脱退してしまったという事に非常に驚いてい　　個人的に村野氏が脱退してしまったという事に非常に驚いてい
るんですけど、るんですけど、るんですけど、るんですけど、るんですけど、村野さんは村野さんは村野さんは村野さんは村野さんはSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKのオリジナルメンバーのオリジナルメンバーのオリジナルメンバーのオリジナルメンバーのオリジナルメンバー
ということで今までずっとやってきたわけですよね。ということで今までずっとやってきたわけですよね。ということで今までずっとやってきたわけですよね。ということで今までずっとやってきたわけですよね。ということで今までずっとやってきたわけですよね。ここで田中さここで田中さここで田中さここで田中さここで田中さ
んから村野さんの脱退理由について説明して貰えますか。んから村野さんの脱退理由について説明して貰えますか。んから村野さんの脱退理由について説明して貰えますか。んから村野さんの脱退理由について説明して貰えますか。んから村野さんの脱退理由について説明して貰えますか。
　あの僕の受けた説明は、ヘヴィメタルになんか疲れたようなことを言っ
てたんですよ。彼も今丁度変化が欲しかった時期だったのかも知れないで
すけどね。そういう話を打ち明けられたもので、なんていうかこっちも強
く引き留めるような事を言えなかったような感じなんですよ。
　　結成から足掛　　結成から足掛　　結成から足掛　　結成から足掛　　結成から足掛99999 年ということでずっと活動してきたわけですけ年ということでずっと活動してきたわけですけ年ということでずっと活動してきたわけですけ年ということでずっと活動してきたわけですけ年ということでずっと活動してきたわけですけ
ど、ど、ど、ど、ど、初期の頃から今のスタイルというのは変わらなかったんですか。初期の頃から今のスタイルというのは変わらなかったんですか。初期の頃から今のスタイルというのは変わらなかったんですか。初期の頃から今のスタイルというのは変わらなかったんですか。初期の頃から今のスタイルというのは変わらなかったんですか。
　基本的には変わってないです。
　　歌詞は日本語から英語に変わったようですけど…　　歌詞は日本語から英語に変わったようですけど…　　歌詞は日本語から英語に変わったようですけど…　　歌詞は日本語から英語に変わったようですけど…　　歌詞は日本語から英語に変わったようですけど…
　ええ、そうです。ず～っと昔、最初の頃は日本語でやってましたね。今
でも、日本語にしたらいいんじゃないかな、っていう気も個人的にはする
んですけど、バンドの方針なんで。なかなか思うようにいかないですけ
ど。
　　じゃあ音楽性としては一貫したスタイルを貫いてきたと。　　じゃあ音楽性としては一貫したスタイルを貫いてきたと。　　じゃあ音楽性としては一貫したスタイルを貫いてきたと。　　じゃあ音楽性としては一貫したスタイルを貫いてきたと。　　じゃあ音楽性としては一貫したスタイルを貫いてきたと。そこそこそこそこそこ
がもしかしたらある意味での息苦しさにつながってしまったのかもがもしかしたらある意味での息苦しさにつながってしまったのかもがもしかしたらある意味での息苦しさにつながってしまったのかもがもしかしたらある意味での息苦しさにつながってしまったのかもがもしかしたらある意味での息苦しさにつながってしまったのかも
しれませんねしれませんねしれませんねしれませんねしれませんね（（（（（笑笑笑笑笑）））））。。。。。
　（笑）そうかもしれませんね。まぁ、そうですよね。最初の頃の曲をやっ
ても、今の曲とダブらせてライブを構成してもそんなに変化ないですから
ね。
　　すんなり溶け込むと。　　すんなり溶け込むと。　　すんなり溶け込むと。　　すんなり溶け込むと。　　すんなり溶け込むと。
　ええ、そういう感じなんですよ。
　　そんなこんなでバンド内部に大きな動きがあったわけですけ　　そんなこんなでバンド内部に大きな動きがあったわけですけ　　そんなこんなでバンド内部に大きな動きがあったわけですけ　　そんなこんなでバンド内部に大きな動きがあったわけですけ　　そんなこんなでバンド内部に大きな動きがあったわけですけ
ど、ど、ど、ど、ど、ここで新しいベーシストを紹介してもらえますか。ここで新しいベーシストを紹介してもらえますか。ここで新しいベーシストを紹介してもらえますか。ここで新しいベーシストを紹介してもらえますか。ここで新しいベーシストを紹介してもらえますか。
　え～と、太田由紀子さんというベーシストなんですけど、大昔に札幌で
ガストリン（？？？）という女性バンドを結成してまして、解散の後に
NEGAROBOを少し手伝っていて、それからUBI GUNに加入、脱退、そ
れで色々なバンドを転々としたのちに今回のSILVER BACK参加につな
がったわけです。女性のベーシストとしてはなかなかアグレッシブという
か、そんなタイプのベーシストですね。

SILVER BACK
INTERVIEW

　　　日時　　　日時　　　日時　　　日時　　　日時：：：：：33333 月月月月月 1414141414日日日日日（（（（（木木木木木）））））午前午前午前午前午前11111 時頃時頃時頃時頃時頃
　　　話し手　　　話し手　　　話し手　　　話し手　　　話し手：：：：：田中　清久田中　清久田中　清久田中　清久田中　清久（（（（（SILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACK）））））

　以前＃4でSILVER BACKを紹介した記事を書いたけど、どの位の読
者がその事を知ってるのだろうか。それ以来札幌の情報はBassの村野正
範氏に頼らせていただいていた。そんな彼らは去年の11月に久々に東京
にやってきてくれた。彼らは札幌に戻った後、新作の制作に取りかかって
いたのだが、3月に入りレコーディングが終了した最近になって何と村野
正範氏が脱退したという事実が本人の口から告げられたのだった。そこで
私は急遽予定を変更してSILVER BACKのブレインである田中清久氏に
インタビューを試みた。田中さん有難うございました。（文責：すぎ）

　　色々と聞いてみたいことはあるんですが、　　色々と聞いてみたいことはあるんですが、　　色々と聞いてみたいことはあるんですが、　　色々と聞いてみたいことはあるんですが、　　色々と聞いてみたいことはあるんですが、初めてですので簡単初めてですので簡単初めてですので簡単初めてですので簡単初めてですので簡単
ななななな SILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKの略歴からお願いします。の略歴からお願いします。の略歴からお願いします。の略歴からお願いします。の略歴からお願いします。
田中（以下略）：結成して足掛9年になりますSILVER BACKです。最初
のメンバーは自分と今のヴォーカル（伊熊氏）と村野氏と、あともう一人
今はいないドラマーなんですけど、4人で最初結成されまして、数回のメ
ンバーチェンジの後に、今回のアルバムを録るメンバーで結構長い時間い
たんですけど、今回のアルバムで村野氏が抜けてしまい、違うベーシスト
が入る事になってしまったんで、厳密に言ってオリジナルメンバーは2人
しかいないという事になってしまいました。
　　新しいベーシストはもう既に決まっているという事なんですが。　　新しいベーシストはもう既に決まっているという事なんですが。　　新しいベーシストはもう既に決まっているという事なんですが。　　新しいベーシストはもう既に決まっているという事なんですが。　　新しいベーシストはもう既に決まっているという事なんですが。
　ええ、そうなんです。
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　　ああ、　　ああ、　　ああ、　　ああ、　　ああ、じゃあじゃあじゃあじゃあじゃあSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKに加入する前に既にに加入する前に既にに加入する前に既にに加入する前に既にに加入する前に既にUBI GUNUBI GUNUBI GUNUBI GUNUBI GUNののののの
方は辞めていたんですか。方は辞めていたんですか。方は辞めていたんですか。方は辞めていたんですか。方は辞めていたんですか。
　ええ、辞めていました。なかなか色んな所から「やってくれ」という声
がかかっていたようなんですけど。…結構良いベーシストですよ。あ
の～、音は全然違いますけどスティーブ・ハリスが好きだという彼女なん
ですよ。
　　田中さん自身は　　田中さん自身は　　田中さん自身は　　田中さん自身は　　田中さん自身はNWOBHMNWOBHMNWOBHMNWOBHMNWOBHMから多大な影響を受けているというから多大な影響を受けているというから多大な影響を受けているというから多大な影響を受けているというから多大な影響を受けているという
ことなんですけど、ことなんですけど、ことなんですけど、ことなんですけど、ことなんですけど、SILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACK全体としてはどういったバンド全体としてはどういったバンド全体としてはどういったバンド全体としてはどういったバンド全体としてはどういったバンド
に影響を受けていると思いますか。に影響を受けていると思いますか。に影響を受けていると思いますか。に影響を受けていると思いますか。に影響を受けていると思いますか。
　勿論 NWOBHM に個人的に影響を受けてますし、それと…初期の
METALLICAですか、本っ当に初期のMETALLICAのあの頃持ってたガ
ムシャラな感じ、ありますよね？整いきっていない激しさというか、そう
いう部分が含まれているような気がします。あのぉ（SILVER BACKは）
緻密な感じのバンドじゃないです。結構粗い感じのバンドです。プレイは
粗いんですけど、曲はちょっとちまちましてるかも知れません。
　　　　　　　　　　SILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKの音楽性を一言で表現するならの音楽性を一言で表現するならの音楽性を一言で表現するならの音楽性を一言で表現するならの音楽性を一言で表現するなら「「「「「ヘヘヘヘヘヴヴヴヴヴィィィィィメメメメメタタタタタ
ル」ル」ル」ル」ル」という事になると思いますが、という事になると思いますが、という事になると思いますが、という事になると思いますが、という事になると思いますが、所謂所謂所謂所謂所謂「「「「「パパパパパワワワワワーーーーーメメメメメタタタタタルルルルル」」」」」というのというのというのというのというの
とは一線を画してますよね。とは一線を画してますよね。とは一線を画してますよね。とは一線を画してますよね。とは一線を画してますよね。
　そうですね、どっちかって言ったらヘヴィメタルっていう感じだと思い
ます。あまり個人的には細かいジャンル分けというのは好きではないんで
すけども、説明するときにはどうしてもそういうのを使ってしまいますよ
ね。
　　　　　　　　　　SILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKの音っていうのは、の音っていうのは、の音っていうのは、の音っていうのは、の音っていうのは、一貫した流れと言うか、一貫した流れと言うか、一貫した流れと言うか、一貫した流れと言うか、一貫した流れと言うか、あああああ
る種の何かる種の何かる種の何かる種の何かる種の何か「「「「「もももももののののの悲悲悲悲悲しししししさささささ」」」」」みたいなのが付きまとうと思うんですけみたいなのが付きまとうと思うんですけみたいなのが付きまとうと思うんですけみたいなのが付きまとうと思うんですけみたいなのが付きまとうと思うんですけ
ど、ど、ど、ど、ど、その辺は意識した事ありますか。その辺は意識した事ありますか。その辺は意識した事ありますか。その辺は意識した事ありますか。その辺は意識した事ありますか。
　いや、意識するまでもなく、内包している音楽だと思うんですよヘヴィ
メタル自体が。ロック自体がブルースから派生して出来たものですよね、
歴史的に見て。それが純粋な形で色濃く残っているのがヘヴィメタルだと
思うんですよ。だからそういうニュアンス、そういう何かもの悲しい感
じっていうのが含まれていて当然だと思うんですよ。ヘヴィメタルのどの
曲でもそうだと思うんですけど、ブルースコードのソロってありますよ
ね、それが自然と合う曲が多いですよね。マイナーコードにしてもメ
ジャーにしても。そういうのは全然意識するまでもなく出てくるものだと
思います。
　　内面から滲み出てしまうと。　　内面から滲み出てしまうと。　　内面から滲み出てしまうと。　　内面から滲み出てしまうと。　　内面から滲み出てしまうと。
　そうですね。意識したわけではないんですね。自然と出てしまうんです
ね。
　　それは　　それは　　それは　　それは　　それはSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKの歌詞についても言えると思うんですの歌詞についても言えると思うんですの歌詞についても言えると思うんですの歌詞についても言えると思うんですの歌詞についても言えると思うんです
よ。よ。よ。よ。よ。歌詞はヴォーカルの伊熊さんが大半を書いているわけですけ歌詞はヴォーカルの伊熊さんが大半を書いているわけですけ歌詞はヴォーカルの伊熊さんが大半を書いているわけですけ歌詞はヴォーカルの伊熊さんが大半を書いているわけですけ歌詞はヴォーカルの伊熊さんが大半を書いているわけですけ
ど、ど、ど、ど、ど、音楽とマッチした部分があるというか…。音楽とマッチした部分があるというか…。音楽とマッチした部分があるというか…。音楽とマッチした部分があるというか…。音楽とマッチした部分があるというか…。
　はい（苦笑）、あまりネガティブな曲は意識して書かないように打ち合
わせてはいるんです。ネガティブな曲って巷に多いですよね？だからなる
べくそういうのを避けてなるべくポジティブに。パッと聴きには…パッと
聴きっていうか、歌詞読んで貰ったら解ると思うんですけど、結構ドギツ
イ内容の歌詞でも、よ～く噛み砕いて解釈してみたら前向きな意味の詞っ
ていうのが結構あると思います。
　　歌詞ということで言えば、　　歌詞ということで言えば、　　歌詞ということで言えば、　　歌詞ということで言えば、　　歌詞ということで言えば、POISON CHILDPOISON CHILDPOISON CHILDPOISON CHILDPOISON CHILD（（（（（＃＃＃＃＃ 99999）））））のインタのインタのインタのインタのインタ
ビュー読んでスゴイ興味を持った事なんですけど、ビュー読んでスゴイ興味を持った事なんですけど、ビュー読んでスゴイ興味を持った事なんですけど、ビュー読んでスゴイ興味を持った事なんですけど、ビュー読んでスゴイ興味を持った事なんですけど、あの…あの…あの…あの…あの…「「「「「ベベベベベルルルルルセセセセセ
ルク」ルク」ルク」ルク」ルク」という漫画を題材とした歌詞を採り入れていると。という漫画を題材とした歌詞を採り入れていると。という漫画を題材とした歌詞を採り入れていると。という漫画を題材とした歌詞を採り入れていると。という漫画を題材とした歌詞を採り入れていると。あれで興あれで興あれで興あれで興あれで興
味を持って漫画を読んでみたんですけど、味を持って漫画を読んでみたんですけど、味を持って漫画を読んでみたんですけど、味を持って漫画を読んでみたんですけど、味を持って漫画を読んでみたんですけど、何かいきさつみたいなも何かいきさつみたいなも何かいきさつみたいなも何かいきさつみたいなも何かいきさつみたいなも
のはあるんですか。のはあるんですか。のはあるんですか。のはあるんですか。のはあるんですか。

　いえいえ、あのぉ～個人
的に好きなんです（笑）。
今回もそういうニュアンス
の曲が何曲かあります。
　　それで私が一番面白　　それで私が一番面白　　それで私が一番面白　　それで私が一番面白　　それで私が一番面白
いと思ったのは、いと思ったのは、いと思ったのは、いと思ったのは、いと思ったのは、そのこそのこそのこそのこそのこ
とに関連して作者の三浦とに関連して作者の三浦とに関連して作者の三浦とに関連して作者の三浦とに関連して作者の三浦
建太郎さんにコンタクト建太郎さんにコンタクト建太郎さんにコンタクト建太郎さんにコンタクト建太郎さんにコンタクト
取って了承を得ていると取って了承を得ていると取って了承を得ていると取って了承を得ていると取って了承を得ていると
いう点なんですよ。いう点なんですよ。いう点なんですよ。いう点なんですよ。いう点なんですよ。
　ハハハ、まさか返事が来
るとは思ってなかったんで
ビックリしました。
　　　　　　　　　　“““““BE Y O N D  T H EB E Y O N D  T H EB E Y O N D  T H EB E Y O N D  T H EB E Y O N D  T H E
THOUGHTTHOUGHTTHOUGHTTHOUGHTTHOUGHT”””””ではそのではそのではそのではそのではその
まま詞が使われてますよまま詞が使われてますよまま詞が使われてますよまま詞が使われてますよまま詞が使われてますよ
ね。ね。ね。ね。ね。
　あれは漫画の扉絵に書いてある詩のような物があったんですね。それを
使わせていただいたという事なんです。
　　関係ないかも知れませんが　　関係ないかも知れませんが　　関係ないかも知れませんが　　関係ないかも知れませんが　　関係ないかも知れませんが（（（（（笑笑笑笑笑）））））CDCDCDCDCDを送って感想とか何かあを送って感想とか何かあを送って感想とか何かあを送って感想とか何かあを送って感想とか何かあ
りましたか。りましたか。りましたか。りましたか。りましたか。
　感想とかっていうのは、あのぉ～本人やっぱりヘヴィメタルとか聴かな
かったみたいなんで、とにかくそういうのが自分の作品に曲を作ってくれ
たという事でかなり喜んでくれたみたいです。特にこれといったアレは無
かったんですけど（笑）。
　　これも関係ないんですけど　　これも関係ないんですけど　　これも関係ないんですけど　　これも関係ないんですけど　　これも関係ないんですけど（（（（（笑笑笑笑笑）））））「「「「「ベベベベベルルルルルセセセセセルルルルルククククク」」」」」をををををCDCDCDCDCDドラマかドラマかドラマかドラマかドラマか
OVAOVAOVAOVAOVAにするかもっていう話がありますよね。にするかもっていう話がありますよね。にするかもっていう話がありますよね。にするかもっていう話がありますよね。にするかもっていう話がありますよね。それで思ったんですけそれで思ったんですけそれで思ったんですけそれで思ったんですけそれで思ったんですけ
ど、ど、ど、ど、ど、その作品のバックでその作品のバックでその作品のバックでその作品のバックでその作品のバックでSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKの曲が流れたら痛快じゃの曲が流れたら痛快じゃの曲が流れたら痛快じゃの曲が流れたら痛快じゃの曲が流れたら痛快じゃ
ないかなぁって思ったんですよ。ないかなぁって思ったんですよ。ないかなぁって思ったんですよ。ないかなぁって思ったんですよ。ないかなぁって思ったんですよ。
　痛快ですね。ええ、もの凄く痛快ですね（笑）。こればかりは「神のみ
ぞ知る」ところでしょうけど。
　　でも　　でも　　でも　　でも　　でも「「「「「UNCULTIVATED LANDUNCULTIVATED LANDUNCULTIVATED LANDUNCULTIVATED LANDUNCULTIVATED LAND」」」」」に収録されているに収録されているに収録されているに収録されているに収録されている“““““WHITEWHITEWHITEWHITEWHITE”””””
にしてもにしてもにしてもにしてもにしても“““““BLACK KNIGHTBLACK KNIGHTBLACK KNIGHTBLACK KNIGHTBLACK KNIGHT”””””にしても個人的には使えるんではなにしても個人的には使えるんではなにしても個人的には使えるんではなにしても個人的には使えるんではなにしても個人的には使えるんではな
いかといかといかといかといかと（（（（（笑笑笑笑笑）））））。。。。。
　やぁ～メタルはどちらかというとアニメ向きな気もしますけどね。
まぁ曲にもよりますけど、ドラマティックという点で。何かそんな気がし
ますね。
　　古いですけど　　古いですけど　　古いですけど　　古いですけど　　古いですけどLIONLIONLIONLIONLIONののののの“““““TRANSFORMERTRANSFORMERTRANSFORMERTRANSFORMERTRANSFORMER”””””とか。とか。とか。とか。とか。
　TESTAMENTも何か使われているらしいですね。何か「うろつき童子」
でしたっけ？ちょっとエッチらしいアニメのビデオに使われているらしい
ですしね。
　　まぁそんなこんなの　　まぁそんなこんなの　　まぁそんなこんなの　　まぁそんなこんなの　　まぁそんなこんなのSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKですがですがですがですがですが（（（（（笑笑笑笑笑）））））、、、、、今回今回今回今回今回2nd2nd2nd2nd2ndアアアアア
ルバムを制作中という事なんですが、ルバムを制作中という事なんですが、ルバムを制作中という事なんですが、ルバムを制作中という事なんですが、ルバムを制作中という事なんですが、もうレコーディングの方は終もうレコーディングの方は終もうレコーディングの方は終もうレコーディングの方は終もうレコーディングの方は終
了したんですよね。了したんですよね。了したんですよね。了したんですよね。了したんですよね。
　なかなか骨の折れる作業でしたが、無事終わりました。
　　今回は新曲と過去の既発が半々だと聞いているんですが。　　今回は新曲と過去の既発が半々だと聞いているんですが。　　今回は新曲と過去の既発が半々だと聞いているんですが。　　今回は新曲と過去の既発が半々だと聞いているんですが。　　今回は新曲と過去の既発が半々だと聞いているんですが。
　ん～っとですねぇ、そういう予定だったんですけども全部新曲になりま
した。新曲作っていくうちに「これも、これも」という事になりまして、
前の曲が入る隙間が無くなってしまったと（笑）。
　　収録されるのは全部で何曲なんですか。　　収録されるのは全部で何曲なんですか。　　収録されるのは全部で何曲なんですか。　　収録されるのは全部で何曲なんですか。　　収録されるのは全部で何曲なんですか。
　8曲です。あとオマケみたいなのも入れるかどうか今検討中なんですけ
ども。
　　　　　　　　　　1111111111月月月月月 1818181818日のライブ日のライブ日のライブ日のライブ日のライブ（（（（（目目目目目黒黒黒黒黒ララララライイイイイブブブブブススススステテテテテーーーーーシシシシショョョョョンンンンン）））））ではその内のではその内のではその内のではその内のではその内の
33333曲が演奏されましたが、曲が演奏されましたが、曲が演奏されましたが、曲が演奏されましたが、曲が演奏されましたが、聞いた印象としては前ノリのストレート聞いた印象としては前ノリのストレート聞いた印象としては前ノリのストレート聞いた印象としては前ノリのストレート聞いた印象としては前ノリのストレート
な感じの曲調ですよね。な感じの曲調ですよね。な感じの曲調ですよね。な感じの曲調ですよね。な感じの曲調ですよね。
　そうですね、そんな感じの曲が多いですね。
　　そうすると　　そうすると　　そうすると　　そうすると　　そうすると1st1st1st1st1stに比べてよりストレートで攻撃的というか、に比べてよりストレートで攻撃的というか、に比べてよりストレートで攻撃的というか、に比べてよりストレートで攻撃的というか、に比べてよりストレートで攻撃的というか、そそそそそ
んなサウンドになったと。んなサウンドになったと。んなサウンドになったと。んなサウンドになったと。んなサウンドになったと。
　ええ、そうです。目黒のライブステーションでやった、今回のアルバム
に入ってる曲でやった曲ですけども、まず1曲が“NEZ PERCE”という
5分位の短い曲なんですけど、その曲は割と変わった三連の曲なんです
が、短い内の中でもなかなかドラマティックに仕上がっている曲だと思い
ます。そして2曲目の“BACK IN THE LIGHTS”は、これはストレート
中のストレートみたいな感じなんですよ。リフが変わっていて結構頭に残
るんじゃないかという気がします。3曲目は“NATIVE”って言う曲なん

BEYOND THE THOUGHT

この世界には　人の運命を司る
何らかの超越的な“律”……
“神の手”が存在するのだろうか？
少なくとも　人は自らの意志さえ自由にはできない
人は記憶の彼方　遥か遠い日
心に負った小さな傷を庇うために剣を執る
人は思いの彼方　遥か遠い日
微笑みながら逝くために　剣を奮う

（ベルセルク% 巻「剣風」より）

ベルセルク　（ヤングアニマル：白泉社）
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　　そこが拘りですね。　　そこが拘りですね。　　そこが拘りですね。　　そこが拘りですね。　　そこが拘りですね。
　そうですね。だからなるべく曲はスリムにしたいんですけど、そういう
経緯があります。
　　田中さんはギタリストなわけですが、　　田中さんはギタリストなわけですが、　　田中さんはギタリストなわけですが、　　田中さんはギタリストなわけですが、　　田中さんはギタリストなわけですが、古平さんなんかから古平さんなんかから古平さんなんかから古平さんなんかから古平さんなんかから「「「「「田田田田田
中さんはクラシックギターの名手だ」中さんはクラシックギターの名手だ」中さんはクラシックギターの名手だ」中さんはクラシックギターの名手だ」中さんはクラシックギターの名手だ」という話なんかも聞いてましという話なんかも聞いてましという話なんかも聞いてましという話なんかも聞いてましという話なんかも聞いてまし
ててててて（（（（（笑笑笑笑笑）））））、、、、、確かにそういった面は確かにそういった面は確かにそういった面は確かにそういった面は確かにそういった面は“““““BEYOND THE THOUGHTBEYOND THE THOUGHTBEYOND THE THOUGHTBEYOND THE THOUGHTBEYOND THE THOUGHT”””””ななななな
んかにも出てますよね。んかにも出てますよね。んかにも出てますよね。んかにも出てますよね。んかにも出てますよね。今回のアルバムではどうですか。今回のアルバムではどうですか。今回のアルバムではどうですか。今回のアルバムではどうですか。今回のアルバムではどうですか。
　ああ、かなり出てます。曲の中でも結構出てますね。曲を作る時にクラ
シックギターで作る曲が結構多いんですよ。クラシックギターから出たフ
レーズから派生した曲っていうんですか、そういうのが結構あるんで、そ
ういうニュアンスを大事にしたい気がするんですよね。
　　そういった部分も　　そういった部分も　　そういった部分も　　そういった部分も　　そういった部分もSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKのオリジナリティに貢献しのオリジナリティに貢献しのオリジナリティに貢献しのオリジナリティに貢献しのオリジナリティに貢献し
ていると思いますが。ていると思いますが。ていると思いますが。ていると思いますが。ていると思いますが。
　ええ、自分もそう思います。そういうのが好きですし。
　　あと思ったんですけど、　　あと思ったんですけど、　　あと思ったんですけど、　　あと思ったんですけど、　　あと思ったんですけど、シンコペーションって言うんですか、シンコペーションって言うんですか、シンコペーションって言うんですか、シンコペーションって言うんですか、シンコペーションって言うんですか、
三連のテンポって言うのが多いですね。三連のテンポって言うのが多いですね。三連のテンポって言うのが多いですね。三連のテンポって言うのが多いですね。三連のテンポって言うのが多いですね。
　多いんですよ（笑）。それ意識したわけではないんですけども、どうし
てもそういう風になってしまうんですよね。個人的に考えると三拍子って

「優しいメロディ」が乗り易いテンポだと思うんですよ。そういう意味で
もクラシックギターで曲作っている上でそういうのが多く出てしまうのか
な、とも思います。特にバラードとかでそういうのが多いですから、やっ
ぱりそうなのかなという気がするんですよ。それで全然話し違うかも知れ
ないですけど、個人的に音楽がある上で、音楽の基礎というか、そういう
のの内で3つあると思うんです
よ。まず一つが「子守唄」、もう
一つが「労働歌」、もう一つが

「神に捧げる歌」。どの音楽を
とってもこの3つのどれかをを
内包していると思うんですよ。

「子守唄」にしても「労働歌」に
しても「宗教歌」にしても、昔
の曲だったらハッキリしてます
けど、今の曲ってなかなか輪郭
が掴みにくいというか、わかり
にくいという感じもするんで、
そういのを色濃く出したいなと
いう気はしてます。
　　そうするとロックなんて　　そうするとロックなんて　　そうするとロックなんて　　そうするとロックなんて　　そうするとロックなんて
いうのはいうのはいうのはいうのはいうのは「「「「「労労労労労働働働働働歌歌歌歌歌」」」」」の代表的の代表的の代表的の代表的の代表的
な物だと言えると思うんでな物だと言えると思うんでな物だと言えると思うんでな物だと言えると思うんでな物だと言えると思うんで
すが、すが、すが、すが、すが、そういった中でもそういった中でもそういった中でもそういった中でもそういった中でも「「「「「子子子子子
守唄」守唄」守唄」守唄」守唄」ややややや「「「「「宗宗宗宗宗教教教教教歌歌歌歌歌」」」」」のようなのようなのようなのようなのような
要素を内包した物を…。要素を内包した物を…。要素を内包した物を…。要素を内包した物を…。要素を内包した物を…。
　ええ、やっていきたいと。まぁ個人的な意見だから色々反論はあるかも
しれないですけど、自分はそういう風に思っています。
　　例えばイメージとしてオルガンの音であるとか、　　例えばイメージとしてオルガンの音であるとか、　　例えばイメージとしてオルガンの音であるとか、　　例えばイメージとしてオルガンの音であるとか、　　例えばイメージとしてオルガンの音であるとか、そういった音そういった音そういった音そういった音そういった音
から来るイメージもありますが、から来るイメージもありますが、から来るイメージもありますが、から来るイメージもありますが、から来るイメージもありますが、SILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKはキーボードは全はキーボードは全はキーボードは全はキーボードは全はキーボードは全
く使用しませんよね。く使用しませんよね。く使用しませんよね。く使用しませんよね。く使用しませんよね。

　しません。そういった鍵盤楽器はないで
すね。なるべくベースとギター、ドラムと
ヴォーカルという4つの部分でなるべく全部
を表現したいなっていう気はするんですけ
ど。僕個人的にはサイドギターっていうん
ですか、ギター2本でどうしてもやらなきゃ
ならないようなフレーズがありますよね？
そういう部分をベースに頼んでしまうんで
すよ。だからSILVER BACKにおいてはベー
スはベース兼サイドギターみたいな感じの
曲の部分っていうのが多いんですよ。
　　バンドによっては音源は音源、　　バンドによっては音源は音源、　　バンドによっては音源は音源、　　バンドによっては音源は音源、　　バンドによっては音源は音源、ライライライライライ
ブはライブと割り切っているバンドもいブはライブと割り切っているバンドもいブはライブと割り切っているバンドもいブはライブと割り切っているバンドもいブはライブと割り切っているバンドもい
るわけですが、るわけですが、るわけですが、るわけですが、るわけですが、そうではなくてトータルそうではなくてトータルそうではなくてトータルそうではなくてトータルそうではなくてトータル
としてとしてとしてとしてとして44444ピースのピースのピースのピースのピースのSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKの音をの音をの音をの音をの音を
築いていきたいと。築いていきたいと。築いていきたいと。築いていきたいと。築いていきたいと。
　そうですね。今回のアルバムではコーラ

ですけど、これは第二次大戦の日本兵の事を歌った曲なんです。
　　チラッと曲紹介が出ましたので、　　チラッと曲紹介が出ましたので、　　チラッと曲紹介が出ましたので、　　チラッと曲紹介が出ましたので、　　チラッと曲紹介が出ましたので、ここで残りのここで残りのここで残りのここで残りのここで残りの55555曲についても曲についても曲についても曲についても曲についても
お願いします。お願いします。お願いします。お願いします。お願いします。
　えっと、まだアルバムの曲順とかは全然決めてないんですけど、とりあ
えず今ある曲だけ紹介しておきます。前で紹介した3曲の次は…4曲目に

“Why Has He Got Burned With Revengeful Thought ?”という長いタイトル
の曲なんですけど、これも前作の“BLACK KNIGHT”や“WHITE”と同
じ感覚で、まぁモロに物語（ベルセルク）を詞にしたという感じです。10
分位の長い曲で、かなり良い展開が出ていると思います。ミドルテンポの
重い曲なんですけど、なかなか良い曲に仕上がったと思います。SILVER
BACKで初めて合唱、というかコーラス、まともなコーラスというものを
最後の所で大袈裟にやっています。結構面白いと思いますよ。その次が

“SHAKE HAND”という速い曲ですね。SILVER BACKの曲はどの曲も展
開が多いんですけど、この曲も激しく展開の変わる曲でなかなか面白いと
思います。その次“NOTICE WITH A BERTH OF DEATH”。この曲はミ
ドルテンポの淡々とした曲です。詩の内容は人間の実存について悩んでい
る主人公がいるというそんな感じの曲ですね。この曲のメインリフも
ちょっと変わった感じのリフなんですけど、ギターソロが極端に長い曲で
す。目茶苦茶に弾いてるギターソロなんで、ちょっと理解出来ない人もい
るかも知れませんが、そういった感じのソロをやってみました。次は“IN
ORDER TO LIVE”。この曲はストレートな曲です。ハッキリ言って今は
やりの曲ではないですね。昔のIRON MAIDENパターンというか、そう
いう感じの曲ですね。堂々とこういう感じの曲をやってるバンドは今少な

いと思います。そして 8 曲目
“FEMT”も“Why Has…”と同様
に物語（ベルセルク）をモチー
フにした曲です。この曲は短い
曲が3 曲くっついて長くなった
ような曲で12分あります。
　　という事は組曲的な…。　　という事は組曲的な…。　　という事は組曲的な…。　　という事は組曲的な…。　　という事は組曲的な…。
　そういう感じですね。“FEMT”
という曲の第一部が“CONFINE-
MENT”っていう部分で、ここは
変わったタイプのリフでギター
が結構面白いと思います。アッ
プテンポのリフなんですけど。
そして次は“FRIENDS”ってい
う部分で、これは綺麗なアルペ
ジオからヘヴィなミディアムテ
ンポに移っていく部分です。こ
の“FRIENDS”っていう部分の
歌の部分に女の人の声でナレー

ションが入ってるんですけど、そこはドラマティックに仕上がっていると
思うんで是非聞いてみてください。その次が“GRIFFITH”という部分な
んですけど、これで曲が完結すると。曲の感じが全然変わってしまうんで
すけど、ここで曲が完結するという感じの曲です。とりあえずこの8曲で
構成されたアルバムが今年の7月位には出る予定なんですけど、その辺の
時期を見て作業中なんです。
　　今聞いてますと、　　今聞いてますと、　　今聞いてますと、　　今聞いてますと、　　今聞いてますと、1 01 01 01 01 0分を越える大作分を越える大作分を越える大作分を越える大作分を越える大作
ががががが 22222 曲あって、曲あって、曲あって、曲あって、曲あって、前作でも前作でも前作でも前作でも前作でも“““““B L A C KB L A C KB L A C KB L A C KB L A C K
KNIGHTKNIGHTKNIGHTKNIGHTKNIGHT”””””とかとかとかとかとか3rd3 r d3 r d3 r d3 r d デモではデモではデモではデモではデモでは“““““MENTALMENTALMENTALMENTALMENTAL
DISORDERDISORDERDISORDERDISORDERDISORDER”””””とか、とか、とか、とか、とか、1010101010分を越える長い曲分を越える長い曲分を越える長い曲分を越える長い曲分を越える長い曲
が多いですよね。が多いですよね。が多いですよね。が多いですよね。が多いですよね。そういった部分を今のヘそういった部分を今のヘそういった部分を今のヘそういった部分を今のヘそういった部分を今のヘ
ヴィメタルを批判する人達なんかはヴィメタルを批判する人達なんかはヴィメタルを批判する人達なんかはヴィメタルを批判する人達なんかはヴィメタルを批判する人達なんかは「「「「「古古古古古
い」い」い」い」い」だなんだと言ったりするわけですが、だなんだと言ったりするわけですが、だなんだと言ったりするわけですが、だなんだと言ったりするわけですが、だなんだと言ったりするわけですが、
そういった声もある中で敢えてそういった声もある中で敢えてそういった声もある中で敢えてそういった声もある中で敢えてそういった声もある中で敢えて1010101010 分を越分を越分を越分を越分を越
える大作にチャレンジしようというのにはえる大作にチャレンジしようというのにはえる大作にチャレンジしようというのにはえる大作にチャレンジしようというのにはえる大作にチャレンジしようというのには
理由があるんですか。理由があるんですか。理由があるんですか。理由があるんですか。理由があるんですか。
　いや、個人的にはあんまり大作にはしたく
ないんですよ（笑）本当言うと。ただ、作って
いるうちに「その部分はこの部分の次に必要
だ」というのがどうしても出てくるんですよ。

「そんなの取っちゃえばいいじゃないか」とい
う気がしないでもないんですけど…それじゃ
あ納得しないんですよね。
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　　そうですかねぇ～！　　そうですかねぇ～！　　そうですかねぇ～！　　そうですかねぇ～！　　そうですかねぇ～！（（（（（笑笑笑笑笑）））））
　いや北海道は観客の反応が物凄いシビアというか、そういう感じします
からね。「お葬式」のような（笑）。まぁうちらの曲はノリにくい感じがし
ますからね、だからどこいってもノッてはくれないですけど。まぁそれで
も本人は楽しんでやってます。
　　そういった活動を通して、　　そういった活動を通して、　　そういった活動を通して、　　そういった活動を通して、　　そういった活動を通して、最終的に最終的に最終的に最終的に最終的にSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKをどういっをどういっをどういっをどういっをどういっ
た形にもっていきたいですか。た形にもっていきたいですか。た形にもっていきたいですか。た形にもっていきたいですか。た形にもっていきたいですか。スタンスにしても活動にしても。スタンスにしても活動にしても。スタンスにしても活動にしても。スタンスにしても活動にしても。スタンスにしても活動にしても。
　やっぱりこういうジャンル、ヘヴィメタルというのは地道にやっていく
しかないと思うんで、資本が続く限り本州の方とかにライブに行って、ア
ルバムをコンスタントに出すという形でいきたいと思います。
　　でもシーンは今とても厳しい状態ですよね。　　でもシーンは今とても厳しい状態ですよね。　　でもシーンは今とても厳しい状態ですよね。　　でもシーンは今とても厳しい状態ですよね。　　でもシーンは今とても厳しい状態ですよね。
　あ、でも全然気にはしてないですよ。そういう「シーンの厳しさ」をま
ともに受けてたらバンドやっていけないんで（笑）。やっぱり好きなもの
をやってますから、だからそんな「苦」にはなってないですね。観客少な
いのはもうしょうがないという事で。とりあえず自分達の好きな曲、好き
な音を出してればいいという形で、そういう気持ちでやってます。
　　それでは最後になりますが、　　それでは最後になりますが、　　それでは最後になりますが、　　それでは最後になりますが、　　それでは最後になりますが、このインタビューを読んでくれたこのインタビューを読んでくれたこのインタビューを読んでくれたこのインタビューを読んでくれたこのインタビューを読んでくれた
読者に一言お願いします。読者に一言お願いします。読者に一言お願いします。読者に一言お願いします。読者に一言お願いします。
　SILVER BACK はなかなか他に似たようなバンドがないと思うので、
まぁ好き嫌いはあると思いますけど、ハマっていただければ存分にハマっ
ていただけるバンドだと思いますので、本当にヘヴィメタルなんですけど
も、そういうのが好きでない人も好きな人も是非聴いてみて欲しいと思い
ます。
　　今日はどうも有難うございました。　　今日はどうも有難うございました。　　今日はどうも有難うございました。　　今日はどうも有難うございました。　　今日はどうも有難うございました。　　　　　■

最後に後記の代わりにインタビュー後に送られてきた手紙の一部を紹介さ
せていただきます。
「（前略）…インタビューというのもなかなか難しいものですね。云いたい
事の半分位しか云えなかった様な気がします。印象に残ったのが攻めのス
タンスという言葉ですね。後からつらつら考えてみますと、まあ方法論で
はあるのですが、独自のサウンドを貫く事が自分達にとっての攻めのスタ
ンスなのかもしれません。メタルが弱くなったのは、新しいものを作らず、
辺りと同じ様な曲をたくさんやり過ぎたからではないかと思うのです。ま
あ自分でも人の事は云えないのですが。サウンドの独自性、個性、といっ
たものを強調するバンドが多く出現すれば、状況は上を向くと思うのです
が、とりあえずは、SILVER BACKはヘヴィメタルが一番かっこ良かった
80年代初頭の雰囲気を大事にしたいと思っています。それはその頃のよう
な曲を演ると云うのではなく、その頃の音楽から感じ取れた感動みたいな
ものを再現すると云う事なんです。…（後略）」
同時に新ベーシストの太田由紀子嬢の写真も送ってくれましたので紹介し
ます。右側が太田嬢だそうですが、左の女性は誰なのでしょう（笑）。

c/oc/oc/oc/oc/o　　　　　SILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACK　／　田中　清久　／　田中　清久　／　田中　清久　／　田中　清久　／　田中　清久
〒〒〒〒〒 003003003003003　札幌市白石区栄通り　札幌市白石区栄通り　札幌市白石区栄通り　札幌市白石区栄通り　札幌市白石区栄通り21-18-521-18-521-18-521-18-521-18-5 蜂谷蜂谷蜂谷蜂谷蜂谷M-205M-205M-205M-205M-205

スはコーラス、アルバムはアルバムという気がしないでもないですけど
（笑）、基本的には楽器のプレイはライブのときも変わらないという感じで
す。アルペジオとかでクラシックギターを使用している所もありますけ
ど、そこは生ギターという事で理解して貰えば結構なんですけど。
　　ステージでアコースティックギターを使用するという事もある　　ステージでアコースティックギターを使用するという事もある　　ステージでアコースティックギターを使用するという事もある　　ステージでアコースティックギターを使用するという事もある　　ステージでアコースティックギターを使用するという事もある
んですか。んですか。んですか。んですか。んですか。
　ええ、以前はありますね。最近はそういうスタンスはとっていないです
ね、そういえば考えてみたら。そのうちクラシックギターだけで他にベー
スとドラム、ヴォーカルでそういうニュアンスの曲をやってみたい、作っ
てみたいなっていう気はありますけど。まだ実現はしていないですけど、
そういう予定はあります。
　　また、　　また、　　また、　　また、　　また、北海道という環境、北海道という環境、北海道という環境、北海道という環境、北海道という環境、東名阪といった情報過多地域から遠東名阪といった情報過多地域から遠東名阪といった情報過多地域から遠東名阪といった情報過多地域から遠東名阪といった情報過多地域から遠
く離れているという環境からもく離れているという環境からもく離れているという環境からもく離れているという環境からもく離れているという環境からもSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKの音楽性は多大なの音楽性は多大なの音楽性は多大なの音楽性は多大なの音楽性は多大な
寄与を受けていると思うのですがどう思いますか。寄与を受けていると思うのですがどう思いますか。寄与を受けていると思うのですがどう思いますか。寄与を受けていると思うのですがどう思いますか。寄与を受けていると思うのですがどう思いますか。
　いや環境は多大に影響されていると思います。自分でもそれは実感しま
すよ。そして個人的にも曲を作る上で、どっからも影響を入れたくない方
なんで、あまり（他のバンドの）曲は聴かないようにしています。でもそ
れが古臭さにつながっているのかもしれないですけどもね。
　　ちょっと話が前後しますが、　　ちょっと話が前後しますが、　　ちょっと話が前後しますが、　　ちょっと話が前後しますが、　　ちょっと話が前後しますが、アルバムのレコーディングには村アルバムのレコーディングには村アルバムのレコーディングには村アルバムのレコーディングには村アルバムのレコーディングには村
野さんは参加しているわけですよね。野さんは参加しているわけですよね。野さんは参加しているわけですよね。野さんは参加しているわけですよね。野さんは参加しているわけですよね。村野さんは既にアルバムの制村野さんは既にアルバムの制村野さんは既にアルバムの制村野さんは既にアルバムの制村野さんは既にアルバムの制
作に入る前から脱退の意思を持っていたようなんですが、作に入る前から脱退の意思を持っていたようなんですが、作に入る前から脱退の意思を持っていたようなんですが、作に入る前から脱退の意思を持っていたようなんですが、作に入る前から脱退の意思を持っていたようなんですが、そうしたそうしたそうしたそうしたそうした
場合、場合、場合、場合、場合、新しいバンド形態で音源の制作に取りかかるということも選新しいバンド形態で音源の制作に取りかかるということも選新しいバンド形態で音源の制作に取りかかるということも選新しいバンド形態で音源の制作に取りかかるということも選新しいバンド形態で音源の制作に取りかかるということも選
択できたと思うんですが、択できたと思うんですが、択できたと思うんですが、択できたと思うんですが、択できたと思うんですが、その辺はどう考えていますか。その辺はどう考えていますか。その辺はどう考えていますか。その辺はどう考えていますか。その辺はどう考えていますか。

　あのですね、本人から打ち明
けられたのが録り終わってから
なんですよ（笑）。だから、どう
しようもなかったっていうか、
そういう事を考える事は全然な
かったんですけど。…でも村野
さんはオリジナルメンバーです
からね。今回のアルバムは全
然、村野さんでやってもらうっ
ちゅう事で違和感もなかったで
すし。
　　そうだったんですか。　　そうだったんですか。　　そうだったんですか。　　そうだったんですか。　　そうだったんですか。
まぁ知らないものは考えようまぁ知らないものは考えようまぁ知らないものは考えようまぁ知らないものは考えようまぁ知らないものは考えよう
がないですねがないですねがないですねがないですねがないですね（（（（（笑笑笑笑笑）））））。。。。。
　そうですね（笑）そうなんで
すよ。録り終わった次の日に

「いやぁ辞めたいんだ」という
電話がきたんで、一瞬何言って
るんだかよく解んなかったんで

すけど（笑）。でも彼も考え抜いた末の事だと思いますんで。
　　そういう意味では円満離脱と言えますかね。　　そういう意味では円満離脱と言えますかね。　　そういう意味では円満離脱と言えますかね。　　そういう意味では円満離脱と言えますかね。　　そういう意味では円満離脱と言えますかね。
　円満離脱みたいな感じですね。まぁかなり本人の意思も堅かったみたい
ですからね。あやふやな気持ちで辞めるっていったアレではないですか
ら。もう9年ちょっとも一緒にやってきた仲ですからね。やっぱり淋しい
は淋しいですけど、でも、自分の気持ちに素直になったという点で「今ま
でご苦労さんでした」とい感じも強いですね、ええ。
　　そういったわけで　　そういったわけで　　そういったわけで　　そういったわけで　　そういったわけで2nd2nd2nd2nd2ndアルバムのレコーディングも終了したわアルバムのレコーディングも終了したわアルバムのレコーディングも終了したわアルバムのレコーディングも終了したわアルバムのレコーディングも終了したわ
けですが、けですが、けですが、けですが、けですが、今後今後今後今後今後SILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKはどういった活動をしてきたいではどういった活動をしてきたいではどういった活動をしてきたいではどういった活動をしてきたいではどういった活動をしてきたいで
すか。すか。すか。すか。すか。
　これからリリースするまでは、CDの色々な作業がまだ残ってますんで
それをやって、あとメンバーでベースが変わってしまったんで、今までの
曲とか、なかなかベースラインも凝ってますから、コピーするのもやっぱ
り難しいらしくて、時間かかると思うんで、しばらく時間かけてじっくり
練習を積んで、そして年内くらいに東京・大阪・名古屋いろいろ回ってみ
たいですよね。
　　発売記念ツアーみたいな。　　発売記念ツアーみたいな。　　発売記念ツアーみたいな。　　発売記念ツアーみたいな。　　発売記念ツアーみたいな。
　ええそうです。アルバム一杯持ってそっちに行きたいです。
　　前回　　前回　　前回　　前回　　前回（（（（（1st1st1st1st1st アルバム）アルバム）アルバム）アルバム）アルバム）は思うように出来なかったですからね。は思うように出来なかったですからね。は思うように出来なかったですからね。は思うように出来なかったですからね。は思うように出来なかったですからね。
　そうなんですよ！前回は心残りのあるライブだったんで。そう意味も兼
ねてまた行きたいですね。やっぱり東京・大阪・名古屋どこもそうですけ
ど、やっぱ北海道と違って「見る視線が熱い」というかそういう感じがす
るんで、やってても「北海道と違うな」という感じがします。
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◆私が最近ハマってる一冊◆私が最近ハマってる一冊◆私が最近ハマってる一冊◆私が最近ハマってる一冊◆私が最近ハマってる一冊

「「「「「アアアアアメメメメメリリリリリカカカカカンンンンン・・・・・ロック集成ロック集成ロック集成ロック集成ロック集成
～プログレッシブ～プログレッシブ～プログレッシブ～プログレッシブ～プログレッシブ・・・・・ロック編～」ロック編～」ロック編～」ロック編～」ロック編～」
マーキームーン社　￥マーキームーン社　￥マーキームーン社　￥マーキームーン社　￥マーキームーン社　￥36003600360036003600
（（（（（文文文文文責責責責責：：：：：多田多田多田多田多田SSMSSMSSMSSMSSM進）進）進）進）進）

　先に書いておくが、俺は毎回マーキーを買う程の愛読者ではない
し、プログレもちょっとかじってる程度に過ぎない人間である。
　プログレっていうと、何かマニアックで難しい音楽だと思う事って
ないですか？個人的にはプログレ程不定型なジャンルはないと思う。
様々なジャンルと密接し、国ごとに分類され、何を基準として枠組み
されてるのかハッキリしないジャンルである。ズブの素人からする
と、これは未知の領域である。少しずつ興味を持ち始めると、気にな
るものというのが徐々に増えてくるものである。そこで、ガイドブッ
クたるものが必要になってくるわけである。（長え前ふり…）
　このマーキームーン社より発行されているロック集成シリーズは幾
つか出ているが、それはそのアメリカ編である（今までにブリティッ
シュ、イタリア、フランス、ドイツと出ているハズ）。カナダもまと
めてある。
　何故、この本が良かったのか？
　まずはHMファンの視点から見て、非常に接点が多いバンドがかな
り掲載されている点である。RUSHやQUEENSRYCH、VOIVOD等の
ような読者に馴染みのあるバンドから、70年代のハードプログレ、最
近のマグナカルタ・レーベル（SHADOW GARRALEY etc.）までしっ
かり押さえてあるだけではなく、それ以上にマニアックなバンドも押
さえてあるので、かなり勉強になるし、資料としても一級品である。
　それだけにとどまらず、あくまでプログレの流れを持つものをくま
なくフォローしているので、サイケやアヴァンギャルド、フォークや
トラッドまでしっかりと掲載されているので非常に濃い。何せ、JOHN
ZORNやSONIC YOUTHなんかもしかり載ってる訳だから、結構興味
深いものがある。とにかく、音楽層の厚いアメリカの音楽の普段あま
り出てこない部分を重点に置き、徹底的に追及している中味の濃さと
深さには、ただただ頭が下がる。こんなに凄い本を出してくれたマー
キームーン社に俺は感謝したい。
　本の広告にも書いてあったが、初心者からマニアまで対応できると
いう言葉に嘘はない。￥3600と決して安い値段ではないので、買え
とそう簡単に薦められるものではないが、立ち読みして面白いと思っ
たら、自分の財布と相談の上購入して欲しい。その価値は十分にある
ハズ。

CHECK THIS BANDS
　ここは　ここは　ここは　ここは　ここは「「「「「将将将将将来来来来来こここここいいいいいつつつつつらららららははははは大大大大大化化化化化けけけけけすすすすするるるるるぞぞぞぞぞ！！！！！」」」」」と思われる幾つかのバと思われる幾つかのバと思われる幾つかのバと思われる幾つかのバと思われる幾つかのバ
ンドをンドをンドをンドをンドを     紹介してみようかというコーナーです。紹介してみようかというコーナーです。紹介してみようかというコーナーです。紹介してみようかというコーナーです。紹介してみようかというコーナーです。とは言うものの、とは言うものの、とは言うものの、とは言うものの、とは言うものの、
KABBALAKABBALAKABBALAKABBALAKABBALAが勝手に思っているだけですので保証なる物は全く出来が勝手に思っているだけですので保証なる物は全く出来が勝手に思っているだけですので保証なる物は全く出来が勝手に思っているだけですので保証なる物は全く出来が勝手に思っているだけですので保証なる物は全く出来
ませんが、ませんが、ませんが、ませんが、ませんが、いずれも高いクオリティを持ち合わせていることは確かいずれも高いクオリティを持ち合わせていることは確かいずれも高いクオリティを持ち合わせていることは確かいずれも高いクオリティを持ち合わせていることは確かいずれも高いクオリティを持ち合わせていることは確か
でしょう。でしょう。でしょう。でしょう。でしょう。もしかしたら読者の多くは既知のことかも知れませんもしかしたら読者の多くは既知のことかも知れませんもしかしたら読者の多くは既知のことかも知れませんもしかしたら読者の多くは既知のことかも知れませんもしかしたら読者の多くは既知のことかも知れません
が、が、が、が、が、「「「「「まままままだだだだだ聴聴聴聴聴いいいいいたたたたたここここことととととががががが無無無無無いいいいい」」」」」という人がいましたら是非彼らに触という人がいましたら是非彼らに触という人がいましたら是非彼らに触という人がいましたら是非彼らに触という人がいましたら是非彼らに触
れてみて欲しいと思います。れてみて欲しいと思います。れてみて欲しいと思います。れてみて欲しいと思います。れてみて欲しいと思います。（（（（（文文文文文責責責責責：：：：：すぎ）すぎ）すぎ）すぎ）すぎ）

HYDRA
membermembermembermembermember：：：：：

VOCAL／玉井　純夫
GUITAR／山田　彰彦
BASS／大崎　利弘
DRUMS／角谷　考宣

historyhistoryhistoryhistoryhistory：：：：：
91年8月　大崎と山田が、HYDRAを結成する。
92年 4月　大阪ヤンタ鹿鳴館にて、ライブ活動を開始する。
93年4月　目黒ライブステーション、神楽坂エクスプロージョンにて初
の東京ライブを行う。
93年 8月　ドラムに角谷考宣が加入する。
95年 1月　ヴォーカルに玉井純夫が加入する。
95年 8月　現在のラインナップで、難波ロケッツにて活動を開始する。
95年 9月　3rdデモとなる「HYDRA III」のレコーディングを行う。
95年10月　目黒ライブステーション、名古屋ミュージックファームにて
ライブを行う。

今までに出した音源今までに出した音源今までに出した音源今までに出した音源今までに出した音源：：：：：
HYDRA　（絶版につき入手不可）
HYDRA II　（絶版につき入手不可）

HYDRA IIIHYDRA IIIHYDRA IIIHYDRA IIIHYDRA III　　　　　（（（（（販販販販販売売売売売中中中中中￥￥￥￥￥700700700700700）））））
※HYDRA IIIは下記で販売中です。
東京…　池袋BRONZE AGE、目黒THIRD STAGE、新宿DISK HEAVEN、
DISK UNION各店
名古屋…　DISK HEAVEN
大阪…　DISK HEAVEN

主たる活動拠点主たる活動拠点主たる活動拠点主たる活動拠点主たる活動拠点：：：：：
難波ロケッツ（大阪は月1回のペースで）
目黒ライブステーション（東京は2ヶ月に1回のペースで）

自己アピール自己アピール自己アピール自己アピール自己アピール：：：：：
　HMを軸に色々な音楽の要素をとり入れてゆく。曲形態によってはHM
にさえこだわらない。自分達がCOOLだと思う音楽をやっていきたいし、
自分達の聴いてみたい音楽を演る。新鮮な驚きを聴衆に与えたいと考えて
いる。期待してもらいたい。あらゆる手法を駆使し、HYDRAの音世界を
拡大してゆくつもりである。

連絡先連絡先連絡先連絡先連絡先：：：：：HYDRA OFFICEHYDRA OFFICEHYDRA OFFICEHYDRA OFFICEHYDRA OFFICE
〒558　大阪市住吉区万代東1-2-23-23

Tel&Fax　06-691-7463

HYDRAを一言で表現するなら、プログレッシブな色の濃いテクニカルな
ヘヴィメタルという事になるのだろうか。卓越した各人の技術（特にベー
スは超人的だ）は、「職人」と呼ぶにふさわしいものがある。読者にはデ
モを聴くだけでなく是非ライブにも足を運んで欲しいと思う。

↑2月17日吉祥寺クレッシェンドにて
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林：ああ、あれは編曲してあれになって、その前にまたちゃう“Goats”
ゆうのがあって。
　　それは歌詞も違うんですか？　　それは歌詞も違うんですか？　　それは歌詞も違うんですか？　　それは歌詞も違うんですか？　　それは歌詞も違うんですか？
林：いや、歌詞は一緒。
　　じゃあその歌詞を見れば大体わかるわけですね。　　じゃあその歌詞を見れば大体わかるわけですね。　　じゃあその歌詞を見れば大体わかるわけですね。　　じゃあその歌詞を見れば大体わかるわけですね。　　じゃあその歌詞を見れば大体わかるわけですね。
林：（笑）そうやなぁ。やばいなぁ。
小：訳せば。
野：出だしとか。
林：ちょっとだけひねった（笑）。うん、でもかなりマニアックな内容や
な。パーソナルな。
　　じゃあちょっと順番が前後しますがメンバーの自己紹介をお願　　じゃあちょっと順番が前後しますがメンバーの自己紹介をお願　　じゃあちょっと順番が前後しますがメンバーの自己紹介をお願　　じゃあちょっと順番が前後しますがメンバーの自己紹介をお願　　じゃあちょっと順番が前後しますがメンバーの自己紹介をお願
いします。いします。いします。いします。いします。
小：リーダーって言うてええの？
野：言いたいんやろ。こういう時だけ。
小：（笑）リーダーの、リードギターの小坂です。
林：血液型は？
小：え？ゆ、言う？（笑）
林：生年月日とあと好きな男のタイプ。
小：ハハハ…
林：なんやもう終わりかい。え～っと、ベース、ヴォーカルの林です。
野：そんだけでええのん？
林：血液型はB型やけど。
野：リズムギターの野口です。か、彼女が欲しいなぁ。
鶴田（以下鶴）：ドラムの鶴田です。
　　メンバーチェンジはないんですよね。　　メンバーチェンジはないんですよね。　　メンバーチェンジはないんですよね。　　メンバーチェンジはないんですよね。　　メンバーチェンジはないんですよね。
小：メンバーチェンジはないです。
　　元々高校が一緒とかだったんですか。　　元々高校が一緒とかだったんですか。　　元々高校が一緒とかだったんですか。　　元々高校が一緒とかだったんですか。　　元々高校が一緒とかだったんですか。
林：小坂とわしと鶴キンが高校が一緒で、ギター同士が中学が同級生で。
　　滋賀っていうとシーンっていうのは無いですよね。　　滋賀っていうとシーンっていうのは無いですよね。　　滋賀っていうとシーンっていうのは無いですよね。　　滋賀っていうとシーンっていうのは無いですよね。　　滋賀っていうとシーンっていうのは無いですよね。
林：ないですわ。最っ低やもんね、最悪やねん。
　　じゃあ地元滋賀でライブっていうのは…。　　じゃあ地元滋賀でライブっていうのは…。　　じゃあ地元滋賀でライブっていうのは…。　　じゃあ地元滋賀でライブっていうのは…。　　じゃあ地元滋賀でライブっていうのは…。
林：最初の頃はやってたんよな。やる所は一応ないことはないねんけど、
まぁシーンがない。
　　他にメタルバンドってあるんですか。　　他にメタルバンドってあるんですか。　　他にメタルバンドってあるんですか。　　他にメタルバンドってあるんですか。　　他にメタルバンドってあるんですか。
野：もうわからんなぁ今は。
林：昔はFOBIA言うバンドが滋賀県出身やったな。あとは…知らんなぁ。
　　そうすると必然的に大阪や名古屋に出ていくと。　　そうすると必然的に大阪や名古屋に出ていくと。　　そうすると必然的に大阪や名古屋に出ていくと。　　そうすると必然的に大阪や名古屋に出ていくと。　　そうすると必然的に大阪や名古屋に出ていくと。
林：そうやなぁ。
小：最初は京都だったな。
林：京都は大した事なかったなぁ。
野：京都は長かったもんなぁ、やれたのが（ライブでの演奏時間が？）。

林：最初は京都で 1 年位やったよ
なぁ。それから大阪出た。
　　　　　　　　　　G O A T SG O A T SG O A T SG O A T SG O A T Sの前のの前のの前のの前のの前の D E A T HD E A T HD E A T HD E A T HD E A T H
TRAINTRAINTRAINTRAINTRAINの頃って今の音と比べての頃って今の音と比べての頃って今の音と比べての頃って今の音と比べての頃って今の音と比べて
どうだったんですか。どうだったんですか。どうだったんですか。どうだったんですか。どうだったんですか。近かった近かった近かった近かった近かった
んですか。んですか。んですか。んですか。んですか。
林：今の音って言われたら全然ちゃ
うな。
小：違う。もっとゴリゴリな…よう
わかってへんかったしな。
野：今でもわかってへんけどな。自
分の作りたい音が出えへんし。
　　自分達の作りたいっていう　　自分達の作りたいっていう　　自分達の作りたいっていう　　自分達の作りたいっていう　　自分達の作りたいっていう
か、か、か、か、か、自分達の求めてる音ってど自分達の求めてる音ってど自分達の求めてる音ってど自分達の求めてる音ってど自分達の求めてる音ってど
ういうのですか。ういうのですか。ういうのですか。ういうのですか。ういうのですか。
小：CDのあの音ではないなぁ。
野：いやぁ全く違う。
林：音言うのは曲って意味の音？
小：曲はまぁ良いかな。
林：いうてもその都度その都度で
やっぱりやりたいのが全然違うし、
ただ単に誰かが作ってきて「ああえ
えなぁ」思うたらそれでええし。別
になぁ、決まった概念ゆうのは全然

GOATS
INTERVIEWINTERVIEWINTERVIEWINTERVIEWINTERVIEW

日時日時日時日時日時：：：：：1212121212月月月月月 1717171717日午後日午後日午後日午後日午後1010101010時頃時頃時頃時頃時頃
場所場所場所場所場所：：：：：川口モンスター内川口モンスター内川口モンスター内川口モンスター内川口モンスター内

　　まずは初めてのインタビューですのでバンドの略歴から教えて　　まずは初めてのインタビューですのでバンドの略歴から教えて　　まずは初めてのインタビューですのでバンドの略歴から教えて　　まずは初めてのインタビューですのでバンドの略歴から教えて　　まずは初めてのインタビューですのでバンドの略歴から教えて
いただけますか。いただけますか。いただけますか。いただけますか。いただけますか。
野口（以下野）：結成は高校を卒業してからやね。
小坂（以下小）：90年？
野：卒業してから速攻やろ。
林（以下も林）：4年半前。91年？いや90年や。5月か6月？ちゃうわ、
3月にDEATH TRAINゆうバンドで（爆笑）初めてこの4人でやって。
野：誰かのコピーやわ。
林：コピーから初めて…ほんでいつ名前変えたんやっけ？
野：1年くらいかなぁ。
林：いや、そんなにならへんて。10月位やわ。半年後位にGOATSになっ
て。
野：えっ！何でやねん。…

（ここでいつから“GOATS”になったかでもめる。）
林：…ちゃうか！あれは。…じゃあ8月にしとこ。8月にGOATSになり
ました。

（古平氏が後ろから小声で「GOATS仲間割れ」）
林：うるさいなぁ（笑）で、メンバー変わらずでやります。
　　　　　　　　　　DEATH TRAINDEATH TRAINDEATH TRAINDEATH TRAINDEATH TRAINですか。ですか。ですか。ですか。ですか。
林：（笑）DEATH TRAIN。
　　死の列車…　　死の列車…　　死の列車…　　死の列車…　　死の列車…
林：それはGROUND ZEROの曲で“Death Train”ゆうのがあって、それ
が気に入ってバンド名にしたと。
　　　　　　　　　　GOATSGOATSGOATSGOATSGOATSっていうバンド名はどっからきたんですか。っていうバンド名はどっからきたんですか。っていうバンド名はどっからきたんですか。っていうバンド名はどっからきたんですか。っていうバンド名はどっからきたんですか。
野：それはまずいな（笑）。
林：それは記事には出来へん。活字には出来へん。
小：一応「山羊」っていう意味だけ。
野：その「山羊」がどういう風に…
林：いや、それはウッウ～！よう言われへん（笑）。
小：色々あって「山羊」にきて、英語に変えたと。
林：最初は“Goats”ゆう曲が出来て、「ああ、ほならGOATSにしよか」っ
て。
　　じゃあ　　じゃあ　　じゃあ　　じゃあ　　じゃあ1st1s t1s t1s t1s t デモに入ってるデモに入ってるデモに入ってるデモに入ってるデモに入ってる“““““GoatsGoatsGoatsGoatsGoats”””””を…を…を…を…を…



10

ないし。
　　　　　　　　　　GOATSGOATSGOATSGOATSGOATSはよくデスラッシュだとか色々言われはよくデスラッシュだとか色々言われはよくデスラッシュだとか色々言われはよくデスラッシュだとか色々言われはよくデスラッシュだとか色々言われ
ますけど、ますけど、ますけど、ますけど、ますけど、自分達としては自分達としては自分達としては自分達としては自分達としてはGOATSGOATSGOATSGOATSGOATSの音はどの辺の音はどの辺の音はどの辺の音はどの辺の音はどの辺
の位置にいると思いますか。の位置にいると思いますか。の位置にいると思いますか。の位置にいると思いますか。の位置にいると思いますか。
野：わからんなぁ。
林：難しいなぁ…スラッシュではないような、デスで
もないし。
野：まぁGOATSの音やな。そう言わんとわからんな、
どう説明したらいいのか。
林：スラッシュ的でありデス的でありポップ的であり
…
小：ポップ的ではないなぁ（笑）。
野：キャッチーな。
林：キャッチーな。まぁ言うたら“Hello Again”（by My
Little Lover）。ミスチル。
野：そうやな、そういう感じええやん。求めてるなぁ。
小：多分カットやね。（笑）
　　でもそういうデスでもスラッシュでもないの　　でもそういうデスでもスラッシュでもないの　　でもそういうデスでもスラッシュでもないの　　でもそういうデスでもスラッシュでもないの　　でもそういうデスでもスラッシュでもないの
ががががが GOATSGOATSGOATSGOATSGOATSだと思うんですけどね。だと思うんですけどね。だと思うんですけどね。だと思うんですけどね。だと思うんですけどね。
林：ああ、有り難うございます。（後ろから太一氏が

「モダンスラッシュじゃないのぉ？」と茶々が入る）
え？ああ、しもたなぁ、意外な所から（ツッコミが）き
たなぁ。
　　どこから来たんですかね。　　どこから来たんですかね。　　どこから来たんですかね。　　どこから来たんですかね。　　どこから来たんですかね。
林：あれは勝手に。
野：ある日チラシを見たらそういうセールスコピーが。
　　自分達ではモダンスラッシュだと思いますか。　　自分達ではモダンスラッシュだと思いますか。　　自分達ではモダンスラッシュだと思いますか。　　自分達ではモダンスラッシュだと思いますか。　　自分達ではモダンスラッシュだと思いますか。
林：モダンではないな。ちょっと違うな。
　　モダンっていうのとは違うんですけど、　　モダンっていうのとは違うんですけど、　　モダンっていうのとは違うんですけど、　　モダンっていうのとは違うんですけど、　　モダンっていうのとは違うんですけど、
GOATSGOATSGOATSGOATSGOATSの音ってある種のアヴァンギャルドさっての音ってある種のアヴァンギャルドさっての音ってある種のアヴァンギャルドさっての音ってある種のアヴァンギャルドさっての音ってある種のアヴァンギャルドさって
いうか、いうか、いうか、いうか、いうか、何か何か何か何か何か「「「「「ひひひひひねねねねねたたたたた」」」」」部分ってあるじゃないです部分ってあるじゃないです部分ってあるじゃないです部分ってあるじゃないです部分ってあるじゃないです
か。か。か。か。か。その辺もその辺もその辺もその辺もその辺もGOATSGOATSGOATSGOATSGOATSの特徴の一つだと思うんでの特徴の一つだと思うんでの特徴の一つだと思うんでの特徴の一つだと思うんでの特徴の一つだと思うんで
すけど、すけど、すけど、すけど、すけど、それは意識してますか。それは意識してますか。それは意識してますか。それは意識してますか。それは意識してますか。
林：そやね、他と一緒は嫌やしいうのが第一やな。差
をつけたい言うか。
小：違いを。
林：違いを前面に出したい言うのがあるし。まぁそれ
が自分等の好む音でもあるし。結局こういう音になっ
て。とりあえず変化があれば、他とね。
　　話は変わって　　話は変わって　　話は変わって　　話は変わって　　話は変わってCDCDCDCDCDについてなんですが、についてなんですが、についてなんですが、についてなんですが、についてなんですが、CDCDCDCDCDががががが
出ることになったきっかけって言うのは。出ることになったきっかけって言うのは。出ることになったきっかけって言うのは。出ることになったきっかけって言うのは。出ることになったきっかけって言うのは。
林：それは去年の12月に名古屋でライブやった時に社
長が寄ってきて「CD 出さへんか」と。「ほな出しま
す」って。「有り難うございます」と、それで決まった
わけですわ。
　　その辺はバンド内でもすんなり決まったんで　　その辺はバンド内でもすんなり決まったんで　　その辺はバンド内でもすんなり決まったんで　　その辺はバンド内でもすんなり決まったんで　　その辺はバンド内でもすんなり決まったんで
すか。すか。すか。すか。すか。
林：ええ。「出してくれぃ！」言うて。
　　出せるんだったら出したいと。　　出せるんだったら出したいと。　　出せるんだったら出したいと。　　出せるんだったら出したいと。　　出せるんだったら出したいと。それでそれでそれでそれでそれでCDCDCDCDCDが出が出が出が出が出
来て、来て、来て、来て、来て、さっきもチラッと出ましたけど、さっきもチラッと出ましたけど、さっきもチラッと出ましたけど、さっきもチラッと出ましたけど、さっきもチラッと出ましたけど、CDCDCDCDCDの出来の出来の出来の出来の出来
に関してはどうですか。に関してはどうですか。に関してはどうですか。に関してはどうですか。に関してはどうですか。
野：…嫌やなぁ。
林：とりあえず出来た音が思ってた音と違うのは確か
やねん。
　　どの辺が違いましたか。　　どの辺が違いましたか。　　どの辺が違いましたか。　　どの辺が違いましたか。　　どの辺が違いましたか。
野：音質的にもそうやなぁ。
小：音質とかバランスとか。ドラムの、バスドラの感
じとか。
林：音質面って言うたらドラムが第一ちょっとアレや
ね。もうちょっとタイトに、タイト言うか、もうちょっ
と堅くしたかった。それがちょっと…わからんかった
んがなぁ、初めてやったから。聴いた感じがベタベ
タ～言う感じなんやけんど、ほんまはもっと堅くした
かったんやけど～「はい、O.K.」なんて…作ってるうち
は色んな事気付かんまま作ってしもて。出来上がって

からしばらく聴いてみて段々「ああ～あそこはああし
たらよかったなぁ」って。
　　選曲に関してはどうなんですか。　　選曲に関してはどうなんですか。　　選曲に関してはどうなんですか。　　選曲に関してはどうなんですか。　　選曲に関してはどうなんですか。
小：選曲言うてもなぁ（笑）。
林：あんまし持ち曲無かったからなぁ。で、なるべく
新しい曲めで。新曲2曲昔の9曲。
野：デモテープに入ってない曲言うたらバランスええ
な。
林：半々位やな。
　　　　　　　　　　1st1st1st1st1stデモからはデモからはデモからはデモからはデモからは33333曲ですか、曲ですか、曲ですか、曲ですか、曲ですか、収録されてますけ収録されてますけ収録されてますけ収録されてますけ収録されてますけ
ど、ど、ど、ど、ど、入ってない曲っていうのは入ってない曲っていうのは入ってない曲っていうのは入ってない曲っていうのは入ってない曲っていうのは「「「「「もももももうううううやややややりりりりりたたたたたくくくくくななななな
い」い」い」い」い」って感じなんですか、って感じなんですか、って感じなんですか、って感じなんですか、って感じなんですか、それとも次に入れようとそれとも次に入れようとそれとも次に入れようとそれとも次に入れようとそれとも次に入れようと
か。か。か。か。か。
野：それはないなあ。
林：それはやらないでしょ。
小：そん時は良いと思ってたっていう。
野：まぁ聴くだけやったらええけどな。
小：ええ思いでかな。
野：思い出かい！（笑）（また後ろから太一氏

「BRUTAL！」）
林：いや、それはまだ言われへんな。そやなぁ…（古
平氏「聞いてる？」）うるさいなぁ！もう（笑）
　　そう言えばロゴが変わりましたよね。　　そう言えばロゴが変わりましたよね。　　そう言えばロゴが変わりましたよね。　　そう言えばロゴが変わりましたよね。　　そう言えばロゴが変わりましたよね。前のロ前のロ前のロ前のロ前のロ
ゴはある意味で変といえば変だったんですけどゴはある意味で変といえば変だったんですけどゴはある意味で変といえば変だったんですけどゴはある意味で変といえば変だったんですけどゴはある意味で変といえば変だったんですけど
（（（（（笑笑笑笑笑）））））でも変さが他とは違ってて…よくメタルとかでも変さが他とは違ってて…よくメタルとかでも変さが他とは違ってて…よくメタルとかでも変さが他とは違ってて…よくメタルとかでも変さが他とは違ってて…よくメタルとか
だとギザギザとかグワァってやっちゃうじゃないだとギザギザとかグワァってやっちゃうじゃないだとギザギザとかグワァってやっちゃうじゃないだとギザギザとかグワァってやっちゃうじゃないだとギザギザとかグワァってやっちゃうじゃない
ですか、ですか、ですか、ですか、ですか、それが丸っこくてポワァとしててそれがそれが丸っこくてポワァとしててそれがそれが丸っこくてポワァとしててそれがそれが丸っこくてポワァとしててそれがそれが丸っこくてポワァとしててそれが
個性的で好きだったんですけど、個性的で好きだったんですけど、個性的で好きだったんですけど、個性的で好きだったんですけど、個性的で好きだったんですけど、その辺はどう思その辺はどう思その辺はどう思その辺はどう思その辺はどう思
いますか。いますか。いますか。いますか。いますか。
野：（某ツアー）T シャツにのったあれが物凄もっさ
かったやん、俺等のが。何やわからへんねんなぁ。何
か髭の…
林：ハクション大魔王よう言われてて（笑）。でもあれ
は前の奴は何ちゅうかああいう感じやったんやけど
なぁ。
小：CD用にロゴをカチっとしただけで。
野：後ろの奴とかは結構おもろいけどなぁ。CDの裏に
も入ってるんですよ、違うロゴが。
　　　　　　　　　　（（（（（CDCDCDCDCDを取り出して裏を見ると）を取り出して裏を見ると）を取り出して裏を見ると）を取り出して裏を見ると）を取り出して裏を見ると）ああ、ああ、ああ、ああ、ああ、これでこれでこれでこれでこれで
すか。すか。すか。すか。すか。
野：ようわからんけどな。
林：それはまぁ。
野：ちょっとちゃらけてるかなぁと。
小：気付いてない人は…
林：要チェック！
　　はぁ…へ、　　はぁ…へ、　　はぁ…へ、　　はぁ…へ、　　はぁ…へ、変ですね。変ですね。変ですね。変ですね。変ですね。（（（（（一一一一一同同同同同大大大大大爆爆爆爆爆笑笑笑笑笑）））））個人的に個人的に個人的に個人的に個人的に
どっちが気に入ってるとかありますか。どっちが気に入ってるとかありますか。どっちが気に入ってるとかありますか。どっちが気に入ってるとかありますか。どっちが気に入ってるとかありますか。
林：別に、どっちも好きやけど。みんなはどうか知ら
んけど。
小：また変えていくんちゃうか。
林：多分どんどん変わってくと思うけど。
小：もうこれ飽きたわ。
林：そやなぁ。
　　あんまりそういう所には拘らない。　　あんまりそういう所には拘らない。　　あんまりそういう所には拘らない。　　あんまりそういう所には拘らない。　　あんまりそういう所には拘らない。
林：いやぁ～全然拘んない。わしらだからステッカー
も何もあらへん。Tシャツも無いし、ビラも作らへんし

（笑）。それじゃやる気ないんかい！って、やる気はあ
んねんけど。
　　　　　　　　　　CDCDCDCDCDが出たことによってリアクションっていうが出たことによってリアクションっていうが出たことによってリアクションっていうが出たことによってリアクションっていうが出たことによってリアクションっていう
か、か、か、か、か、ライブの反応とか変わりましたか？ライブの反応とか変わりましたか？ライブの反応とか変わりましたか？ライブの反応とか変わりましたか？ライブの反応とか変わりましたか？
林：リアクションは変わらへんなぁ。…そんなライブ
やってへんもんなぁ（CDを）出してから。そんな反応
が変わる程は。
野：全く変わってないやろ？
小：前のまんま。まぁ要するに意味無かったと（笑）。

GOATS

When I got up,
I found my son stand up by me
He said "Get up, get up"
I don't know who he was so bit him
and suck him
He said "Fuck me off, fuck me off"
Panted soon, Rising blood, Reach the top
Launch white

When I worked,
I found my son stand up by me
Slapped him, Lay down, Rose up
I was beaten out so dash to the box
so fast, so fast
Take off, beat off, beat off
Panted soon, Rising blood, Reach the top
Launch white

Why couldn't I bear the impulse,
though I cross my heart over again

When I was sleepy,
I found my son sleepin' by me
I think nice guy, nice guy
I work him up,
he's willing to agree the master
Tired, tired then
Panted soon, Rising blood, Reach the top
Launch white

He takes me to there, He makes me a doll
He steels my mind, All are GOATS

HAYASHIHAYASHIHAYASHIHAYASHIHAYASHI

TURUKINTURUKINTURUKINTURUKINTURUKIN
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後々ブレイクするわ。
林：ええ思いでやな（笑）。
野：無茶苦茶な話しになっとるな（笑）。
林：思い出話。
野：ほんまやる気のない奴等になっとるわい。
　　それを思い出にしないように　　それを思い出にしないように　　それを思い出にしないように　　それを思い出にしないように　　それを思い出にしないように（（（（（笑笑笑笑笑）））））。。。。。
林：それ（CD）をパパになった時に子供に自慢できる
だけの話かな（笑）。
野：まぁ最初は君やろう。
林：えっわしか？
　　最近　　最近　　最近　　最近　　最近GOATSGOATSGOATSGOATSGOATSのライブを見てなかったんですのライブを見てなかったんですのライブを見てなかったんですのライブを見てなかったんですのライブを見てなかったんです
けど、けど、けど、けど、けど、髪の毛切りましたね。髪の毛切りましたね。髪の毛切りましたね。髪の毛切りましたね。髪の毛切りましたね。
林：かなり前やな。
野：そやね。…なんで？
林：いやぁ何でやろ…やっぱり第一にもてたいからや
ろ（笑）。
野：それはあるやろなぁ。
林：みんな女の子に「キャーキャー」言われたい。（笑）
いや、正直な話別にそんな意味無いねんけど、まぁ切
りたかったゆうだけで。まぁ気分転換ゆう所ですわ。
野：いやぁほんま林切ったらあかんわぁ、マジで。小
坂だけやったらまだええのやけ、ライブで見た目がか
なり「落ちた」なぁ、迫力とか。落ちまくりもええと
こや。だから3人長い時が…
小：フルパワーやった。
野：強烈やったもんな。
小：風来てた（笑）。
林：みんな扇風機状態やった。前3人。YANTA（大阪）
辺りでやった時が一番凄いなぁ。
野：まだ若かったけど。
林：そやなぁ、まだ19、20才位やった。その頃が…青
春時代（笑）。
野：…何でそっちの方面へ持ってこうとすんのや、君
は！
林：ええ思いでかなぁって。
　　今は落ち着いちゃったと。　　今は落ち着いちゃったと。　　今は落ち着いちゃったと。　　今は落ち着いちゃったと。　　今は落ち着いちゃったと。
林：いいや落ち着いてへんよ。
小：これからまだ…扇風機。
林：ほな伸ばすんかい。
野：ほなら次俺が切る番やな。
鶴：聖（さとる）はどうなの？
林：わしは伸ばすで。
野：その方が絶対ええわ。
林：中途半端に（笑）。
野：中途半端に伸ばすんかい！

（髪の毛の話から顎髭の話になって中略）

林：顎に枝毛や。
小：インタビューこんなん？（笑）
林：顎に枝毛かぁ。
小：違う違う。
野：関っ係ない話ばっかりやな！
小：ば、バンドの事…
林：見出し「顎に枝毛」。（笑）…またいい思い出。
　　　　　　　　　　C DC DC DC DC Dの反応はまだ見えてきていないようですの反応はまだ見えてきていないようですの反応はまだ見えてきていないようですの反応はまだ見えてきていないようですの反応はまだ見えてきていないようです
が、が、が、が、が、ここで今後の予定について、ここで今後の予定について、ここで今後の予定について、ここで今後の予定について、ここで今後の予定について、今後はどういう活今後はどういう活今後はどういう活今後はどういう活今後はどういう活
動をしていきたいですか。動をしていきたいですか。動をしていきたいですか。動をしていきたいですか。動をしていきたいですか。
林：ん～とりあえず活動ゆうたらライブしかないし、
ライブをもっと積極的に色んな場所でより多くの人に
…そしていい思い出に。
小：海外行きたいな、海外。1回やってみたいなって。
林：金無いし。（後ろから太一氏「そういう話はないの
かなぁ。あれ？噂だけ？」）…噂。多分噂（笑）。
　　その噂いきましょうか　　その噂いきましょうか　　その噂いきましょうか　　その噂いきましょうか　　その噂いきましょうか（（（（（笑笑笑笑笑）））））。。。。。

林：噂はあくまで噂やし…
小：どの程度まで説明しとけばええの？
林：いやぁうちらもよう知らん。噂の方が進んどる。
小：海外デビューっていうのは嘘！嘘の噂。
林：ええ思いでやったな…。
野：あっもう思い出になってんの？！（笑）もう思い
出かい！
林：その話はまぁ…ちゃんと決まってから。
小：3月 4 月位。
野：まだわからんしな。はっきりした事とか全然わ
かってないし。
林：B.T.のバンドのEPに参加出来るかも、かも。
小：バクチクかもしれへんし、何かかもしれん。
　　それはどういうルートで？　　それはどういうルートで？　　それはどういうルートで？　　それはどういうルートで？　　それはどういうルートで？
林：滋賀県で S.O.B が練習してる時にたまたまロー
ディーの人がわしらの知り合いで、「ケビンとかいる
し、来うへんか」っていうんで行って、CDとか渡して
しゃべって。その時はそのままで終わって、で次の次
の日がわしら大阪でライブやったから、ほなたまたま
前の日がS.O.Bの追悼ライブで、次の日がOFFでアメ
村（大阪・アメリカ村）の辺りをケビンとその社長が
歩いとって、それをたまたまわしらが見かけてしゃ
べって、「今日わしらライブだから来うへんか」言うた
ら来て、ほんでまぁ気に入ってくれたんやけど。
小：それが上手い事いくかもしれへんし、っていう位
やね。…2ndアルバムは？
林：え？知らん。
小：「どうや～」って中橋さんが。
林：そんなんまだまだや。
小：曲が溜まったら。
林：まだいらんわ。こないだ録ったとこや。とりあえ
ず1枚目が浸透してからやろ、ある程度。1000枚刷っ
たし。
　　皆さんの中で　　皆さんの中で　　皆さんの中で　　皆さんの中で　　皆さんの中でGOATSGOATSGOATSGOATSGOATSっていうバンドの存在っていうバンドの存在っていうバンドの存在っていうバンドの存在っていうバンドの存在
は、は、は、は、は、生活の中でどういう位置を占めていますか。生活の中でどういう位置を占めていますか。生活の中でどういう位置を占めていますか。生活の中でどういう位置を占めていますか。生活の中でどういう位置を占めていますか。
林：難しいなぁ…
小：俺は結構メイン。みんなはちゃうやろけど。
野：何やそれは！
林：わしもメインやで。
野：俺もメインや。
林：当たり前や。
野：バリバリやん。
小：練習参加率が…（笑）
野：久々に弾いて腕が痛あなった（笑）。
林：それは言われへんな（笑）。いや、GOATS命やで。
小：ここ（指先）痛うなってんねん、練習終わった後
で「あ痛たぁ～」って（笑）。
野：「何で痛いんや」って「久し振りに弾いたし」とか
な。
林：（笑）痛うなるやろ？（と古平氏に振ると「うん、
皮めっちゃベロベロに剥ける」）水脹れになるやろ？

（古平氏「なるなるなる」）
野：うっそやん。（太一氏も「皮がベリベリ剥がれて
くる」）
林：結構これちょっと弾かんかったら皮薄うなってき
よるで。
野：一週間位で？（古平氏「いやそんなでもないけど」）
林：2日位で柔らこうなってきよるで。
小：嘘や（笑）。
　　　　　　　　　　GOATSGOATSGOATSGOATSGOATSは練習してないとは練習してないとは練習してないとは練習してないとは練習してないと（（（（（笑笑笑笑笑）））））。。。。。
野：いやしてる。
小：みんなは結構真剣に。
野：真剣も良いとこよ。
小：個人では真剣。
林：わしは1日ベース無くしては寝れないゆう感じ。

NOGUCHINOGUCHINOGUCHINOGUCHINOGUCHI

KOSAKAKOSAKAKOSAKAKOSAKAKOSAKA

ハクション大魔王ハクション大魔王ハクション大魔王ハクション大魔王ハクション大魔王

カチッとしたやつカチッとしたやつカチッとしたやつカチッとしたやつカチッとしたやつ

ちゃらけたやつちゃらけたやつちゃらけたやつちゃらけたやつちゃらけたやつ
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野：難しい話されたら「知らん」とは言えへんし、「ああ、そうです
ねぇ～」って（笑）。（後になって）「何や今のは！」って。
鶴：バンドの話でもそうやろ。マニアックなバンド名出ても全然わからへ
んし。
林：あかんなぁ。
鶴：全てにおいて「無知」なんやな。
林：まぁ「プレハブ」の事なら任せて欲しいな。（笑）
野：まぁ「パチンコ」の事やったら任せろゆう感じやな。
　　じゃあ　　じゃあ　　じゃあ　　じゃあ　　じゃあ「「「「「音音音音音」」」」」に対してはあんまり執着みたいなのはないんですに対してはあんまり執着みたいなのはないんですに対してはあんまり執着みたいなのはないんですに対してはあんまり執着みたいなのはないんですに対してはあんまり執着みたいなのはないんです
か。か。か。か。か。
林：いや、出る音に対してはあんのやけど、機材に関しては…
小：何を使えばどうとか、何ワットならどうや、とかそういう数字とかは
全然。
　　今日の音も小坂さんと野口さんの音全然違ってましたよね。　　今日の音も小坂さんと野口さんの音全然違ってましたよね。　　今日の音も小坂さんと野口さんの音全然違ってましたよね。　　今日の音も小坂さんと野口さんの音全然違ってましたよね。　　今日の音も小坂さんと野口さんの音全然違ってましたよね。
野：今日はDEFILEDのスピーカを借りて。で、前の東京でやった時と音
が違う。いつもは音質違うなぁ。
小：違う。近づけようとしてんのやけど。個人的な「したい音」に。
野：バラバラやねん、だからやりたい事が。
鶴：っていう事は解散？（笑）
小：まだまだ大丈夫やろ。
林：ええ思い出？（笑）

　　どっちかっていうと小坂さんがゴーっ　　どっちかっていうと小坂さんがゴーっ　　どっちかっていうと小坂さんがゴーっ　　どっちかっていうと小坂さんがゴーっ　　どっちかっていうと小坂さんがゴーっ
て感じで野口さんがバリバリって感じで。て感じで野口さんがバリバリって感じで。て感じで野口さんがバリバリって感じで。て感じで野口さんがバリバリって感じで。て感じで野口さんがバリバリって感じで。
林：小坂が低音出て、ノグが中高音。
野：中音をカットしても出てしまいよる。
林：要するにええ機材買え！ゆう事やな。
小：機材には無頓着やからな。
野：今使ってるやつでもそんな使い込んでな
いっていうので…よう解らんのやな、使い方が。
林：（笑）使い方が解らないって何年やってんね
んお前。シロウトやで。…もうちょっとオタク
にならんとアカンなぁ。まぁ基本的にライブが
楽しければええ。
小：パンク的なノリがあるな。ラフな機材で。
　　じゃあ最後ですけど、　　じゃあ最後ですけど、　　じゃあ最後ですけど、　　じゃあ最後ですけど、　　じゃあ最後ですけど、ファンに何かあファンに何かあファンに何かあファンに何かあファンに何かあ
れば。れば。れば。れば。れば。
林：ファンって、ファンいるの？全国に3人…

（笑）
小：50以下位はいるんちゃう。

林：何言お…
小：こういう曲で「エエ」と気付いたんは結構君はセンスいいよ。見込み
アリ。次からまた期待して欲しいわな。まだまだ30％しか出し切ってへ
んから。
林：そんなんアカンやん、CD出たのに30％なんて、全然やる気ないCD
や（笑）。ライブで暴れてください。そして…心より「いい思い出」にし
て下さい。
野：愛を込めて。
林：愛を込めて…FROM滋賀。
野：やっぱ気に入ってくれると嬉しいし、多分より複雑になる曲も出てく
るやろ、と。多分それもあなたは気に入るでしょう。
鶴：…あらたまるとないなぁ…GOATS…GOATS…GOATSいいぞお！

（一同爆笑、特に後ろの2人）
小：とにかく聴きなさいと。■

このインタビューはライブ終了後に収録されたもので、片付けの音やら外
野の声とかもあってインタビューだけに集中できなかったのか、とっても
フランクなインタビューになってしまったという印象があります。ステー
ジ上のシリアスな面もGOATSだし、これもGOATSなのです。この後に
集合写真を撮らせてもらったのですが、何とカメラのレンズが壊れてし
まっていたのでピンボケちゃって全然ダメでした。すいません。とにか
く、スラッシュやデスに抵抗がなくて、まだGOATSを聴いたことがない
読者は是非CDを聴いてみてください。絶対に損はさせないハズです。

c/oc / oc / oc / oc / o　　　　　　　　　　GOATSGOATSGOATSGOATSGOATS　／　小坂　宏樹　／　小坂　宏樹　／　小坂　宏樹　／　小坂　宏樹　／　小坂　宏樹
〒〒〒〒〒 520-21520-21520-21520-21520-21　滋賀県大津市大江　滋賀県大津市大江　滋賀県大津市大江　滋賀県大津市大江　滋賀県大津市大江4-11-144-11-144-11-144-11-144-11-14

鶴：（大受け）よう言うわ。
林：弦は変えんけどベースは好き。
野：練習嫌いやもんなぁうちら。
林：でもまぁ、まぁ何があっても第一は第一やけどな。気持ちの中では
100％や。
野：でも練習とかって昔の方がやってたよなぁ。
林：毎日やもん。
鶴：あの頃は尋常じゃないやろ。毎日やってた。
野：そう。もう家帰ったら弾いて。
林：集合して。あっノグは予備校時代か。
野：その前にようやっとったんや、家で。ドラムを小坂の家に録りに行っ
て、でギターを2本被せてベース被せてヴォーカル入れて、俺一人でやっ
てたんや。…あれカッコ良かったなぁ。
林：（笑）嘘やぁ。
小：METALLICAのコピーを一人で、各パート全部入れて。
野：ドラムが凄いねんなぁ（笑）。
小：ツーバスや（笑）。
林：そんな個人的な話はどうでもええねん（笑）。どれ位GOATSに思い
入れがあるかや。
小：みんな強いよなぁ。
野：みんな一番は一番やなぁ。
林：鶴キンもしゃべっておいた方がええんちゃ
う？
鶴：GOATSなぁ…長いなぁ。
林：確かに長いなぁ、4年半や。
野：鶴キンの場合は、最初METALLICAのコ
ピーやってて、んで抜けるとか言ってたんだよ
な。
小：スラッシュは嫌いとか言うて。
野：んで何や、知らんうちに。（笑）
鶴：俺今でも激しいの嫌やもん（笑）。まぁどっ
ちかって言うと、Jポップっちゅうんかな、そ
ういうのに…。
野：叩くのもか！聴くのやろ！
鶴：叩くのも…（笑）。
林：Jポップかい！
小：…たまにはええかな。
鶴：まぁGOATSはサブかな。メインは  Jポッ
プ。（笑）
林：…まぁ、みんなやる気あるっちゅう事で。
　　今後　　今後　　今後　　今後　　今後GOATSGOATSGOATSGOATSGOATSをどういうバンドにしていきたいですか。をどういうバンドにしていきたいですか。をどういうバンドにしていきたいですか。をどういうバンドにしていきたいですか。をどういうバンドにしていきたいですか。
野：結構難しいなぁ。
小：ん～、結構有名やと気持ちええかな。
林：ああ、気持ちはええなぁ。
小：「あっGOATSの人！！」って、そんな感じで。「えっGOATSと出来
るの！！」って言って貰えるぐらい。
林：音は今のままゆうか、変な感じで続けつつ。
野：更に変な感じで。
林：更にマニアックに、変態に、ロリポップに（笑）突き詰めたいな、と。
まぁ小坂はロリ…
野：うん、俺もそうなんよ。
　　それでは最後になりますが…　　それでは最後になりますが…　　それでは最後になりますが…　　それでは最後になりますが…　　それでは最後になりますが…
小：えっもう最後？もっとちゃんと…
野：「もうこいつらはアカンわ」っちゅうか（笑）。
小：サウンドの事を…
林：サウンドの事を紹介せんとな。

（後ろから太一氏「俺使用機材とか聞きたいなぁ」）
　　使用機材ですか…。　　使用機材ですか…。　　使用機材ですか…。　　使用機材ですか…。　　使用機材ですか…。

（続けて「そういう事って誰も聞いてくれないじゃん」）
野：聞かれても分からへんで俺ら（笑）。
小：メーカー位しかわからんで、電気系統の。

（後ろの2人「電気系統」という言葉にウケてる）
林：詳しいないなぁ。
小：「8Ω差すんですか？」って聞かれても「多分…」って感じ。何で8
Ωなのかっていうのが全然わかってない。

1st CD「BREATHE」　ECRIPSE RECORD：ECR-03
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HIDDENHIDDENHIDDENHIDDENHIDDENののののの
丹羽英彰氏丹羽英彰氏丹羽英彰氏丹羽英彰氏丹羽英彰氏
脱脱脱脱脱退退退退退ののののの件件件件件ににににに
つつつつついいいいいててててて
激激激激激辛辛辛辛辛ななななな見見見見見解解解解解
ををををを述述述述述べべべべべさささささせせせせせ
ててててていいいいいたたたたただだだだだききききき
ままままますすすすす。。。。。

（文責：すぎ /KABBALA編集人）

AGGRESSORさんから届いた手紙の中に、どうもゴッキーらしき絵が書
いてあったので「ああ好きなのかなぁ」と思っていたら新デモではこん
なに大胆に使っていました。ゴッキーももうすぐラストを迎えますが
GORLDEN LUCKYは史上最強の理不尽漫画だと思います。「だから何
だ！」…別に何でもないです。

　HIDDENからヴォーカルの丹羽英彰氏が脱退
した。脱退ではなく「解雇」であるという噂も
あるが、そんな事はどうでもいい。ショック
だった。私はある人からの電話によってこの事
を知ったのだが、私は「嘘だぁ～！！！」と口
では言ってみたものの次に続く言葉を見失って
しまった。そりゃそうだ。約1カ月前に電話で
インタビューした丹羽氏が、である。その電話
の主は、そうなってしまったまでのいきさつみ
たいなものまで教えてくれたのだが、真偽の程
はともかくとして私はここで真相について触れ
るつもりはないし、言う必要もない。ハッキリ
言おう。これはファンに対する「裏切り」であ
る、と。ここまで断言してしまうのは言い過ぎ
だとか暴言だとか見る向きもあるだろうし、関
係諸氏は明らかに不服であるだろう。「お前に
何が分かるんだ！」と激怒されるかもしれな
い。でも私はそれに対してこう答えたい。「じゃ
あ今まで応援してきて、メジャーデビューする
事を喜んで、発売される日をいつかいつかと楽
しみに待っていたファンは一体何なのか。単に
踊らされただけだったんですか。」
　今までもHIDDENはメンバーチェンジをし
てきた。それはバンドとして本当によくある光
景であり、それについて今の私のように目くじ
らを立てる人なんていなかった（この件につい
てもそういう人はいないけど）。ドラマーや
ベーシストも確かにバンドのメンバーとして5
分の1の責任を持っているわけだから、ヴォー
カリストにしても同じ「単なる」5分の1と考
えれば、何の事はないよくあるメンバーチェン
ジに過ぎないだろう。でも個人的にHIDDENの
ヴォーカルに限ってはそう捉える事は出来ない
のだ。よく「ヴォーカルはバンドの顔である」
と言われる。ファンの一人としてHIDDENが生
み出す曲が好きだったしHIDDENのヴォーカ
ルが好きだった私にとって、HIDDENの楽曲と
丹羽氏のヴォーカルは切っても切り離せない関
係であり、ヴォーカルはバンドの顔であるとす
るならば、これ程の顔はなかなかないと思って
いた。だからこそ、だからこそ、私はこう思う。
「丹羽氏がヴォーカルじゃない HIDDEN は
HIDDENではない。」
　残った4人は新しいヴォーカルを加えて改め
て活動していきたい意向のようであるが、それ
ならば今までの楽曲を継承する、しないという

話を置いといて、願わくばHIDDENというバン
ド名を改名して欲しい。これはあくまで個人的
な意見であるので多くの意見を代表するもので
はないが、私自身は丹羽氏が抜けたことによっ
てHIDDENは一度終わったと思っている。だか
らこそ新たな気持ちでバンド活動を続けていっ
て欲しいから、HIDDENというバンド名を改名
して欲しい。またスタートラインから始めて欲
しい。
　正直HIDDENにはかなり期待していた。単に
メジャーである事に浮かれているのではなく、
HIDDENならこの閉塞し息詰まったシーンの現
状を打破してくれるかもしれない、という多く
の関係者がとうの昔に捨て去ってしまった儚い
夢を現実ものもとしてくれるかもしれないとい
う希望を抱かせてくれたから、その夢に応えて
くれるだけの意気込みと気迫を感じていたか
ら、ファンの一人として後押ししていたのに
…。メジャーなる存在は不安定であったり不確
定なものを一番嫌うと聞いたことがある。それ
を考えるとHIDDENのCDはお蔵入りとなる可
能性は高い。あくまで勝手な想像だが99％テイ
チクからは出ないと思われる。シーンを変えた
かもしれない一枚がこんな数奇な運命を辿るこ
とになろうとは一体誰が予想しただろうか。
　ここまでぐだぐだと主観的な感情だけで思い
の丈をぶちまけてきたが、実はこの件に関し
て、丹羽氏、桑原氏の双方共何の連絡をとって
いない。それを無責任と言うならそれでも構わ
ない。ファンとしては裏の真実なんてどうだっ
ていいことで、要は表面に見える結果がどうな
のかという事が全てなのだから。両当事者の意
見は一言も聞いていないのだから、どちらかに
偏った見解はないはずである。もう一度最後に
断っておくが、これはあくまで私の個人的な見
解であり、そういう事である。これが全ファン
を代表する意見だなんてほんの一欠片も思って
いない。だからこれを読んで、もし反論なり意
見があったら、どうか教えて欲しい。当然これ
とは180゜異なる意見もあるはずである。
　これはあくまでも噂だが、春には丹羽氏が
HIDDENに復帰するという噂が一部で流れてい
る。もしそれが現実となった暁には、その事実
を私は素直に喜べるのだろうか。
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●●●●●CASBAH5/12CASBAH5/12CASBAH5/12CASBAH5/12CASBAH5/12ララララライイイイイブブブブブ決決決決決定定定定定
昨年の4月以来ライブ活動を行っていなかった
CASBAH であるが、ドラマーチェンジ後（元
VANGUARDの小林氏）としては初のライブが
決定した。5月12日（日）新宿アンティノック
で、対バンはBEDLAM、SABBAZ、ガムテジの
計 4 バンドで行われる予定（ちなみにこれは
SABBAZ企画だ）。また、これ以後のCASBAH
のライブは今の所未定のようです。ところで
CASBAHは4月現在レコーディング作業に突入
しているハズ。これはライブではお馴染の

“Colors”を含む新曲6曲を収録した音源を制作
する為で、これがテープという形で発表される
か、CDになるかは「出来次第」といった所らし
い。全体的には94年のデモの延長線上にある
ようで、90年型CASABAHのファンは期待して
待つべし。夏頃にはリリースできるかも？

●●●●●SABBAT NewAlbumSABBAT NewAlbumSABBAT NewAlbumSABBAT NewAlbumSABBAT NewAlbumをををををリリリリリリリリリリーーーーーススススス
ライブの数よりリリースする音源の数の方が多
い（嘘）SABBATがとんでもないCDをリリー
スした。「THE DWELLING～ The Melody Of
Death Mask～」と名付けられたこのアルバムは
何と1曲しか入ってないのだが59分 50秒もあ
るんですねぇ。しかも日本盤だけの特典として
ボーナス・パートが加えられている（つなぎと
してはどこがボーナスだか判らない位見事な展
開でした）。ボーナス・パートっていうのが凄い
ですね。「1曲」という事へのこだわりを感じさ
せてくれます。ディスクユニオン、デイスクヘ
ヴン各店にて絶賛発売中。ちなみに一部で
SABBATイタリアツアーの噂がたっていますが
これは嘘。「やれたらいいね程度の話で具体的
な話は何一つ出ていない」状態なのだそうだ。
でもいつか実現させて欲しいと思います。

●●●●●RAGING FURYRAGING FURYRAGING FURYRAGING FURYRAGING FURY　　　　　5/15/15/15/15/1菊野脱退菊野脱退菊野脱退菊野脱退菊野脱退
昨年12月27日のライブで見事に復活、新作デ
モも好評なRAIGING FURYだが、何と5月1日

（水）難波ロケッツのライブをもってドラマー
の菊ちゃんこと菊野氏の脱退が決定していると
の情報が入ってきた。これからという時だけに
残念だが、一刻もはやくRAGING FURYが健康
体で活動できるようになる事を願うばかりだ。

●●●●●VIGILANTEVIGILANTEVIGILANTEVIGILANTEVIGILANTE新新新新新ベベベベベーーーーーシシシシシススススストトトトト決決決決決定定定定定
昨年末以来ベース、ドラムの脱退が相次ぎファ
ンの気を揉ませたVIGILANTEに、ベーシスト
として海野（うんの）氏の加入が正式に決定し
た。既に2/17 のライブでは早くもお披露目が
済んでいるが、残るドラマーももうすぐ正式決
定か？発表が待たれる所だ。

●●●●●大大大大大雪雪雪雪雪がががががメメメメメタタタタタルルルルルバババババンンンンンドドドドドををををを直直直直直撃撃撃撃撃
この冬に猛威をふるった大雪が各地でメタルバ
ンドを直撃している。去る12月26日に横浜で
行われたライブに参加予定だった大阪の
SUBCONSCIOUS TERRORが大雪のため来れな
かったので「大丈夫かなぁ」という思いを抱き
つつも翌27日のライブが大阪であるTERROR
SQUADとCEMMENTは機材車を大阪へ向けて
走らせた。しかしやっぱりハマってしまい27
日夕方の時点でまだ名古屋という有り様。ここ

でCEMMENTは高速を下りて新幹線で大阪へ
と向かい本当に、本当にギリギリで間に合うと
いうウルトラCをやってのけたのだった。勿論
リハもなし、ぶっつけ本番のトリだったそう
だ。また 2 月 1 8 日のライブでは広島の
AGGRESSORがハマってしまい、残念ながらラ
イブには間に合わなかったものの深夜に到着し
て打ち上げには参加したそうな。また
AGGERESSORはこの日発売予定だった新テー
プをヘヴン等にしっかり卸して帰ったそうな。
とにかく災難な大雪だったようだ。

●●●●●TERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUADののののの新新新新新曲曲曲曲曲ははははは？？？？？
曲作りの遅さでは定評のある（？）TERROR
SQUADだが、幾つかライブが決定している。特
に大阪は約２年振りとなるので大阪のスラッ
シャーは必見だ。
4月21日（日）目黒ライブステーション（with
CEMMENT、BEDLAM、DEFILED、DISGUST）
5月1日（水）大阪難波ロケッツ（with RAGING
FURY、NEGAROBO）
5月2日（木）目黒ライブステーション（with
NEGAROBO、UBI-GUN、DESPERATE
CORRUPTION）
6月29日（土）目黒ライブステーション（with
CEMMENT、パワーメタル系の数バンド）
今新曲2曲を猛リハーサル中の彼らだが、「自分
達が納得のいく形じゃないと演りたくない」と
いう事でもう少し時間がかかる模様。

●●●●●北北北北北海海海海海道道道道道＆＆＆＆＆東東東東東北北北北北ふふふふふらららららっっっっっしししししゅゅゅゅゅ
1：「メタルに疲れた」とSILVER BACKを脱退
した村野氏は、しばらくはメタルの世界から離
れた所で活動していきたい模様。残念である。
2：NEGAROBOのギターとドラムが5/2目黒ラ
イブステーションのライブをもって脱退する事
となった。後任はいずれも決定している模様。
東京のファンは駆けつけろ！
3：FATIMA HILLにヴォーカルのYUKO嬢が
戻ってきたという情報が入ってきた。
4：仙台のデスメタルバンドDISTRESSは現在
活動を休止しているらしい。復活するのかこの
ままなのかはちょっと不明。
5：盛岡で活動している5バンドを集結したオム
ニバス・テープ「SHOCK OUT NOW」を聴いて
みたいという人は送料込みの500円を下記住所
まで。〒020岩手県岩手郡滝沢村大崎94-70-101
　BACK FLIP迄。THEFT、ROSALIND他が収
録されている。

●●●●●東東東東東京京京京京ふふふふふらららららっっっっっしししししゅゅゅゅゅ
1：今号でインタビューに応じてくれたSTONE
EDGEは、何とBEDLAMに続いてプレイヤー誌
のインタビューを受けた。これは CD 並びに
11/30のライブが評価されてのものであるよう
だが、いつ載るのかは不明。多分6月号辺りで
はないかと思う。ファン必読。
2 ：東京を代表するパワーメタルバンド
GUARDIAN'S NAILは新しい音源の制作に取り
かかっている。上手くいけばCDになる可能性
もあるようだ。
3：横浜のBLASDEADが大阪のLARD REC.か
らフルCDをリリースするという噂がある。詳

　　　　　ちちちちちょょょょょっっっっっとととととだだだだだけけけけけにににににゅゅゅゅゅーーーーーすすすすす 細は現時点では不明。
4：マニアを唸らせたピュアメタルファンに贈
る入魂の一撃AETURNUS誌のVol.0は定価500
円で絶賛発売中です。問い合わせは、〒152目
黒区鷹番3-6-8　田中楽器内AETURNUS芹沢ま
で。ちなみに内容は GRAVE  D I GGER、
NEVERMORE、TARROT等。
5：群馬の江原氏が「TOTAL CARNAGE」とい
うフリーペーパーを発行している。読んでみた
いという人は80円切手を同封の上、〒373群馬
県太田市宝町207　江原　利郎　迄。

●●●●●名名名名名古古古古古屋屋屋屋屋＆＆＆＆＆東東東東東海海海海海ふふふふふらららららっっっっっしししししゅゅゅゅゅ
1：元DUSTBINの加藤は群馬から浜松へと里帰
りをしたのを機に、浜松でスラッシュバンドを
結成すべく動いている。加藤はベースをマイク
に持ち変えて心機一転頑張るようです。静岡の
シーンを活性化してくれる事を願っています。
2：BEDLAM人気がうなぎ登り。これも地道な
営業活動の成果ということで4/19（金）難波ロ
ケッツ、4/21（日）目黒ライブステーション、5/
12（日）新宿アンティノック、5/31（金）難波
ロケッツのライブが決定しています。
3：名古屋のDISGUST と埼玉のDESPERATE
CORRUPTION がスプリットEP をリリースす
る。DISGUSTは 3曲を、D. CORRUPTIONは 2
曲を提供する予定。限定800枚で5月か6月に
は発売される見通し。
4：色々とメンバーチェンジで苦労したVOIDD
の 2ndCD のリリースが決定した。「TEXAS
CHAINSAW」と名づけられたこのアルバムは
全12曲入りとなる模様。発売記念GIGは 4月
27 日（土）名古屋ミュージックファームにて
DISPLACED PERSON等をゲストに行われる。

●●●●●大大大大大阪阪阪阪阪ふふふふふらららららっっっっっしししししゅゅゅゅゅ（（（（（by HM/HR Laboratoryby HM/HR Laboratoryby HM/HR Laboratoryby HM/HR Laboratoryby HM/HR Laboratory）））））

1：元BRAINの小野大介（G）がSPICEという
4 人組で1 月 26 日難波ロケッツでデビューを
飾った。一年振りである。音の方はBRAINを継
承しているとか。
2：CRYSTAL CLEARのギター、島はどうやら
上京し、既に解散したZENITHのヴォーカル、
キーボード、ドラムと合体するようだ。詳細は
不明。
3：昨年末大阪はミナミのアメリカ村で「ROCK
ROCK」という喫茶がオープンした。金曜はあ
の和田誠氏がDJ。当然CD、LPの持ち込みO.K。
ライブ後のたまり場になりそう。

●●●●●中中中中中国国国国国＆＆＆＆＆九九九九九州州州州州ふふふふふらららららっっっっっしししししゅゅゅゅゅ
1：広島のDISASTERは解散した模様。これで
中国地方で活動しているスラッシュバンドは殆
どAGGRESSORだけの状態となってしまった。
2：佐賀のコミック・ボーズ・メタルSPERM
BANKは大幅なメンバーチェンジがあったよう
だが元気に活動を続けているらしい。その
SPERM BANK の助川氏が佐賀 GEILS で

「POSITIVE GROWTH」という企画を行ってい
く事になった。記念すべき第1回はCEMMENT
とTERROR FECTORを呼んでDEROGATE（佐
賀）、SM SNIPER（長崎）の計5バンドで4月17
日（水）に行われる。また第2回は 5 月 11日

（土）に名古屋のVOIDDを呼んで行われる。そ
んな助川氏は対バンを募集している。佐賀でや
りたい人集まれ！〒840佐賀市本庄町本庄961-
7-122　助川　徳郎　TEL 0952-26-4384（内線
118）迄　
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　この名前を初めて聞く人も多いと思う。仙台
の4人組である。まず初めに断言しておくが、
これはイイ！！是非このRABIDLY DOGSの名
を頭の片隅に留めておいて欲しい。結成は4
～5年前にまで遡り、HR系のバンドとして活動
していたようだが、何度かのメンバーチェン
ジにより音楽性も今のようなスラッシュの方向
性になったらしい（現在ではオリジナルメン
バーはいないと聞く）。全体的な印象としては
ベイエリア系の音にミクスチャー系グランジ
やデスメタルの味が加わったかのようで、し
かしあくまで勢いと気持ちよい流れ方は正し
く土台はメタルだと言える。特にこのバンドで
耳を魅きつけられるのはオリジナリティ溢れる
Voの声であると思う。このVoは本当に耳に残
り、バンドの顔たりうるものとして相応しいもの
を持っている。久し振りに声とヴォーカル・ライ
ンが印象的なバンドに出会ったと思う。そう
いった意味でも曲の一つ一つに違った表情
があり、フルアルバムを聴きたくなるような気に
させてくれた。仙台で孤軍奮闘する
RABIDLY DOGS、今後はデス色を強めてい
きたいとの事だが、私個人としてはこのままの
姿勢で突っ走っていって欲しい。仙台だろう
がどこだろうがカッコイイものはカッコイイとい
う事を改めて認識させてくれた一本。
4曲入り。無料配布。（すぎ）

　これやがな。最近忘れとった感動は。いい
ねぇ。やっぱり博多のバンドや。ギター2人に
B、Dr、Voの5人編成のこれぞHEAVY &
POWER METALというサウンド。最近ではた
まにアメリカのバンドがヨーロッパのイン
ディーズ・レーベルからデビューしてるぐらい
やが、これだけストレートに男らしいサウンド
を演られると稀少価値やわ。なんで首都圏や
関西からはこの手のバンドが出てこうへんの
やろ。これが基本やね。80年代のHMヤンケと
言われればそれまでやけどあの独国臭もな
く、安心して一気に聴ける。彼らのレコードラッ
ク覗きたくなるわなぁ。あっ、そやそや、これは
アルティメート・ネットワークのジェフにすぐ教
えなあかんわ。誰にも教えんでふたりでこっそ
り楽しもな。ジェフ。　（金田）

　博多のパワーメタルバンドです。最所＆金
田氏の大阪マニアックス・コンビが絶賛する
ので興味を持ったのですが、いかんせん問
合わせ先がわからない。どうしようと思ってた
ら某氏（敢えて名前は伏せます）からテープを
頂戴しまして、期待に心踊らせてテープを回
しましたところ、これが噂にたがわぬ良品で
体も踊ってしまいました。臭すぎるくらいに臭
くてコテコテかも知れないですが、とにかく鋼
鉄！頭振るにはもってこいの音だと言えます。
ドラマの影響か最近ピュアという言葉が流
行っていますが、このバンドはピュア・パワー
メタルです。この純粋さには心洗われる思い
がするといったら言い過ぎでしょうか？時代遅
れだと言われようが、私はこの音を断固支持
したいと思います。　（すぎ）

AUGUSAUGUSAUGUSAUGUSAUGUS
SATAN'S WARSATAN'S WARSATAN'S WARSATAN'S WARSATAN'S WAR
LORDLORDLORDLORDLORD

　2月にレコーディングを終えたばかりの
CEMMENTから早速テープが送られてきた
ので紹介したいと思います（これが発表され
ている頃にはもう店頭に並んでいるかも…）。
全17曲とかなり気合いの入った内容で、既に
ライブでお馴染の曲も何曲か収録されていま
すが、これがまたレコーディングという作業を
通して新たな息吹が吹き込まれたかのように
荒 し々くかつ繊細でとにかく素晴らしい！各
パートが一体となって荒れ狂う轟音の渦の隙
間から見え隠れする細部へのこだわりが何と
もイカしてます。さらに1曲1曲が濃縮されてい
て、全体としてバラエティに富んだ印象を与
えるかと思います。1stに比べてよりハードでコ
アな世界が構築されており、CEMMENTとい
うバンドの方向性がハッキリと見える好盤と
言えるでしょう。バンドとしての一体感は言う
に及ばず、見ごろ聴きごろで非常に美味しい
です。個人的に厳しい事を言えば、ドラムの
音が生っぽ過ぎるのでもっと無機的な方が

「らしい」かなぁとか思いますが、GOATSと同
じスタジオという事で音質面では十分平均点
をクリアしています。KABBALA読者なら避
けては通れないCDでしょう。お金がないなん
て言ってる場合じゃないぞ！そういや
CEMMENTの音を指してFEAR FACTORY
云 と々か言われているようですが、私は全然
気になりませんでした。今回も勿論ノイズト
ラック有り。狂乱の35分をあなたに。
17曲入り。￥2400。（すぎ）

CEMMENTCEMMENTCEMMENTCEMMENTCEMMENT
DONORDONORDONORDONORDONOR

RABIDLY DOGSRABIDLY DOGSRABIDLY DOGSRABIDLY DOGSRABIDLY DOGS
BLEED OUTBLEED OUTBLEED OUTBLEED OUTBLEED OUT

きい
てみ
た

かん
そう

　このコーナーは日本国内でリリースされた
メタルシーンの周辺で頑張っているバンドの
音源の「きいてみた感想」を紹介するコー
ナーですのでよろしく。最近テープを送ってく
れるバンドが増えてちょっと嬉しいです。送っ
ていただける場合は値段と連絡先を必ず明
記してくださいね。但し絶対に載るという保証
は出来ませんがその点はご了承下さい。

c/o　〒156　世田谷区経堂1-
18-17-101　　　太　太一

c/o　問合わせ先不明。
各ライブ会場で販売中。
6曲入り。￥1000。

1.BLOW DOWN      2.SOS
3.PTSD      4.THREATS
5.MANIPULATION WORLD
6.ICU      7.LOGOS
8.LAW      9.INFORMED CONSENT
10.folie a deux
11.HYPER AROUSE
12.INTO THE VOID
13.OVER VENTILATION
14.DOPRIVATION NEEDS
15.SYNAPSE      16.DONOR
17.RONOD

1. LIGHT AND SHADOW
2. I'M FLYING
3. MIND TO DO IT !
4. BLEED OUT

1. INTRO
2. SHOOTING TO THE VIELD SKY
3. DYNAMITE FROM HELL
4. SATAN'S WARLORD
5. BRAIN SWORD WARRIOR
6. SOLDIER'S IN TIME

今今今今今月月月月月ののののの一一一一一押押押押押ししししし

c/o　〒983　仙台市青葉区中
江1-4-23しん荘5号
‘Die’SUKE  TAG
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　恐らくACCEPTの曲名からバンド名を採っ
たと思われる東京の4人組のデモ。何故そう
思ったのかと言うと、音楽の方向性がジャー
マン・メタルからの影響を強く感じさせるから
である。タイトル曲は初期HELLOWEENを思
わせる、いかにもジャーマン・メタルといった
感じの曲ではあるが、心地良い疾走感としっ
かりとした力強さがメロディアスな展開と上手
くマッチした佳曲で、ライブでもハイライトにな
りそうな曲である。B面の曲はNWOBHM調の
ミドルテンポの曲だが、タイトル曲に彼らの魅
力が凝縮されていると考えたい。あとはこれ
に独自の存在感と男臭さが前面に出せるよう
になれば、もっと大きくなれると思う。BRAVE
BOMBERあたりが好きだった人には要チェッ
クの存在だ。2曲入り。要問い合わせ。（多田）

　期待させるだけさせといて勝手に無期限
活動停止にしてしまった（笑）CHOPの音源。
5曲が英詞で4曲が日本詞であるが、このバ
ンドの魅力は日本詞の方で強く表れていると
思う。というのも歌詞の世界に入って笑うこと
が出来るからだ。ヒップホップなノリがベース
ではあるが、グラインドからレゲエまでありと
あらゆる音材が使われていてそういった意味
では非常に無国籍なサウンドと言えよう。また
どうしても見え隠れしてしまう関西風味がい
いダシとなっている。同じ事を関東の人が
やってもこうはいかない。シークエンスもかな
り使い慣れてきたようでフル回転している。
mc.ATもまっ青のノリの良さ！なんちゃって。是
非復活して欲しい。　9曲入り。￥500。（すぎ）

c/o　〒572　大阪府寝屋川市
平池町25-2-102号　　
林　徳雄

CHOPCHOPCHOPCHOPCHOP
LET'S ENJOYLET'S ENJOYLET'S ENJOYLET'S ENJOYLET'S ENJOY
PRESENT TIME !PRESENT TIME !PRESENT TIME !PRESENT TIME !PRESENT TIME !

BEDLAMBEDLAMBEDLAMBEDLAMBEDLAM
BARE YOUR SOULBARE YOUR SOULBARE YOUR SOULBARE YOUR SOULBARE YOUR SOUL
c/o　〒457　名古屋市南区三
吉町1-92-1-111　　OVER
FLOWING RECORDS

c/o　9-2-20, Okudo,
 Katsushika-ku, Tokyo 〒118?
YASUHIRO KAWAGUCHI

AIMING HIGHAIMING HIGHAIMING HIGHAIMING HIGHAIMING HIGH
UNDER MY FLAGUNDER MY FLAGUNDER MY FLAGUNDER MY FLAGUNDER MY FLAG

　名古屋一の元気者BEDLAMの2ndデモで
ある。今や飛ぶ鳥を落とす勢いと言えなくもな
い活躍ぶりで外野の目に触れる機会も自然
と多くなってきた彼らだが、果たしてこのデモ
はそういった目を魅きつけるだけの作品に仕
上がっていると言えよう。思わず体を揺らして
しまう切れ味の鋭さは諸先輩方の域に近づき
つつあるし、自分達のスタイルを確立しつつ
あるので諸先輩方の影は希薄になりつつあ
る。特にリズムに今後のBEDLAMの方向性を
感じる（“Blood”なんかは単純に気持ち良
い）。安定感と攻撃性を両立させ持続させて
いく事が今後の課題かも。KUMA氏のVoは

“Eat”のようなレイジな曲が一番ハマッている
と思う。ナゴヤン・メタルここに在り！
6曲入り。￥300。（すぎ）
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　元EBONY EYESのG、金谷幸久氏のソロ
アルバム。参加しているミュージシャン（元
TERRA ROSAとかWOLFだもの…）の豪華さ
にびっくり仰天して、迷わずレジへと直行して
しまったが、このメンツに「おっ」と思った人は
買っても損は無い作品である。日本人のこの
手の作品では久し振りにワクワクしながら聴
きまくりで興奮は今だ醒めず…。これだけのメ
ンツが勢揃いして繰り広げられる様式美の饗
宴は、正に王道を突き進んでいくかのように
堂 と々したものになっている。ソロによくあるテ
クによるマスターベーションは全くなく、「主役
は自分」を主張しながらも曲を活かしている
のでかなりイケます。この辺のメンバーが集
まって一つのバンドとして動いてくれるといい
んだけどなぁ…。やっぱり、これは夢物語でし
かないのでしょうか。
10曲入り。￥2800。（多田）

THIRD STAGE RECORDS　　
品番TSR-003G

金谷　幸久金谷　幸久金谷　幸久金谷　幸久金谷　幸久
EAU ROUGEEAU ROUGEEAU ROUGEEAU ROUGEEAU ROUGE

　ガムテジが早くも2ndデモを引っ提げて
帰ってきた。ライブでは既にお馴染の曲も当
然収録されており、全体として前作に比べて
ヴァラエティに富んだ印象を受けた。代表曲
となるであろう“Elvis On Stage”のような曲を聴
いてるとついハノイロックスをハードコアにし
たような…とか思ってしまうのだが、そういっ
た曲が活きるバンドがガムテジであるのも事
実である。メタル臭はあまりなく、R&R的なノリ
というか、何ともいえない軽さがあってそれが
ガムテジらしさにつながっているのだと思う。
ライブ告知の紙に書いてあったんだけど「マ
ンコの前に娯楽なし、マンコの前に苦悩なし」
とはいかにも岡野さんらしい。思わず笑った。
6曲入り。￥300。（すぎ）

c/o　〒276　千葉県八千代市
大和田980-21ハイツサンパーク
岡野　秀之

ガガガガガムムムムムテテテテテジジジジジ
歌歌歌歌歌ととととと踊踊踊踊踊りりりりりがががががギギギギギッッッッッシシシシシリリリリリつつつつつ
まままままっっっっったたたたたリリリリリズズズズズムムムムムののののの爆爆爆爆爆弾弾弾弾弾!!! !! !! !! !

　元THE COOL BEAUTYのGENOA組
（G&VoとB）の2人によるバンド。日本語による
パンキッシュなR&Rとも言うべき音楽的方向
性に変わりはない。だが、大人の激シブバンク
ともいえる前の路線と比べると、このメンバー
から予想出来そうなハードコアに近いノリが
強くなり、何か先祖返りをしたかのような勢い
が前面に出ている。ジャック・ダニエル片手に
バイクを乗り回すバイカーといった雰囲気にも
近く、矢沢永吉よりもMOTOR HEADという人
にはおすすめ（よくわからんが…）。今頃
GENOAを想像する人はいないとは思うが、
冨田氏の言葉をぶつける様に投げかけるVo
はいつ聴いてもイカしてる。若 し々さだけでな
く、ベテランならではの貫禄も十分に感じさせ
る。　13曲入り。￥2500。（多田）

5.R.M. RECORDS　　
品番HHT-80

EAT RED MEATEAT RED MEATEAT RED MEATEAT RED MEATEAT RED MEAT
ISOLATIONISOLATIONISOLATIONISOLATIONISOLATION

　広島で孤軍奮闘しているAGGRESSORの
最新デモは全9曲とカセット・アルバムとも言え
るものとなった。CDになるという噂もあったが、
結局こういうテープという形に落ち着いた模
様。サウンドはどちらかというと米国スラッシュ
に近い印象があるが、疾走感とリフに拘った
スラッシュの血はこのAGGRESSORにも脈々
と受け継がれている。このデモは昨年の春に
リリースされたデモに収録されていた6曲の
再録が中心となっており、メンバーチェンジを
経た今のAGGRESSORの集大成となってい
る。音質的にはそれ程良くはないものの、カ
チッとした演奏にザクザクとした荒 し々さも加
わって9曲一気に通して聴かせるだけの実力
を持っているAGGRESSORなので今後の活
動が楽しみである。2月18日に観られなかっ
たのが残念でならない。　
9曲入り。￥500。（すぎ）

c/o　〒730　広島市中区富士
見町8-18-605　　
BRAIN BASTER RECORDS

AGGRESSORAGGRESSORAGGRESSORAGGRESSORAGGRESSOR
URGE TO KILLURGE TO KILLURGE TO KILLURGE TO KILLURGE TO KILL

　多分読者の誰も知らないバンドだと思う。
千葉を中心に活動しているDAZZLE（デジー
ル）のプロモ・テープである。G&Vo、B、Dr、
Ke yといった4人編成のバンドで、自称
THRASH INDUSTRIAL NOISE CORE
THREATという事からもわかるようにインダス
トリアルな味を持ったスラッシーなサウンドが
このバンドの売りなのである。ヴォーカルはデ
ス声になり切らないダミ声的で、聴いた感じ
ではよくわからないと思うが歌詞は日本語詞
も混じっている。ライブの時の出音の生録り
であるが音質はいいし、演奏もまとまってい
る。やや地味な存在だが、かばら読者にも受
け入れられる要素を秘めたバンドだと思う。
何故かヴィジュアル系とやる機会が多かった
らしく、スラッシュ系の対バンを募集中との事
なので興味を持ったバンドは左記まで。　
4曲入り。多分無料配布。（すぎ）

c/o　〒277　柏市宿連寺416-1-
501　大沢　TEL 0471-32-3267

DAZZLEDAZZLEDAZZLEDAZZLEDAZZLE
DEAD LINE DEAD LINE DEAD LINE DEAD LINE DEAD LINE ～～～～～ LIVE LIVE LIVE LIVE LIVE
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こんなところですが、前号のクイズの答えは「じらっしっく」でした。解答者も少なかったけど、今回も正解者はいませんでした。
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　フルレンスCD第2弾となる本作はデジパッ
ク仕様で何とピクチャーCDである。BLACK
METALが日本で認知される遥か前からこの
スタイルでやってきた彼らは、スタイルに囚わ
れた所謂BLACKフォロワー達とは一線を画
す存在だ。さてこのアルバムではKeyの使い
方が半端じゃなく凄まじい。生ピアノ、フルー
ト、チェンバロ…もうこれはユーロ・プログレと
言ってもおかしくない位の装飾だ（但し中身
は当然BLACKING METALですよ）。疾走す
るバンドにピアノが絡みつくような“Th e
Zombie Terror”のサビなんてマジでゾクゾク
くるものがある。拘りが拘りを産んで、世界に通
用するオリジナリティを確立した好例と言えよ
う。かなりやばいっす。
6曲入り。￥2000前後（輸入盤につき）（すぎ）

CACOPHONOUS RECORDS　
品番NIHIL 7CD

SIGHSIGHSIGHSIGHSIGH
INFIDEL ARTINFIDEL ARTINFIDEL ARTINFIDEL ARTINFIDEL ART

　佐賀の自称コミック・ボーズ・メタルSPERM
BANKの2ndデモ。ゆったりとしたグルーブ感
を基調としたサウンドでハードコアになりきら
ないパンクに近いか。オルタナ／グランジ系
と呼べるかもしれない。歌は日本語で、ヌン
チャクやガーリックのような頭の悪い歌詞が
チープで好きだ。“Mr. M”はありがちだが

“636”等他の曲の視点は面白いと思う。ただ、
歌詞が歌詞だけに全体としてもっとはじけて
欲しい。こいつらバカじゃねーか？と思わせる
くらいに破天荒にブチ切れた方が活きてくる
と思うのだが。何か今バンドが大変な事に
なってるようだが、演奏はともかく気迫だけは
レベルを落とさないで頑張って欲しい。九州
は博多だけではない。　4曲入り。（すぎ）

c/o　〒840　佐賀市本庄町本庄
961-7佳寿荘122号
助川　徳郎

SPERM BANKSPERM BANKSPERM BANKSPERM BANKSPERM BANK
おおおおお、、、、、徳徳徳徳徳郎郎郎郎郎尊尊尊尊尊氏氏氏氏氏

　おうおう、うねっとる、うねっとる。ベースはビ
ンビキとっぱっとるし、Voはモーター・ヘッドし
ておるやないの。名刺代わりとしては十分に
合格点。東京は青梅市出身のGがVoを兼任
しているブルータルスラッシャー4人組、PINK
PANTHERの登場だ。国内外共に最近の若
手から出てくる音は実にこの手が多い。3バン
ドも重なったイヴェントになると正直、誰が誰
なのかよう分からんなってくる。それだけ激戦
飽和状態の中個性を光らしていくのが今後
のテーマやろか。たった3曲なのだが実にカッ
コエエ。名古屋、東京と精力的に活動してい
るようだが、どう頭ひとつ抜きに出てくるか非
常に楽しみ。ジャケットデザインか、ロゴにもう
少しこだわらなあかんわ。それ以外はTHIS
TAPE IS GOOD !　3曲入り。
無料配布（190円切手同封）。（金田）c/o　〒198　東京都青梅市

友田5-367-1　　畠中　正彦

PINK PANTHERPINK PANTHERPINK PANTHERPINK PANTHERPINK PANTHER
THIS TAPE IS SHIT !THIS TAPE IS SHIT !THIS TAPE IS SHIT !THIS TAPE IS SHIT !THIS TAPE IS SHIT !

　東京を拠点に活動している4人組パワーメ
タルバンドの多分1stデモ。ジャケ写を見ると
ちょっとばかしヴィジュアル入ってるなぁとも
受け取れるのだが、デモ全体を聴き終えた印
象としては杞憂だったと言えよう。オリエンタ
ルなムードで幕を開ける1曲目は一転して
アッサリめのパワーメタルに展開してちょっと
ガクッときたが、なかなかどうして影のあるメ
ロディとハモリの美しいコーラスが美味しい。
パワーメタル＝灼熱の炎とするとNEMESISは
青白い炎を想起させ、さしずめ陰パワーメタ
ルといったところか？幻想的という意味では3
曲目なんてプログレハードの世界に近いかも
しれない。デモとしては良く録れてる方だと思
う。まとまりの良い作品だと思う。
3曲入り。￥500。（すぎ）

c/o　連絡先不明

NEMESISNEMESISNEMESISNEMESISNEMESIS
NEMESISNEMESISNEMESISNEMESISNEMESIS

　前号で紹介したKONKの2ndデモが早くも
リリースされました。サウンドは前作で聴かれ
たZENI-GEVA的重金属ハードコア・ノイズ・
ミュージックから更に一歩踏み込んで、より一
層わけ解らない感じになっています（ベース
が抜けた事もその原因か）。攻撃的な面はそ
のままに、冒頭の“宇宙の神秘”や３曲目の

“四面楚歌”といったインスト・ナンバーは
KONK流息抜きとも呼べそうな曲で、またそ
れが変にくすぶっているようで妖しいと言えま
す。沖本嬢の絶叫がこのバンドの個性となっ
ている点も見逃せません。5曲目“わっしょい”
は1stの再録ですが、ベースがない為により無
秩序で荒 し々くなっています。カラージャケッ
トは良いのですが音質の低下（前作比）はい
ただけないです。　5曲入り。￥400。（すぎ）

MANIPULATEDMANIPULATEDMANIPULATEDMANIPULATEDMANIPULATED
SLAVESSLAVESSLAVESSLAVESSLAVES
SameSameSameSameSame

c/o  〒178  練馬区東大泉7-9-2
山口コーポ5号室
沖本　浩子

KONKKONKKONKKONKKONK
KONK IIKONK IIKONK IIKONK IIKONK II

c/o　〒562　大阪府箕面市
船場西2-12-4-208　　
蔭山　豊　　0727-28-3017

　大阪のバンドでこれが2ndデモになるそう
だ。バンド名だけ見てると何だかデス系のバ
ンドみたいだがこれが違う。スピーディなHM
を信条として、アグレッシブなVoとザクザクで
ありながらもメロディアスさを失わないG…と
書けば、オッとくる人も多いかと思う。1曲目、イ
ントロがバクハツしたかと思えば一転したりと
意表を突いた展開を続けるので面白いなぁ
と思ってたら、実はイントロと2曲目がつながっ
てたりしてた。スラッシュとパワーメタルの丁
度中間って感じだろうか。ただメロディがまだ
まだ弱いと思うので、もっと突っ込んで欲しい
所だ。あとVoももう少し「聴かせて」欲しい。同
郷のSUBCONSCIOUS TERRORと同様、磨
けば光る逸材かも知れない。
4曲入り。￥300。（すぎ）

　埼玉の若手4人組のプロモ・デモとなる初
の作品である。一概には言えないが方向的
には現在のMULTIPLEXやBRUTAL
TRUTHに近いと感じる。ハードコアマインドを
持ったグラインド系のデスメタルといった所
か。正式なDrがいるにも関わらずマシーンを
使用しており、全体としての実力はこのテー
プからは判断できないものの、そんなに悪くも
ないと思う。まだ結成から1年強ということもあ
りこれからのバンドであるという印象を受け
る。音質的にはやや平均点以下であり、これ
は本人達も十分承知のはず。次作に期待し
たい。このまま深く突き進めば良いバンドにな
ると思う。「リフとリズムがいいやつ」を目指し
ているとの事ですが頑張ってください。
5曲入り。￥200。（すぎ）

MENTALLY INFECTEDMENTALLY INFECTEDMENTALLY INFECTEDMENTALLY INFECTEDMENTALLY INFECTED
MANIPULATIONMANIPULATIONMANIPULATIONMANIPULATIONMANIPULATION
c/o　〒339　埼玉県岩槻市
本町5-6-47　　関根　達矢

　前号で紹介したKING OF DARKNESSの
2ndが早くも登場。このデモは面倒でもB面の
1曲から巻き戻して聴くべし。それだけB-1、B-
2の出来は素晴らしい。すべてのトラックを今
回も持ち回りで録音しているようだが、音質、
バランス、当然演奏技術も今回も裏切ること
はない。前作は日本語で歌っていたが、今回
は全て英詞。B-1の中間部のギター・アレン
ジ、B-2のT.N.Tばりの楽曲とコーラスは今まで
の日本人がやって恥ずかしいレベルを十分
にクリアしていて、メジャーをびびらす音を完
成している。今すぐ、東京のネイル・フォース・
イーストに連絡されたし。前号でLOUDNESS
のフォロワーと言うてすまんかった。あやまる。
ジャケット・デザインも気合いが入っている。
6曲入り。￥1000。（金田）

c/o　〒542　大阪市中央区西心
斎橋2-18-6アヴェニュー心斎橋
302　ディスク・ヘヴン大阪店

KING OF DARKNESSKING OF DARKNESSKING OF DARKNESSKING OF DARKNESSKING OF DARKNESS
AGGRESSIONAGGRESSIONAGGRESSIONAGGRESSIONAGGRESSION
IN RAGEIN RAGEIN RAGEIN RAGEIN RAGE
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c/o  〒662  兵庫県西宮市甲東園
1-10-9-204　　浜崎　俊秀

SUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERROR
ENTROPYENTROPYENTROPYENTROPYENTROPY

　噂の60分1トラックCDを遂にリリースした
SABBATであるが、帯タタキが「サバト・旋律
のB級ホラーコンセプトアルバム」とこれまた
凄い。戦慄じゃなくて旋律なのだ。いや本当に
旋律なのだ。演っているのは明らかに
SABBATなのに出音はなんというか私の頭
の中にあるSABBATじゃないのである。全体
的にメロディアスで泣いてるパートもあるし展
開も考えられていて確かにB級ホラーコンセ
プトアルバムなのだ。でもやっぱり1トラックでも
いいからパート毎のインデックスを設けても良
かったのではないかと思う。究極の自己満足
といってしまうのはまずいが、それでも気に
入っている私は一度でいいからこれを完全
版としてライブでやって欲しいと思う。OZNY
さんかERIZABEATさんにも参加して貰って
ね。　1曲入り。￥2500。（すぎ）

c/o　EVIL RECORDS
　　　ER666-010

SABBATSABBATSABBATSABBATSABBAT
THE DWELLINGTHE DWELLINGTHE DWELLINGTHE DWELLINGTHE DWELLING
～～～～～怨怨怨怨怨吐吐吐吐吐宿宿宿宿宿音音音音音

c/o　〒020　岩手県盛岡市長田
町2-24シャトルながまち201　　
鷲塚　将人

THEFTTHEFTTHEFTTHEFTTHEFT
WELLCOME TO  HELLWELLCOME TO  HELLWELLCOME TO  HELLWELLCOME TO  HELLWELLCOME TO  HELL
FULL OF WASTESFULL OF WASTESFULL OF WASTESFULL OF WASTESFULL OF WASTES

　かつて盛岡にはDEFILEというスラッシュ
バンドが存在したが、このバンドはそのメン
バーによって結成されたようだ。ちなみにバン
ド名はゼフトと読む。ザクザクのスラッシュサ
ウンドをベースにヘヴィでストロングでグルー
ヴィーなアレンジを施したかのようなサウンド
は、PANTERAやグランジの影響下にあるの
かもしれないが掛け値無しでカッコイイ。系統
的には仙台のRABIDLY DOGSとも近い雰囲
気を感じさせ、或る種のネオ・スラッシュと言
えるのだろうか。最所氏も言っていたが、東日
本ではスラッシュ演ると住民税が免除される
のだ（笑）。演奏面音質面での平均点はクリア
していると思う。ところで盛岡にはバンドが5
つもあるそうで、ビックリしました。　4曲入り。
無料配布（190円切手のみ）。（すぎ）

TYRANTTYRANTTYRANTTYRANTTYRANT
UNDER THE DARKUNDER THE DARKUNDER THE DARKUNDER THE DARKUNDER THE DARK
MYSTIC SKYMYSTIC SKYMYSTIC SKYMYSTIC SKYMYSTIC SKY
c/o　〒249　神奈川県逗子市
東8-12-54
KEISUKE　KUBO

　「金田さんは様式美・メロディック系が好き
だからこういうの聴かないですよね。」という
多 ご々意見をいただくが、それははっきりいっ
て間違っている（笑）デスだろうが、グライン
ド・コア系だろうがエエモンはええのである。
このTYRANTも耽美派デス・メタルと一言で
いったらおしまいやが、確かにイタリアかフロ
リダのバンドですといっても通用する無国籍
な点はクリアしているが、やはり世界各国の
マニアだけのものになって地上に出てこうへ
んと思う。大きなお世話と言われればしまいや
が、もっとヴォーカルライン、リズム的に進化し
ていかんと、DARK RITUALにしてもこの手
の耽美派デスは一山なんぼの世界になって
しまう。次作は是非人間が叩くリズムと生ピア
ノを前面に出すことを期待したい。はっきりゆ
うてこのTYRANT好きです。
4曲入り。￥500。（金田）

　実を言うと、このデモを手にするまではバン
ドの存在すら知らなかったのだが、これが2nd
らしい。全3曲で、約25分という大作主義のテ
クニカル・デスラッシュといった感じだが、Vo
の唱法とDrのブラストを除けば割とスラッシュ
寄りなので、以外にサッパリした印象を受け
る。MORBID ANGELにSTEVE DIGIORGIO
（元SADUS～DEATH）が加わり、テクニカル
指向を強調した曲を書いたかのような感じで
なかなか面白いが、長い曲の中で同じような
展開が繰り返される事もあり、曲の後半にはア
キてしまうのがツライところだ。曲のアイデア
自体は悪くないし、時折ハッとさせる部分もあ
るので、曲をもう少し絞ってスッキリさせれば
かなり良くなると思う。演奏面もかなりのもの
で、特にDsはスゴイ！の一言である（あまりにも
キレイなブラストは一瞬マシンかと思いました
ぜ）。とにかくLIVEを観てみたい。期待度大！！
　3曲入り。￥300。（多田）　

　池袋CYBER等でLIVEをやっているという
東京のHMバンドの恐らく1stデモ。女性Voに
よるプログレ的な要素を持った様式美系の
HMといった感じで、この方向なら女性Voの
存在意義も見えてくるというもの。歌詞は日本
詞と英詞の曲が2曲ずつで、丁寧にも歌詞の
イメージまで書いてある。プログレ的な要素を
持つと書いたが、DREAM THEATERタイプ
とは異なり、かなりオーソドックスなHR/HMを
ベースとしたもので、80年代に出てきた日本
のプログレ・ハードに近いものを感じさせる。
強いて言うならSTARLESSあたりに近いか
な。いかにもドラマ性を持った展開なんかは
なかなかのものだが、曲全体を見ると決定的
な盛り上がりに欠けてしまっているし、Voも聴
き手を自分達の世界に引きずり込むようなア
クの強さをもう少し前面に出して欲しい所だ。
ちょっと古臭い音ではあるが、個人的には好
きなタイプの音なので結構イケた。もしかした
ら化けるかもよ。　4曲入り。￥1000。（多田）

c/o　KANAKO TANIGUCHI (Vo)
tel...03-5998-4854

VERNA-DEADVERNA-DEADVERNA-DEADVERNA-DEADVERNA-DEAD
DEMODEMODEMODEMODEMO

　このYOUTHQUAKEというバンド、本誌読
者には無縁のヴィジュアル系だが、音だけを
聴いた場合、かなり侮れない存在だと思うの
も確か。前2作ではベイエリア・スラッシュを
PANTERAの方法論で再構築したかのような
骨のある音を聴かせてくれたが、今作は
PANTERAの影響下から見事に脱皮したよう
で、一回りも二回りも成長した音を聴かせてく
れる。過去に培ってきた音を土台として、
MARTY FRIEDMAN加入後のMEGADETH
にも通じる、攻撃的でありながらもキャッチー
さを持つ曲が続く。スロー曲や、バラードあた
りをしっかりと聴かせてくれる点も見逃せない
所だ。攻撃的な面と、多様性とのバランスも良
く、アルバム通してアキさせないのも見事だ。
OUTAGEやUNITED辺りが好きなThrasherに
はとっつき易いと思うが、ヴィジュアル系という
レッテルが壁になっているのも事実。難しい
所だ。　12曲入り。￥3000。（多田）

　ちょっとばかし遅くなったが、ZENI GEVAの
新作である。いつもこのバンドで思うのは、力
押しでありながらも、凄まじいまでの重低音の
ノイズが渦巻く音の塊にただ圧倒されるとい
う事である。今作ではKey等を取り入れるなど
して、かなり実験的な方向を見せている。音
自体に変化はないが、新たなる試みがバンド
の音を更にスケールアップさせる事に成功し
ている点は見逃せない。初期のGODFLESH
を思わせる、音の塊によって圧迫するかのよう
な重圧感にKeyを加えた事で、メランコリック
な旋律が荒涼とした世界の中で淡 と々繰り広
げられており、NEUROSIS辺りをふと思わせ
る。Voの普通の声での醒めた語りやKeyはオ
アシスに見えて、実に不気味な雰囲気を醸し
出しており、何だかトリップしてしまいそうだ。
バンドの持つプログレ的要素が新たなる試
みによって開花し、見事に実を結んだ力作と
言える。　￥2000位（輸入盤につき）（多田）

ALTERNATIVE TENTACLES
RECORDS
品番VIRUS 170

ZENI-GEVAZENI-GEVAZENI-GEVAZENI-GEVAZENI-GEVA
FREEDOM BONDAGEFREEDOM BONDAGEFREEDOM BONDAGEFREEDOM BONDAGEFREEDOM BONDAGE

EXTASY RECORDS
品番EXC-017

YOUTHQUAKEYOUTHQUAKEYOUTHQUAKEYOUTHQUAKEYOUTHQUAKE
3RD3RD3RD3RD3RD

◆きいてみた感想の鉄則
一、　書いてあることを「うのみ」にしない
　　　たまにいるのですが、ここに書いてあることが全てだとは決して思わ
ないでください。あくまで聴いた人が感じた印象ですから、他の人とは違うこ
ともあるでしょう。言葉足らずな所もあるでしょうが、その辺りはどうか穏便に
お願いします。

一、　送料を忘れない
　　　これに書いてある金額は基本的に（特にことわりがない限り）音源自
体の値段です。ですから必ず送料を加えることを忘れないでください。テー
プなら￥190で、EPやCDなら￥270でいいかと思います。無料配布のテープ
でも￥190切手はいりますのでお忘れなく。
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STONE EDGE
INTERVIEW

8/JAN/1996  pm 9 :008/JAN/1996  pm 9 :008/JAN/1996  pm 9 :008/JAN/1996  pm 9 :008/JAN/1996  pm 9 :00
Answer :  Mr.  JIRO (STONE EDGE LEADER/TIGERAnswer :  Mr.  JIRO (STONE EDGE LEADER/TIGERAnswer :  Mr.  JIRO (STONE EDGE LEADER/TIGERAnswer :  Mr.  JIRO (STONE EDGE LEADER/TIGERAnswer :  Mr.  JIRO (STONE EDGE LEADER/TIGER

DRIVER RECORDS OWNER)DRIVER RECORDS OWNER)DRIVER RECORDS OWNER)DRIVER RECORDS OWNER)DRIVER RECORDS OWNER)

前記前記前記前記前記：：：：：いつも気さくに喋れる仲間である。いつも気さくに喋れる仲間である。いつも気さくに喋れる仲間である。いつも気さくに喋れる仲間である。いつも気さくに喋れる仲間である。いつもの調子で普段からいつもの調子で普段からいつもの調子で普段からいつもの調子で普段からいつもの調子で普段から
電話にて、電話にて、電話にて、電話にて、電話にて、とりとめもないことをただまとまりなく話した内容にとりとめもないことをただまとまりなく話した内容にとりとめもないことをただまとまりなく話した内容にとりとめもないことをただまとまりなく話した内容にとりとめもないことをただまとまりなく話した内容に
なってしまったことはお許し願いたい。なってしまったことはお許し願いたい。なってしまったことはお許し願いたい。なってしまったことはお許し願いたい。なってしまったことはお許し願いたい。これは対談である。これは対談である。これは対談である。これは対談である。これは対談である。本日お本日お本日お本日お本日お
招きのお相手は去年念願のフル招きのお相手は去年念願のフル招きのお相手は去年念願のフル招きのお相手は去年念願のフル招きのお相手は去年念願のフル・・・・・アルバムを発表し、アルバムを発表し、アルバムを発表し、アルバムを発表し、アルバムを発表し、精力的に活動精力的に活動精力的に活動精力的に活動精力的に活動
しているしているしているしているしているSTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGEのリーダー、のリーダー、のリーダー、のリーダー、のリーダー、JIROJIROJIROJIROJIRO氏である。氏である。氏である。氏である。氏である。

（（（（（文文文文文責責責責責：：：：：金田　興一郎）金田　興一郎）金田　興一郎）金田　興一郎）金田　興一郎）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　　　　　　　　　　CDCDCDCDCDの反響かなりええみたいらしいけど…。の反響かなりええみたいらしいけど…。の反響かなりええみたいらしいけど…。の反響かなりええみたいらしいけど…。の反響かなりええみたいらしいけど…。
（JIRO：以下略）まだ3カ月ぐらいしか経っていないですけど、かなり思っ
たより売れています。500枚は出ているみたいで、実は1000枚プレスし
て、あと半分売らなきゃいけないんですけど（笑）このペースはうちのバ
ンドでは初めてのことです。
　　　　　　　　　　CDCDCDCDCDはどのくらいの期間で録ったの。はどのくらいの期間で録ったの。はどのくらいの期間で録ったの。はどのくらいの期間で録ったの。はどのくらいの期間で録ったの。
　ミックスも入れて約10日で録りました。まぁ、一日14時間かけて録っ
た日もありますし、ほんとは録り方としてもっと時間をかけて録りたかっ
たのですが、なにぶん、アマチュアなもんで予算的な面ではやはりきつ
かったですね。

　　　　　　　　　　JAKEYJAKEYJAKEYJAKEYJAKEYのヴォーカルをもっとかぶせても良かったと思うんやのヴォーカルをもっとかぶせても良かったと思うんやのヴォーカルをもっとかぶせても良かったと思うんやのヴォーカルをもっとかぶせても良かったと思うんやのヴォーカルをもっとかぶせても良かったと思うんや
けど。けど。けど。けど。けど。
　う～ん。アマチュアの甘えじゃないですけど、時間と金銭的なこともあ
りましたから…。
　　ボーナストラックも　　ボーナストラックも　　ボーナストラックも　　ボーナストラックも　　ボーナストラックも22222 曲入っているし充分な曲数やけどね。曲入っているし充分な曲数やけどね。曲入っているし充分な曲数やけどね。曲入っているし充分な曲数やけどね。曲入っているし充分な曲数やけどね。
　そうですね、8曲入れて￥2060の値段といったらまず損はさせないと
思いますし、プレゼントテープは付いていますし（笑）。それにステッ
カーも。
　　　　　　　　　　CDCDC DC DC D出してからライブの方で周りの見方が変わってきたとか、出してからライブの方で周りの見方が変わってきたとか、出してからライブの方で周りの見方が変わってきたとか、出してからライブの方で周りの見方が変わってきたとか、出してからライブの方で周りの見方が変わってきたとか、
ある？ある？ある？ある？ある？
　う～ん、どうですかねぇ。今回ツアーで行くところが初めてだったん
で、CDを出したからお客さんが来たというわけではなくって、どんなバ
ンドなのだろうと初めて見に来るお客がほとんどですからね。対バンを見
に来ていて、うちのライブを気に入って買ってくれた人もいますし、CD
を出したから見方が変わったってことはまずないですよ。
　　ごっつい意地悪いな質問やけど　　ごっつい意地悪いな質問やけど　　ごっつい意地悪いな質問やけど　　ごっつい意地悪いな質問やけど　　ごっつい意地悪いな質問やけどCDCDCDCDCD「「「「「GYPSY OF THE NIGHTGYPSY OF THE NIGHTGYPSY OF THE NIGHTGYPSY OF THE NIGHTGYPSY OF THE NIGHT」」」」」
は前半のタイトル曲から中盤のは前半のタイトル曲から中盤のは前半のタイトル曲から中盤のは前半のタイトル曲から中盤のは前半のタイトル曲から中盤の“““““LIVE IN PEACELIVE IN PEACELIVE IN PEACELIVE IN PEACELIVE IN PEACE”””””“““““FEEL THEFEEL THEFEEL THEFEEL THEFEEL THE
PAINPAINPAINPAINPAIN”””””と語弊はあるかも知れないけど、と語弊はあるかも知れないけど、と語弊はあるかも知れないけど、と語弊はあるかも知れないけど、と語弊はあるかも知れないけど、デスラッシュもあり～のデスラッシュもあり～のデスラッシュもあり～のデスラッシュもあり～のデスラッシュもあり～の
で二面性が出ていると思うやけど…。で二面性が出ていると思うやけど…。で二面性が出ていると思うやけど…。で二面性が出ていると思うやけど…。で二面性が出ていると思うやけど…。
　それは語弊があります（笑）。まぁ、先ほども何回も言っているんです
が（笑）、いろんな面が出てるということはアマチュアなんで、好きなこ
とをやりたいなっと！思っているんですよ（笑）。枠的にはヘヴィーメタ
ルという枠の中でですけど。そういう中でSTONE EDGEがやるとああい
う風になるんじゃないかなっと…。
　　　　　　　　　　“““““GYPSY OF THE NIGHTGYPSY OF THE NIGHTGYPSY OF THE NIGHTGYPSY OF THE NIGHTGYPSY OF THE NIGHT”””””のタイプとのタイプとのタイプとのタイプとのタイプと“““““FEEL THE PAINFEEL THE PAINFEEL THE PAINFEEL THE PAINFEEL THE PAIN”””””
のタイプと二面性があるって言ったけど、のタイプと二面性があるって言ったけど、のタイプと二面性があるって言ったけど、のタイプと二面性があるって言ったけど、のタイプと二面性があるって言ったけど、どっちがバンドにとってどっちがバンドにとってどっちがバンドにとってどっちがバンドにとってどっちがバンドにとって
反応いいの。反応いいの。反応いいの。反応いいの。反応いいの。
　手紙を送ってきたファンの中には“GYPSY OF THE NIGHT”で頭振っ
てるぜぇという方もいますし、“FEEL THE PAIN”をライブでやると盛



20

り上がったり、それは二分されることであってわか
らないです。また関係者の方は

“SUNDAY I LOVE”が最高！っ
て声をよく聞きますし…（笑）。
　　ハイ、　　ハイ、　　ハイ、　　ハイ、　　ハイ、その通りです。その通りです。その通りです。その通りです。その通りです。
ちゃうかちゃうかちゃうかちゃうかちゃうか（（（（（笑笑笑笑笑）））））。。。。。
　だからどれが良い悪いという
よりも、これが良い、これが良
い、これが良いというとびとびの
感じで、とりあえずこれが悪いっ
て言われたことは今だないですよ。
　　アルバムについて少し聞か　　アルバムについて少し聞か　　アルバムについて少し聞か　　アルバムについて少し聞か　　アルバムについて少し聞か
せてよ。せてよ。せてよ。せてよ。せてよ。
　とりあえずですね、細かいことに
なりますけど、自分はギタリストな
んでギターのことに関してだけを言う
と、最近のメロディアス・ハード系の
アマチュアのCDとかテープとか聴くん
ですけど、どのギターも刺（トゲ）がな
いというんか、聴覚的にこう、ガツンと
来るものが少ないなと思ったんですよ。
そういう面でとにかくギターは歪ませて
グサッと耳に刺さるようなサウンドにした
いなって思って。多分デモテープとか聴い
てる人は分かると思うんですけど、皆ギターの音は丸いと思うんですよ。
ライブでは別だと思うんですが。デモテープの段階で丸い音よりも尖った

（トガッタ）音、それが今アマチュアのデモを聴いて、バンドの中で一番
足りないなと自分の中で思っていたことなんですよ。そういう風に考える
と、海外のメタル系とかそういうCDを買って聴いてみるとやっぱり尖っ
ているんですよ。そこらへんで海外のバンドに負けてなるものかという感
じで。尖ったギターを、なんて言うのかなぁ、歪みを物凄く大きくしてこ
れ以上やったら音にならないというギリギリの線まで歪ませて、耳に刺さ
るようなサウンドにしました。他のパートで言うとドラムをよく聴いてる
人は分かると思うんですが、ドラムの田代はヘヴィーメタル・オンリーの
人間じゃないのでその味を出してもらおうという感じで叩いているし、と
いうか叩いてもらったという感じもあるし、だから両方の面が上手く出て
いるなっと。今までにないドラミングだと思いますね。それがこのアルバ
ムのポイントですね。ベースはとりあえずまだ入ったばかりなんですけど
…。
　　ベースのトミーは前どこにおったの。　　ベースのトミーは前どこにおったの。　　ベースのトミーは前どこにおったの。　　ベースのトミーは前どこにおったの。　　ベースのトミーは前どこにおったの。
　えー、彼は以前九州のバンドでそこそこライブをやっていてー。
　　なんてバンドでやってたん？　　なんてバンドでやってたん？　　なんてバンドでやってたん？　　なんてバンドでやってたん？　　なんてバンドでやってたん？
　えーっ、（しばらく沈黙して）知りません！（笑）小倉のバンドにいた
んですけど、ツアーとかで東京の方に来たことないっていってましたから
あまり知らないんです。
　　なんでそんなに人脈あるわけ？　　なんでそんなに人脈あるわけ？　　なんでそんなに人脈あるわけ？　　なんでそんなに人脈あるわけ？　　なんでそんなに人脈あるわけ？
　それも変な話で、タイガー・ドライバー・レコードのバンドでACID
COLORというバンドがいて、そこのギターの彼からちょうど前のベース
が抜けたときに九州にベースがいるよという連絡を受けて…じゃあ、うち
に入ればという感じで…（笑）入ってもらったんですよ。
　　この話が出たついでに　　この話が出たついでに　　この話が出たついでに　　この話が出たついでに　　この話が出たついでに（（（（（笑笑笑笑笑）））））B L A S D E A DB L A S D E A DB L A S D E A DB L A S D E A DB L A S D E A Dとかとかとかとかとか B U G E Y 'B U G E Y 'B U G E Y 'B U G E Y 'B U G E Y '
TRUMP'TRUMP'TRUMP'TRUMP'TRUMP'とか、とか、とか、とか、とか、STONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGEからファミリーからファミリーからファミリーからファミリーからファミリー・・・・・ツリーができるぐツリーができるぐツリーができるぐツリーができるぐツリーができるぐ
らいらいらいらいらいOBOBOBOBOBがけっこう出ていると思うんやけど…がけっこう出ていると思うんやけど…がけっこう出ていると思うんやけど…がけっこう出ていると思うんやけど…がけっこう出ていると思うんやけど…（（（（（笑笑笑笑笑）））））。。。。。
　ファミリー・ツリーはできないですけど（笑）、一番最初の頃、外人の
ドラムとやってたんですが、アメリカ人で日本語が全然喋れないという。
コミュニケーションが身振り手振りで（笑）。
　　ファーストの　　ファーストの　　ファーストの　　ファーストの　　ファーストのCDCDCDCDCDシングルで叩いていた…。シングルで叩いていた…。シングルで叩いていた…。シングルで叩いていた…。シングルで叩いていた…。
　いや、それは大学のサークルの人でして、SIGHのベースの川島君の先
輩にあたるのかな。そう言うとカバラを読んでいる人には判り易いと思う
んだけど（笑）。
　　結局、　　結局、　　結局、　　結局、　　結局、STONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGEのオリジナルのオリジナルのオリジナルのオリジナルのオリジナル・・・・・メンバーはヴォーカルのメンバーはヴォーカルのメンバーはヴォーカルのメンバーはヴォーカルのメンバーはヴォーカルの
JAKEYJAKEYJAKEYJAKEYJAKEYとギターのとギターのとギターのとギターのとギターのJIROJIROJIROJIROJIROさんだけやない。さんだけやない。さんだけやない。さんだけやない。さんだけやない。その二人がほとんどの楽その二人がほとんどの楽その二人がほとんどの楽その二人がほとんどの楽その二人がほとんどの楽
曲を書いてんの？前回のデモ曲を書いてんの？前回のデモ曲を書いてんの？前回のデモ曲を書いてんの？前回のデモ曲を書いてんの？前回のデモ「「「「「FIGHT TO SURVIVEFIGHT TO SURVIVEFIGHT TO SURVIVEFIGHT TO SURVIVEFIGHT TO SURVIVE」」」」」のクレジッのクレジッのクレジッのクレジッのクレジッ
トもそうやったけど。トもそうやったけど。トもそうやったけど。トもそうやったけど。トもそうやったけど。
　ええ、今の所はそうですね。まぁ、曲を持ってくるのが自分であって、

アレンジは皆でやっています。ヴォーカルラインと詩はほとんど
JAKEYに任せっきりで。
　　昔から女性ヴォーカルに拘っていたの。　　昔から女性ヴォーカルに拘っていたの。　　昔から女性ヴォーカルに拘っていたの。　　昔から女性ヴォーカルに拘っていたの。　　昔から女性ヴォーカルに拘っていたの。
　はっきりいって、無いです！（笑）…いや、何故無いかという
と、一緒にバンドをやっていこうというやる気のある人ならば
ドヘタ以外はOKだと思っていますんで、だからその時点で下
手でも上手くなってくれれば、別に構わないと思っています。
だから上手い奴、上手い奴とメンバーを探したことが無いの
で、やる気とか根性とかそっちの方が大切だなと。
　　　　　　　　　　STONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGEは結成以来ずっと英語で歌ってきては結成以来ずっと英語で歌ってきては結成以来ずっと英語で歌ってきては結成以来ずっと英語で歌ってきては結成以来ずっと英語で歌ってきて
るよね。るよね。るよね。るよね。るよね。日本語で歌うってことは考えられない？日本語で歌うってことは考えられない？日本語で歌うってことは考えられない？日本語で歌うってことは考えられない？日本語で歌うってことは考えられない？
　えーっ、自分の中ではどっちでもいいと正直思っており
ました。たしか昔、音源出すときに話し合ったんですけど、
前任のベーシスト、江成が「英語でいこうよ」という話を
出してきて、英語でいこうかと簡単に決めたんですよ。
で、どうせ英語でやるならばって最後まで英語でやろう
よということになって。自分では別に拘っていないです
けども、英語でやるならば海外のシーンにもやはりコン
タクトをとってやっていかなければと…。だから英語一
本でいくぞと、そんな感じですね。
　　売るために日本語でやるということは今後考　　売るために日本語でやるということは今後考　　売るために日本語でやるということは今後考　　売るために日本語でやるということは今後考　　売るために日本語でやるということは今後考
えられない？えられない？えられない？えられない？えられない？
　うーん、山のようなお金を積まれたら分かりません

けど（笑）ハハハ。
　　こりゃ愚問でした。　　こりゃ愚問でした。　　こりゃ愚問でした。　　こりゃ愚問でした。　　こりゃ愚問でした。今回のアルバム制作、今回のアルバム制作、今回のアルバム制作、今回のアルバム制作、今回のアルバム制作、または曲作りで苦労または曲作りで苦労または曲作りで苦労または曲作りで苦労または曲作りで苦労
したことは？したことは？したことは？したことは？したことは？
　実は今回のアルバムの8曲中、ボーナストラックの“SHOW IT ALL”
も入れて7曲は前のメンバーで作った曲で、“SUNDAY I LOVE”だけ今
のメンバーで作ったんですよ。アレンジはその時とは変わってますけど。
要するに前のメンバーのときに既にリハーサルとかやってたんですよ。
　　じゃ、　　じゃ、　　じゃ、　　じゃ、　　じゃ、江成氏とか、江成氏とか、江成氏とか、江成氏とか、江成氏とか、アキラ氏とか前のメンバーの時に曲は出来アキラ氏とか前のメンバーの時に曲は出来アキラ氏とか前のメンバーの時に曲は出来アキラ氏とか前のメンバーの時に曲は出来アキラ氏とか前のメンバーの時に曲は出来
てたんだ。てたんだ。てたんだ。てたんだ。てたんだ。ほなほなほなほなほな「「「「「FIGHT TO SURVIVEFIGHT TO SURVIVEFIGHT TO SURVIVEFIGHT TO SURVIVEFIGHT TO SURVIVE」」」」」の延長線上といっても過の延長線上といっても過の延長線上といっても過の延長線上といっても過の延長線上といっても過
言ではない。言ではない。言ではない。言ではない。言ではない。
　そうですね。でも「FIGHT TO SURVIVE」と別で作ったんですけど、
新しくメンバーが入ったんで練り直したけど。
　　ピアノとかキーボードに拘っていた？　　ピアノとかキーボードに拘っていた？　　ピアノとかキーボードに拘っていた？　　ピアノとかキーボードに拘っていた？　　ピアノとかキーボードに拘っていた？
　これも変な話なんですけど、うちのバンドというか俺の考えというの
は、「出来るのならやろうよ」と。ピアノ弾けるんだったら弾こうよと、
例えばフルートが吹ける人がいたら、じゃあフルート入れてみようと多分
なると思うんですよ。だからその場にいたから、そういうアレンジを入れ
たんです。出来ないことはやりたくない、しかし、出来ることがあるなら
ば取り入れてみようと、そういう風にいつもバンド運営というか曲作りを
やっていってるんですよ。拘り的には無いんですけどね（笑）。
　　じゃあヴァイオ　　じゃあヴァイオ　　じゃあヴァイオ　　じゃあヴァイオ　　じゃあヴァイオ
リンを入れてしまうリンを入れてしまうリンを入れてしまうリンを入れてしまうリンを入れてしまう
とか。とか。とか。とか。とか。
　そう！ヴァイオリン
は是非欲しいですね！
やってみたいです！

（笑）ほんとに昔のプ
ログレじゃないですけ
ど、ヴァイオリンはい
い楽器なんで使い方さ
え間違いなければ取り
入れてみたいですよ
ね。まぁ、曲は前のメ
ンバーとかで作ってい
たんですけど、前の質
問の難しかった事と言
えば、ギター的には

“FEEL THE PAIN”の
バッキングですね。
　　ボーナストラッ　　ボーナストラッ　　ボーナストラッ　　ボーナストラッ　　ボーナストラッ
クのクのクのクのクの“““““SUNDA Y  IS U ND A Y  IS U ND A Y  IS U ND A Y  IS U ND A Y  I
LOVELOVELOVELOVELOVE”””””はオチャラはオチャラはオチャラはオチャラはオチャラ

JAKEY

JIRO
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ケでやったと思うやケでやったと思うやケでやったと思うやケでやったと思うやケでやったと思うや
けど、けど、けど、けど、けど、真剣にやって真剣にやって真剣にやって真剣にやって真剣にやって
いるんで笑ってしまいるんで笑ってしまいるんで笑ってしまいるんで笑ってしまいるんで笑ってしま
いましたが。いましたが。いましたが。いましたが。いましたが。
　（笑）いやぁ、オ
チャラケでやってい
ても、真剣にやるこ
とを土台に敷かない
と本当にオチャラケ
になってしまうんで、
お金払った人に対し
て失礼になっちゃう
から、そこら辺はや
はり、買ってくれた
人に「なにこれ」って
言わせないように真
剣にやりました。自
転車を何台も壊した
し（笑）大変でした。
あと、今回アメリカ
人を連れてきてナ
レーションを入れて
も ら い ま し た 。

“SUNDAY I LOVE”も“FEEL THE PAIN”もそうなんですけど一役かっ
てもらいました。まぁ、ああいうところでアルバムの雰囲気が変わってく
るんじゃないかなと思って入れました。
　　じゃあ　　じゃあ　　じゃあ　　じゃあ　　じゃあJIROJIROJIROJIROJIROさんはあのアルバムにはほぼ満足と。さんはあのアルバムにはほぼ満足と。さんはあのアルバムにはほぼ満足と。さんはあのアルバムにはほぼ満足と。さんはあのアルバムにはほぼ満足と。
　そうですね！ギターに関してはやれることは120％以上やってます！だ
からギターサウンドを聴いてほしいし、全体の楽曲を聴いてほしいし、特
にカッコイイのはドラムかな。
　　田代のドラムねぇ。　　田代のドラムねぇ。　　田代のドラムねぇ。　　田代のドラムねぇ。　　田代のドラムねぇ。
　あれはもう、うん、うちのバンドで活かしてやるぜぇ！という感じで

（笑）。やっぱり他と同じことをやっててもその格好良さはみんなと同じ格
好良さになっちゃうから違うところで変化をつけて活動したいなと、そう
いうへそ曲がりな根性でいってますんで（笑）。
　　どっちかいうたらライブバンドというよりスタジオバンド？　　どっちかいうたらライブバンドというよりスタジオバンド？　　どっちかいうたらライブバンドというよりスタジオバンド？　　どっちかいうたらライブバンドというよりスタジオバンド？　　どっちかいうたらライブバンドというよりスタジオバンド？
　う～ん、ライブバンドになりたいんですけども、どっちかといったらス
タジオの作業の方が好きです（笑）。曲作りが早いわけではないし、年中
ギターを弾いているタイプじゃないんで、ラジオで流れてきたポップスの
面白いフレーズがあったら、それを頭の中に覚えといて家でギターを持っ
た時に弾いてみるぐらいです。今のドラムはなんでも叩けますんで、ポッ
プスからジャズからやってくれと言ったらやってくれるんで、
そこら辺で感謝してます（笑）。レコーディングは楽しくて
たまりません。
　　なんかこういうたらなんやけど　　なんかこういうたらなんやけど　　なんかこういうたらなんやけど　　なんかこういうたらなんやけど　　なんかこういうたらなんやけど「「「「「器器器器器用用用用用貧貧貧貧貧乏乏乏乏乏ののののの集集集集集
団」団」団」団」団」！！！！！！！！！！（（（（（笑笑笑笑笑）））））という感じもするんやけど。という感じもするんやけど。という感じもするんやけど。という感じもするんやけど。という感じもするんやけど。
　（笑）ハハハハハハ。「器用貧乏の集団」です（笑）。
　　そやからいろんな色を持っていると批評もあると思う
んやけど、JAKEYはJAKEYやし、ギターはギターやし…。
そう思ってくれたら嬉しいですね。ジョン・サイクスや
んけ！と言われたら悲しいし。ジョン・サイクス＋ス
ラッシュメタル系。しかし、メロディアスだよん、てな
感じで。
　　基本はスラッシュなんだ。　　基本はスラッシュなんだ。　　基本はスラッシュなんだ。　　基本はスラッシュなんだ。　　基本はスラッシュなんだ。
　そうです！スラッシュ大好きです。EXODUS とか
TESTAMENTとかOVER KILLとかDEATH ANGEL
とか。かと言ってスラッシュ系のバンドさんにはあ
まりお友達いないんですけど（笑）心の中ではス
ラッシャーなんですよ（笑）。だから“FEEL THE
PAIN”とかをよく聴いて貰うと、どこら辺のス
ラッシュが好きか、スラッシュが好きな人はニ
ヤッとする人が多いじゃないかなと思いますよ。
　　海外で影響を受けたミュージシャンは？　　海外で影響を受けたミュージシャンは？　　海外で影響を受けたミュージシャンは？　　海外で影響を受けたミュージシャンは？　　海外で影響を受けたミュージシャンは？
　もうジョン・サイクス！（ちなみに日本人では
元ブリザードのRANさんとの事だ：編者注）

　　今回もテープでカヴァーやっているよね。　　今回もテープでカヴァーやっているよね。　　今回もテープでカヴァーやっているよね。　　今回もテープでカヴァーやっているよね。　　今回もテープでカヴァーやっているよね。ライブでやるべきだライブでやるべきだライブでやるべきだライブでやるべきだライブでやるべきだ
わ。わ。わ。わ。わ。
　まだ一回しかやってません。やはり、ライブでやるとカヴァーバンドと
思われそうでつらいなと。
　　選曲渋いね。　　選曲渋いね。　　選曲渋いね。　　選曲渋いね。　　選曲渋いね。THIN LIZZYTHIN LIZZYTHIN LIZZYTHIN LIZZYTHIN LIZZYののののの“““““COLD SWEATCOLD SWEATCOLD SWEATCOLD SWEATCOLD SWEAT”””””とは。とは。とは。とは。とは。
　ハハハ。実は次のカヴァー曲も某レコード店の店長さんには既にこれだ
と出されていますけどね（笑）ヘヘヘ。
　　新宿の　　新宿の　　新宿の　　新宿の　　新宿のHHHHH やったりして。やったりして。やったりして。やったりして。やったりして。
　ハハハ。実はその店長さんからBLACK SABBATHの“DIE YOUNG”を
やってくれときてます。あのロニー・ジェームス・ディオの頃のサバスを
カヴァーしようと。と言ってると他のバンドさんやっちゃうかなぁ（笑）。
　　ライブでは女性よりも野郎の方が多い？　　ライブでは女性よりも野郎の方が多い？　　ライブでは女性よりも野郎の方が多い？　　ライブでは女性よりも野郎の方が多い？　　ライブでは女性よりも野郎の方が多い？
　そうですねぇ、やはり男の方が多いですね。うちはルックス面が良くな
いんで（笑）ハハハハハハ。
　　そんなん言うたら他のメンバー怒りよっでー。　　そんなん言うたら他のメンバー怒りよっでー。　　そんなん言うたら他のメンバー怒りよっでー。　　そんなん言うたら他のメンバー怒りよっでー。　　そんなん言うたら他のメンバー怒りよっでー。
　いやいや、うちはルックスがいいんで是非女性の方に来て貰いたいです

（笑）。
　　　　　　　　　　STONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGEのイメージってのイメージってのイメージってのイメージってのイメージって「「「「「ロロロロロッッッッッキキキキキンンンンン f   f   f   f   f  」」」」」ややややや「「「「「バババババンンンンンドドドドドややややや
ろうぜ」ろうぜ」ろうぜ」ろうぜ」ろうぜ」にも紹介されてると思えばにも紹介されてると思えばにも紹介されてると思えばにも紹介されてると思えばにも紹介されてると思えば「「「「「ポポポポポイイイイイチチチチチャャャャャ」」」」」のペーパーにものペーパーにものペーパーにものペーパーにものペーパーにも
載ってるし、載ってるし、載ってるし、載ってるし、載ってるし、このこのこのこのこの「「「「「カカカカカバババババラララララ」」」」」にも載ってるし色々なイメージがあるにも載ってるし色々なイメージがあるにも載ってるし色々なイメージがあるにも載ってるし色々なイメージがあるにも載ってるし色々なイメージがある
んやけど…。んやけど…。んやけど…。んやけど…。んやけど…。
　まぁ、そこら辺はどうですかねぇ。何もしないでライブハウスをただ
回ってやって、ライブハウスに来た人しかみないというよりも、来日アー
ティストとか日本のビッグなバンドしか見たことない人に興味を持っても
らって、新しいお客さんをライブハウスに連れてくる役目の一つと言う
か、自分等も見てほしいし、アンダーグラウンドで活動している良いバン
ドがもっといるんだぞ、というのを紹介したいし、革命といったら大袈裟
ですけど新しいお客さんを連れてこないとシーンは活性化しないんじゃな
いかと。だからメジャー誌にも連絡したり、ファンジンにもコンタクトを
取っています。そういう風にやってるつもりなんですけど…。中にはライ
ブハウスは初めてというお客さんからも連絡ありました。
　　最近海外の方でも独国の方で…　　最近海外の方でも独国の方で…　　最近海外の方でも独国の方で…　　最近海外の方でも独国の方で…　　最近海外の方でも独国の方で…CDCDCDCDCDが販売されてたとか。が販売されてたとか。が販売されてたとか。が販売されてたとか。が販売されてたとか。
　あっ、そうですね。あれも正直意味が分からなくて。いろんな人に聞く
んですけどはっきりしたことが返ってこないんですが、ドイツの何て所
だっただったけなぁ…忘れました（笑）。とにかくうちのCD は売られ
ているみたいです。倍のような値段で（笑）。誰かが支えてくれるのは嬉
しいし、そういう人がいたらライブ20回位タダで見せてあげようかなぁ
というぐらい嬉しいです。嫌がれるかもしれないけど（笑）。そのぐらい
感謝してますね。
　　　　　　　　　　JIROJIROJIROJIROJIROちゃん自体タイガーちゃん自体タイガーちゃん自体タイガーちゃん自体タイガーちゃん自体タイガー・・・・・ドライバードライバードライバードライバードライバー・・・・・レコードを引っ提げレコードを引っ提げレコードを引っ提げレコードを引っ提げレコードを引っ提げ
て活動しているじゃないですか。て活動しているじゃないですか。て活動しているじゃないですか。て活動しているじゃないですか。て活動しているじゃないですか。そこら辺どうなの。そこら辺どうなの。そこら辺どうなの。そこら辺どうなの。そこら辺どうなの。
　え～ハッキリ言ってですね、その運営についてはストップ状態に近いも

のがあります。所属バンドはいっぱいあったんですけど、
相次ぐ解散と活動休止でしょ。それが
一つの理由で、もう一つが STONE
EDGE が忙しくなったという訳が
あって…。始めたきっかけというの
は、ライブハウスに出ても動員が少な
いバンドほとんどで、「じゃあ一緒に
なって頑張っていこうよ」とバンドを
集めていったんですよ。で、集めるとき
にヘヴィメタル／スラッシュ系のバンド
募集って書いたら、デス／コア系のバン
ドも来ちゃって、来たバンドを拒まず入
れていったらこういうラインナップにな
ちゃったんですよ。STONE EDGEもその中
で大きくなろうと思っていたんですけど、
今はDUSTBINも解散しちゃったし、ACID
COLORも解散しちゃったし…。
　今のレーベルに所属しているバンドは。　今のレーベルに所属しているバンドは。　今のレーベルに所属しているバンドは。　今のレーベルに所属しているバンドは。　今のレーベルに所属しているバンドは。
　WHITE NOISEは頑張って活動しています
し、これから立て直す時に一役かってもらお
うかなと思っています。あとHOT MIX BRAIN
もガンガンライブやっていますし…。最近全然
連絡とってないんですよ（笑）。本当にダメ社長
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で申し訳ない（笑）。いや、本当に一緒にやっていこうよというバンドは
是非うちの方に連絡取ってください。お願いします。
　　年末にギターが一人抜けちゃったよね。　　年末にギターが一人抜けちゃったよね。　　年末にギターが一人抜けちゃったよね。　　年末にギターが一人抜けちゃったよね。　　年末にギターが一人抜けちゃったよね。今後の今後の今後の今後の今後のSTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGE
の活動は。の活動は。の活動は。の活動は。の活動は。
　今のところ、4人でやっていきます。基礎固めでしょうか。もしかした
ら将来的にはギターかキーボードを入れていきたいと思っています。我こ
そはという人はこれまたうちの方に連絡を…（笑）。
　　できたらマルチ　　できたらマルチ　　できたらマルチ　　できたらマルチ　　できたらマルチ・・・・・プレイヤーがええけど。プレイヤーがええけど。プレイヤーがええけど。プレイヤーがええけど。プレイヤーがええけど。
　そうですねぇ。そりゃマルチが一番いいですけど、マルチを探すのは大
変ですから。どこのバンドも一緒だと思いますが、ギター、ベースはある
程度人材はいると思うのですが、ドラムが人材不足でしょうか。
　　確か　　確か　　確か　　確か　　確かGUARDIAN'S NAILGUARDIAN'S NAILGUARDIAN'S NAILGUARDIAN'S NAILGUARDIAN'S NAILの時もそうだったし、の時もそうだったし、の時もそうだったし、の時もそうだったし、の時もそうだったし、HIDDENHIDDENHIDDENHIDDENHIDDENも半も半も半も半も半
年間不在やったもんねぇ。年間不在やったもんねぇ。年間不在やったもんねぇ。年間不在やったもんねぇ。年間不在やったもんねぇ。
　ああ、ZENITHもそうでしたし、LED STREAMもそうでしたね（笑）。
あの時は争奪戦で、やはりドラムは少ないですよね。ヘヴィーメタル系の
ドラムって上手くなってくるとフュージョンとかTOTO みたいに違う
ジャンルにいってしまいますからね…。
　　最近また各バンドの脱退の話って多いですけど、　　最近また各バンドの脱退の話って多いですけど、　　最近また各バンドの脱退の話って多いですけど、　　最近また各バンドの脱退の話って多いですけど、　　最近また各バンドの脱退の話って多いですけど、それだけにバそれだけにバそれだけにバそれだけにバそれだけにバ
ンドの運営はリーダーとして難しい？ンドの運営はリーダーとして難しい？ンドの運営はリーダーとして難しい？ンドの運営はリーダーとして難しい？ンドの運営はリーダーとして難しい？
　バンドが進化していくためにはメンバーチェンジは仕方がないことと思
いますけど、できればずっと一緒にやっていくのが良いと思いますよね、
うん。リーダー格ばっかり集まっても一つのバンドは運営できないと思う
し、皆が言いたいこと言って多分ダメだなと思うし、今までの経験からい
うと自分を含めてバンドの中にもう一人リーダー格がいれば、あとのメン
バーはついてきてくれるというか、旨くいくと思うんですけど。ただ全員
がリーダー格じゃないバンドですと何にもやらずじまいで、ただそれで終
わりだと思うんですよ。だからリーダーとリーダー格がいてあとのメン
バーを引っ張っていけば運営できるというのが、組織論かな。
　　営業もやり～ので社長業が忙しいんちゃう。　　営業もやり～ので社長業が忙しいんちゃう。　　営業もやり～ので社長業が忙しいんちゃう。　　営業もやり～ので社長業が忙しいんちゃう。　　営業もやり～ので社長業が忙しいんちゃう。こっちの将来は。こっちの将来は。こっちの将来は。こっちの将来は。こっちの将来は。
　いやあ（笑）。ほんと最近何にもやってなくて、ほんとごめんなさいっ
て気持ちです。でも自分がSTONE EDGEを始めた頃は右も左も分からな
くて、やっと色々な方とつき合いできるようになったんで、今までに得た
ものを将来出せたらいいなと思いますけど。バンド活動って仕事と一緒で
すから…。
　　最近のバンドで　　最近のバンドで　　最近のバンドで　　最近のバンドで　　最近のバンドでJIROJIROJIROJIROJIROさんが後押ししたいバンド、さんが後押ししたいバンド、さんが後押ししたいバンド、さんが後押ししたいバンド、さんが後押ししたいバンド、サウンドプサウンドプサウンドプサウンドプサウンドプ
ロデュースしたいバンドってある？ロデュースしたいバンドってある？ロデュースしたいバンドってある？ロデュースしたいバンドってある？ロデュースしたいバンドってある？
　う～ん（しばし沈黙）…自分がしゃしゃりでてもいいものかという気持
ちの方が大きいんで、考えていません。だからどのバンドも出来ることな

ら自分達の力で上がっていってほしいし、でも一番やっていってもらいた
いのは、上辺だけの仲良しじゃなくて、スクラム組んでみんなでいければ
いいなと思う。上辺だけの仲良しじゃなくてってことですかね。ライブ会
場で会ったら「よう！」で終わりじゃなくって、連絡を取り合って上に行
くためにはどうすればと考えていくのが大切なんじゃないかなと。
　　今年の　　今年の　　今年の　　今年の　　今年のSTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGEの音源の予定は？の音源の予定は？の音源の予定は？の音源の予定は？の音源の予定は？
　サード・ステージのCD「MAKE IT SHINE II」に2曲提供する予定で
す。それともう 10 カ月前に録った同じくサード・ステージのビデオ

「MAKE IT SHINE II」1曲提供しているのがもうすぐ出るはずなんですけ
ど。これはGUARDIAN'S NAILも入っているはずです。
　　ずばり今年の目標を教えてください。　　ずばり今年の目標を教えてください。　　ずばり今年の目標を教えてください。　　ずばり今年の目標を教えてください。　　ずばり今年の目標を教えてください。
　なるだけ早くCD売り切りたいし、本当に中身は良い作品だから音も良
いし聴いてほしいです。CDのレーベルにも顔写真を印刷して金かけてま
すし（笑）。なんたって最高のライナーが入っていますし（笑）。
　　グハハハハハ、　　グハハハハハ、　　グハハハハハ、　　グハハハハハ、　　グハハハハハ、ヒョエー！！！ヒョエー！！！ヒョエー！！！ヒョエー！！！ヒョエー！！！（（（（（笑笑笑笑笑）））））（ライナーは金田氏が書い
ている：編者注）
　そういう面もあるし、値段も安いし。デモテープはもう十何本ぐらいし
か残っていないし、もう作りませんので…（笑）。再発はしません。
　　さすがに営業してるやん　　さすがに営業してるやん　　さすがに営業してるやん　　さすがに営業してるやん　　さすがに営業してるやん（（（（（笑笑笑笑笑）））））。。。。。最後にファンに一言。最後にファンに一言。最後にファンに一言。最後にファンに一言。最後にファンに一言。
　う～ん、見た目で判断しないで、とりあえず音で判断してほしい。皆わ
かっていると思うけど良いものはいいと、ジャンル関係なしで聴いてほし
い。本心で動かされるようなシーンになってほしいと思いますよね。
　　その中の核となるよう頑張ってください。　　その中の核となるよう頑張ってください。　　その中の核となるよう頑張ってください。　　その中の核となるよう頑張ってください。　　その中の核となるよう頑張ってください。
　はい、頑張ります。
　　今日はどうもありがとう。　　今日はどうもありがとう。　　今日はどうもありがとう。　　今日はどうもありがとう。　　今日はどうもありがとう。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

後記：意地悪な質問ばかりで恐縮しました。誤解があるかもしれないです
が、「「ロッキン f 」誌にでているから色物バンドにみえるような発言を
私はしているが、決して彼らはそういう事はない。結成は91年とまだ若
いが、最近はガムテジもメジャー誌に紹介されているし、あのBEDLAM
も「プレイヤー」誌でなんとインタビューが載っている。彼が言うように
いい物はいいわけで、先入観を持ちすぎるリスナーは本当に勿体ない。こ
れからも何かやってくれるだろう彼らに期待してペンを置きたいと思う。
JIRO氏にはこの場を借りてお礼申し上げたい。

連絡先連絡先連絡先連絡先連絡先：：：：：STONE EDGE / TIGER DRIVER RECORDSSTONE EDGE / TIGER DRIVER RECORDSSTONE EDGE / TIGER DRIVER RECORDSSTONE EDGE / TIGER DRIVER RECORDSSTONE EDGE / TIGER DRIVER RECORDS
〒〒〒〒〒 170170170170170　豊島区上池袋　豊島区上池袋　豊島区上池袋　豊島区上池袋　豊島区上池袋 4-47-34-47-34-47-34-47-34-47-3 リトレントビルリトレントビルリトレントビルリトレントビルリトレントビル・・・・・パートパートパートパートパート11111　　　　　-301-301-301-301-301　　　　　
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TELTELTELTELTEL　　　　　03-3916-176103-3916-176103-3916-176103-3916-176103-3916-1761
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HM/HR LABORATORY PRESENTS

マニアのためのマニアのためのマニアのためのマニアのためのマニアのための STONE EDGE  STONE EDGE  STONE EDGE  STONE EDGE  STONE EDGE 完全カタログ完全カタログ完全カタログ完全カタログ完全カタログ
FOR SALE CD / TAPEFOR SALE CD / TAPEFOR SALE CD / TAPEFOR SALE CD / TAPEFOR SALE CD / TAPE

! IN DISGUISE/TD-001
 記念すべきファーストＣＤシングル。"SHE
CRIES"は"SHOW IT ALL"の原曲。"LIVE IN
PEACE""ALL MY HEART" 収録。B は現
BLASDEADの江成氏。音はEC的で今に比べ
てかなりラフだ。最近SOLD OUTになった模
様。
(1992)

" FIGHT TO SURVIVE/TD-003
93年発表されたデモ。デモと言えないほど内
容は濃くA-1から完成度は非常に高い。プロ
グレ的な展開が洋楽ファンに受け入れられ
た。アキラ、江成はこの作品を残して脱退す
る。
(1993) 6TRX

# GYPSY OF THE NIGHT/MSTD-001
今回はピアノをフューチャーしながらも、元
POWER OF EMOTIONの田代をドラムに起用
し、ギターサウンドを全開に出した初のフ
ル・アルバム。息つく暇なのギターが攻撃し
かけてくる。VOのJACKEYもパワフルだ。
(1995) 8TRX

PROMOTION / PRESENT TAPEPROMOTION / PRESENT TAPEPROMOTION / PRESENT TAPEPROMOTION / PRESENT TAPEPROMOTION / PRESENT TAPE

$ STONE EDGE LIVE/TD-002
CDシングル発売後の活動停止中にファン向
けに配布されたライヴテープでロッキンＦ誌
で無料配布された。怒涛の如くパワーメタル
が収録されている。DrのDONはリズムが甘
いが、GとBはPOWER/THRASHしている。
(1992:NOT FOR SALE)8TRX

% THE COURT OF THE CRIMSON KING
"FIGHT TO SURVIVE"に付いていたプレゼン
トテープ。この商魂も驚くが選曲が凄い。
JACKEYが若干フラットしているがこのアレ
ンジは旨い。バンドの勢いが伝わってくる。
(1993:PRESENT TAPE)1TRX

& SHOW IT ALL/STONE EDGE
"FIGHT TO SURVIVE"発表後、勢い付くバン
ドは北陸ツアーを敢行。何とツアーに無料配
布したテープだ。ファン泣かせのインデック
ス・カバーはご覧の通り４種類のイラストに
これ又４色あって全部集めると16本になる。
全く何を考えているのだろう。このテープは
ラジオ編集用でもあり、あらゆる処に配布さ
れた。"SHOW IT ALL"は新録でイントロ部分
はカットされている。
(1993:PROMOTION RADIO EDIT)1TRX

' COLD SWEAT/PRESENT TAPE II
THIN LIZZYのナンバーからSYKESフリーク
のJIROが選曲したのがこの曲。出来すぎてい
る。JACKEYのイコライズされた声が妙には
まっている。CD「GYPSY OF THE NIGHT」に
付いてくるプレゼントテープだ。
(1995 PRESENT TAPE)1TRX

( MAKE IT OR BRAKE IT/STONE EDGE
昨年末大阪初上陸を記念してロケットで配布
した限定80本のテープ。8トラで録ったもの
で少々音質は落ちるがMASATAKAと JIRO
の最後のギターが聴ける音源。この曲は新録
で"MAKE IT SHINE II"に提供予定。"GYPSY
OF･･･ " タイプの作品だ。
(1995:PROMOTION TAPE)1TRX

) V.A./DEMO-9401:EXPLOSION WORKS
EXP-231111
エクスプロージョンの10 バンドが集まった
サンプラー CD。エッジはオープニングに
"SHOW IT ALL" で参加。これはイントロ付
き。MASATAKAが加入している。
(1994:EXPLOSION)10TRX

OTHER TAPESOTHER TAPESOTHER TAPESOTHER TAPESOTHER TAPES

* METAL GODS SURVIVE/NOT FOR SALE
阪神大震災救済基金の為に企画されたプロ
ジェクト。JUDUS PRIEST等全４曲HR/HMの
カヴァーが収録。JIRO はA-1"BREAKING
THE LAW" で SOLO を弾いている。VO は
CHURCH OF MISARYの朝枝だ。
 (1995:NOT FOR SALE)4TRX

+ STOIC/STOIC
女性ヴォーカル有するストイックのデモ。
JIROはB-3にゲストで参加している。80年代
全盛時の良きジャパニーズ・ＨＭ・サウンド。
Drは現ストーン・エッジの田代だ。
 (1994)6TRX

, BLASDEAD
/EXTRA'95"TRY YOUR FAITH"
第一期ストーン・エッジの創設者江成が脱退
後加入したブラスデッドのサード。初期の
エッジに通じるパワー・メタルが満載されて
いる。
(1995)3TRX :BLASDEAD

- BUGEY'TRUMP'/JUCK IN THE BOX
 同じく"FIGHT TO SURVIVE"を発表して脱
退したDsのアキラが加入したバギー・トラン
プのデモ。 ハードであるがＨＭを期待すると
はずれる。アメリカンな音だ。
(1995)3TRX

 . "GYPSY OF THE NIGHT"
/PROMOTION TAPE
業界に配布した"GYPSY OF THE NIGHT"の
プロモテープ。レコード店、業界誌、ファン
ジンは無論、海外にも配布された。CDと同じ
内容。
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●その他“みかん記念日”“ママ＆ワイフ”というデモにJIRO(KEY,G)
,JAKEY(BAC.VO),YOSHIO(B), 田代(Drms プログラム)で参加してい
る作品もある。これはニューミュージック系の歌謡曲 に彼らが参加した
というアイテムだ。(1993)
●またACID COLORのテープにもJIROとTOMMYがコーラスで参加し
ている。
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1111111111月月月月月 1818181818日　目黒ライブステーション日　目黒ライブステーション日　目黒ライブステーション日　目黒ライブステーション日　目黒ライブステーション
「CAPITAL COMBAT～“TERROR SQUAD”復活！」

　TERROR SQUADの復活に合わせて＃9を発行しようとしていた私は、
この日の午前中もまだ編集作業に追われていた。午後になって慌ててコ
ピーに奔走するが、ライブの時間は刻々と近づくばかりで、とりあえず
30部だけ製本して目黒へと向かう。最初のバンドはGOATSだ。去る10
月 14 日高円寺 20000V のライブにも行けなかった（運悪く KING
CRIMSONと重なっていました）私は「最後の1曲でもいいから見させて
くれぃ！」とばかりに走ったが、既にGOATSのステージが終わっていた
ばかりかCEMMENTまで始まっているという。こればかりは私が悪いの
で何とも弁解のしようがないが、そういうわけで不完全なライブリポート
になると思うが申し訳ない。
CEMMENTCEMMENTCEMMENTCEMMENTCEMMENT
私が中に入ったときには既に2、3曲終えていたようだ。「これから中盤
戦に入るぞ」というABE氏のMCの後に演奏されたのは2ndアルバムに
収録されるであろう新曲であった。よりシンプルに、それでいてより鋭く
研ぎ澄まされた新曲のサウンドは、この1年着実にライブ活動を続けてき
たCEMMENTというバンドの成長とも受け取れる。後半は1stアルバム
よりお馴染の曲を中心に披露した。
SAVAGE GREEDSAVAGE GREEDSAVAGE GREEDSAVAGE GREEDSAVAGE GREED

“Mane Of Antlion”で始まった
SAVAGE GREEDのステージはデ
モの曲を中心にオムニバスに収録
された“Ultimate Divide”を挟んで
5 曲が立て板に水の如くメドレー
調に演奏された。ちなみにこれは
メドレーとしてリ・アレンジされ
ており、構成はデモとは異なる。
近頃（ってもう1年位になるかも
しれないが）SAVAGE GREEDはシークエンスとバンドの融合という課題
に真っ正面から取り組んでおり、そういった意味ではこの日のライブは完
璧に近い素晴らしさであった。ラストに演奏されたのは5月にも披露され
た新曲で、どうやらこれは2曲がメドレーとなっているようである。後期
SHELLSHOCKに近い複雑でテンションの高い、プログレチックな曲で個
人的には非常に気に入っている。15分にも満たないステージだったが、
短い時間に凝縮されたパッションはタダモノではない。
SILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACKSILVER BACK
SILVER BACKを生で見るのは初めてであった。色々な意味でかなり期待
して見ていたのだが、これがまた何とも言えず「ヘヴィメタル」であっ

た。この日のセットは新曲3曲に1stアルバムから“Insanity”そして最
後に3rd デモより“Mental Disorder”という構成であり、この日集まっ
たファンの殆どは見るのも聴くのも初めてであったろう事を考えると現在
進行形のSILVER BACKを見せるのは正解だったと思う。演奏技術もさる
ことながらヴォーカルの声がとてもマッチしていて、しかも上手い。ス
テージングに必要以上の派手さはないものの緩急を考えた構成はさすがに
年の功というべきか？！ベロベロに酔っていたGUARDIAN'S NAIL の
KYO氏をも絶賛させた、これぞヘヴィメタルと呼ぶに相応しいライブで
あった。お客さんはどう思ったか分からないけどね。
TERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUAD
いよいよこの時が来た。「TERROR SQUAD 復活だぁ！！Song is called,
Souls Of Obsculity！GO！！」という宇田川氏の絶叫と共に、檻から放た
れた猛獣の如くもの凄い勢いで演奏をスタートさせたTERROR SQUAD。
この1年間、ろくにライブ活動が出来なくて悶々としていた彼らだけにこ
の日の爆発力は半端じゃなかった。スラッシュは死んじゃいねぇ！という
魂の叫びのようにも感じられる。もうこんなスラッシュ馬鹿は世界中探し
たってなかなかいやしないとさえ思える位のバカさかげんは、あのプロレ
ス馬鹿こと剛竜馬とタメをはる域に達していると言えよう。「この曲聴き
たかった奴もいると思うけど…」といって演奏されたのは“Broken”。そ
うですよ、聴きたかったですよ、畜生！「Bang your HEAD！」こうなっ
たらひたすら頭振ってやるとばかりに暴れていた私も彼らに劣らず大馬鹿
者なのだが。全5曲、持ち曲は全て演奏した。何をもって「スラッシュ」
と呼ぶかは人それぞれであると思うが、スピード・勢い・ギターメロ
ディ・展開のどれをとっても国内最高峰に部類されると思う。地獄の果て
まで彼らを追い続ける覚悟はできた。　（文責：すぎ）

ための必然であると割り切る彼らだけに、メンバーが安定した暁には今以
上の活躍が期待される。怪物。
CRYSTAL CLEARCRYSTAL CLEARCRYSTAL CLEARCRYSTAL CLEARCRYSTAL CLEAR
武藤敬司のテーマ曲“Triunph”にのって登場したのは大阪のCRYSTAL
CLEARだ。見るのも聴くのも初めてだったのだが、NWOBHMを思わせ
るヘヴィメタルとハードロックの中間のような楽曲であり、見ため的にも
80年代のジャパメタチックで、いささか古風な印象を受けた。1曲目で

演奏されたシンコペの曲はどことなく PRAING
MANTISを思わせ、バンド的にはMAGNESIUM辺り
と通ずるものがあるかもしれない。こういうのをや
らせたら大阪のバンドはいかんない力を発揮する。
1月に活動休止が決まっているだけに何とも言えな
いが、先端を突き進むバンドと同時にこういった伝
統を受け継ぐ者達もシーンとしては必要不可欠な存
在であると思う。
STONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGE
CD の 1曲目でもある“Gypsy Of The Night”でス
タートしたSTONE EDGEのライブはCDの曲を中心
に“Show It All”まで全部で7曲が演奏された。ミ
キシングの関係か、もう少しギターが前面に出ても
いいかなと思った。パワーメタルというよりはもう
少しライトな感覚のサウンドだと思うが、そうした

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

11.3011.3011.3011.3011.30　池袋　池袋　池袋　池袋　池袋CYBERCYBERCYBERCYBERCYBER
「ULTIMATE POWER METAL REVOLUTION～VOL.2～」

　VOL.1の大成功からはや5カ月、究極メタル革命が帰ってきた。今回
も決して広くはないCYBERが大方埋まっており少なくとも100人の動員
には成功していると思う。HIDDENが急遽キャンセルになったのは残念だ
が、その穴は他の4バンドが埋めてくれるであろうと期待し
つつ開演を待った。
VIGILANTEVIGILANTEVIGILANTEVIGILANTEVIGILANTE
この日のオープニングを務めたのは VOL.1 にも登場した
VIGILANTEであった。今「ヘヴィメタル系のバンドで何が
いい？」って聞かれたら真っ先に「VIGILANTEだね」と応
えてしまう位、好きなバンドなのだが、AETURNUS誌を読
むような王道好みな人は是非彼らのライブに足を運んで欲し
い。テクニカルでありながら必要以上にそこに走ることな
く、むしろ初めに曲ありきの姿勢なので誰が聴いても凄さを
感じると共にある種の耳に優しい印象を受けるハズである。
2本のギターの絡みだけではなく、バンド全体の絡みが素晴
らしい。しかしこの日のライブを以てドラマーの脱退が決定
している事から今後が心配されるが、この日に限っては傍目
からはかなり良かったと思う。ベースが抜けたりドラムが抜
けたりと災難続きだが、それも自分達の信じる道を突き進む

TERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUAD

STONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGESTONE EDGE
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中にも独特のアグレッシブ感があるSTONE EDGEのサウンドは一般ウケするサウンドでもあると
いう印象である。ヴォーカルが女性の為か激しさよりも華やかさを感じるステージであった。余
談だが、ヴォーカルのJAKEY嬢は表情と角度によってはJWPのキャンディー奥津に似ていると
思った（但しこれをある人に言ったら真っ向から否定されてしまったが）。
　さて、この次はHIDDENが登場するハズであったのだが、処々の事情によりこの日は出演でき
ないとの事で、丹羽氏を除く4人がお詫びがてら来場し、ステージ上から挨拶を行った。この時
点で何も知らない私は素直に「わざわざお詫びに来るなんて何て律儀なんだ」と感心したものだ
が…丹羽氏が来れないのも学校が休めなかっただけだと思っていたので、その後に大ドンデン返
しを食らうことになろうとは露にも思っていなかった。
GUARDINA'S NAILGUARDINA'S NAILGUARDINA'S NAILGUARDINA'S NAILGUARDINA'S NAIL
SEが流れステージの幕が開くとそこには後ろ向きに一列に整列し逆光を浴びる彼らの姿が映し出
され、それが何とも言えない恰好良さであった。“Passion Red”が勢い良く演奏されたあとに
ちょっとメロウでムーディーなバラード風ナンバー“Nightingle”が披露される。ツインリードと
メロディのキャッチーさはこのバンドのウリでもあり、それがGUARDIAN'S NAILらしさにもつ
ながっているのだが、先に述べた2曲のような二面性を持っているのは強みであろう。大きなお
世話だがもう少しヴォーカルに幅が出ればもっと楽曲が活きると思う。好き嫌いはともかくとし
てキャッチーなパワーメタルである事は確かだ。
　この企画は普段ライブハウスに足を運ばないファンの動員にも成功しているだけに地道に続け
て行って欲しいです。JEFさん、お願いしますね。

（文責：すぎ）

12.1712.1712.1712.1712.17　川口　川口　川口　川口　川口MONSTERMONSTERMONSTERMONSTERMONSTER

　5時50分頃到着した私だが、その時点でお客さんとおぼしき人達は0。
しかもこの寒風吹き荒れる中あと30分近くも待たねばならないときてい
る。参った。その後ぱらぱらとお客さんも来始めたが、最終的には約30
人位か。厳しいやね。セット・チェンジの時には誰の趣味か、決まって
CANNIBAL CORPSEの3rdが流れていて都合3回位リピートしてました。
3回目には正直「え～またぁ」と思ってしまいました。
HELL SCREENHELL SCREENHELL SCREENHELL SCREENHELL SCREEN
最初に登場したのは活きのいい千葉の若手の一角HELL SCREEN。曲的に
はシンプルな構成の部類に入り、普通のデスメタル寄りのグラインドと
いった感じだろうか。メロディックとは違うが、ある意味でのキャッチー
さみたいなのを持ち合わせているかもしれない。しかしながらGの音が
バリバリガリガリでちょっと聴きづら
く、折角のハモリも活かしきれていな
かったように思う。またアイデンティ
ティが確立されていない部分も感じら
れ、ドラムの安定感（特にブラストで感
じる）を含めて考慮の余地はあるように
思った。今後に期待したい。
SUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERROR
はるばる大阪からやってきた若手デスメ
タルバンド。今回が初めての関東／首都
圏でのライブだそうだ。結成から約1年
位だそうだが、なかなかどうして演奏は
思ったよりもまとまっており、音的にも
通りやすい切れのある音だった。サウン
ドはスラッシュからの流れをくむデスメ
タルといった感じで、ちょっと構成が複雑だから初めて
の人にはちょっととっつきにくいかも知れないが、メロ
ディ的には馴染みやすいものを持っていると思う。曲が
長めなので5曲でもお腹一杯。もう少し整理できるとい
いだろう。曲が終わる毎に軽い声で「サンキュー！」っ
て言ってたのが何故か印象的だった。そういや
CEMMENTの太一さんが浜崎さんんの声を「いいデス
声」だと気に入ってたが、確かにいいデス声である。
DEFILEDDEFILEDDEFILEDDEFILEDDEFILED
約2ヵ月に渡って行われた全国行脚の旅のラストをこの
モンスターで迎えるDEFILED。個人的にライブは初めて
だったので楽しみにしていたのだが、CDの5曲目に収録
の“Defeat Of Sanity”（多分…）でスタートした演奏は
C D の 5 曲を M C を挟まずにグワァーとラストの

“Defiled”までとにかく圧巻の一言。音がCD以上に（演奏が雑という意
味ではなくて）荒々しい感じが出ていて迫力がある。頭をぐるぐる回しな
がら轟音を奏でる（？）姿は無言の威圧感とも言うべきか。HELLCHILD
があっちにいっちゃった今となってはデスメタルシーンを束ねる核不在と
も言えるが、DEFILEDがその最右翼にいるのは間違いない。欲を言えば
観客を突き放すだけでなく、魅きつけて巻き込んでしまうようなあおりが
あってもいいと思う。
GOATSGOATSGOATSGOATSGOATS
前々回（10.14）前回（11.18）と涙を飲んだだけに、個人的には待ちに
待ったの感が強い。さすがに演奏は安定してるしとにかく曲が良い。CD
効果か、頑張ってるファンも何人かいた。但しGの出音のバランスが悪
く、野口さんのは音が大き過ぎてか割れていてちょっと耳障りな感があっ
たが、逆に小坂さんのは音は良い感じだが小さくて聴こえづらかった。し

かしそういった部分を抜きにしても見に来て良かっ
た。でもまだまだGOATSはこんなもんじゃないと
思う。一歩でも二歩でも飛躍して欲しい。“Behind
The Truth”に始まって“Breathe”で終わる全6曲
はもう少し見たいとも思ったが、腹8分目ってとこ
ろでしょうか。
MISCREANT INVOCATIONMISCREANT INVOCATIONMISCREANT INVOCATIONMISCREANT INVOCATIONMISCREANT INVOCATION
この日の企画の主催バンドである彼ら。ここは
DEFILED、GOATSのアクに負けないトリとしての
意地を見せて欲しい所だ。果たして負けなかったか
と言われたら、疑問が残ると言わざるを得ない。ま
ず前者の2バンドに比べて曲の浸透度、ひいてはバ
ンドの浸透度の違い。これは正直大きいはず。また

新曲は高速2ビートを基調とし
た所謂ブラックメタル系の音へ
の傾倒を思わせ、デモに収録さ
れているようなスラッシュ的デ
スとは異なった方向に進もうと
しているようである。そういっ
た揺れる内部を反映してしまっ
たのか、前回見た時よりも幾分
ステージに元気がないようにも
思えた。まだまだこれからにバ
ンドなのでとにかく腰の座った
バンド活動を続けて欲しいもの
です。

（文責：すぎ）
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MISCREANT INVOCATIONMISCREANT INVOCATIONMISCREANT INVOCATIONMISCREANT INVOCATIONMISCREANT INVOCATION

SUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERRORSUBCONSCIOUS TERROR

GUARDINA'S NAILGUARDINA'S NAILGUARDINA'S NAILGUARDINA'S NAILGUARDINA'S NAIL
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12.2612.2612.2612.2612.26　横浜　横浜　横浜　横浜　横浜 7TH AVENUE 7TH AVENUE 7TH AVENUE 7TH AVENUE 7TH AVENUE
「EXTREME PUNISHMENT '95 SPECIAL」

この日の予定は6バンドだったが、HIDDENがVo脱退のためキャンセル、
SUBCONSCIOUS TERRORも横浜へと向かう途中で大雪のためストップと
いう、地方のゲスト2つがキャンセルとなったため、関東の4バンドで行
われることになった。それにも増して、新宿LOFTではUNITEDのLIVE
が行われており、残念なことに観客は少なかったが、今後の関東のシーン
を左右しそうな可能性を持つ4バンドのLIVEは個人的には興味深いもの
であった。
DEATH FILEDEATH FILEDEATH FILEDEATH FILEDEATH FILE
最近のデス系のバンドの中では割と精力的な活動で波に乗りつつある千葉
のDEATH FILEがこの日のトップバッターを務めた。以前見た時と比べ
て、ステージングなどはかなりまとまっており、LIVEを重ねただけの成
果は発揮できていたと思う。ただ、最近ハードコア系との対バンが多かっ
たせいなのか、何かぶっきらぼうな印象を受けたが、個人的にはそれが壁
となってしまったのも事実。単に俺の気のせいだったらいいけど…。演奏
面などでは何の問題もなかったが、音のバランスが悪くて、曲の中での
凝った部分がわかりづらく、ズバーッて印象しか残らなかったのは残念。
ラストにはG&VoがGに専念して2曲ほど披露したが、多分カヴァーだ
ろう。
OBLIVIONOBLIVIONOBLIVIONOBLIVIONOBLIVION
日本のスラッシュ系のバンドの中において、全員が女性という彼女達の存
在は珍しいものである（世界中でもあんまりないと思うが）。かなり前に
1stデモを聴いた時点では「まだまだのバンド」と思いつつも、かなり好
感が持てる音だったと記憶している。LIVEを見るのは初めてで、2ndデ
モも未聴だが、約1年間のうちにかなり伸びたというのが第一印象であ
る。曲が複雑な余りに時たまついてけなくなってる所や、ステージングな
どにおいてはまだ課題を
残す所だが、この辺は
LIVE を重ねていけば解
消されるであろう。とに
かくこの方向性は悪くな
いので、更に磨きをかけ
て欲しいと思う。最後に
DEATH のカヴァーを 1
曲披露（曲名忘れてし
まったけど…スマン）。

TERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUADTERROR SQUAD
11 月 18 日を見逃したので、俺にとってはこれが復活後に初めて見る
TERROR SQUADとなった。率直に感想を言わせて貰えれば、とにかく凄
かったの一言に尽きる。この日はこれだけでも見に来た甲斐があったとい
うもの。活動停止前は多少のアラがあっても全体の勢いとパワーで一気に
乗り切ってしまう面があったが、そういった部分が完全に解消されている
点は見事なものだった。音のバランスもかなり良く、TERROR SQUADの
本領発揮といえる強力なステージを見せてくれた。新しいDsは前任者以
上に強力に叩きまくっており、正に適任といった所だろうか。スラッシュ
らしいスラッシュというのは彼等の為にある言葉と言っても過言ではない
だろう。あと、この日は急遽CASBAHの“Low Intensity Warfare”のカ
ヴァーを披露。とにかくはまってました。
CEMMENTCEMMENTCEMMENTCEMMENTCEMMENT
トリを務めたのはCEMMENTである。CDを出してますます快調に飛ばし
ているが、その成果というか自信はこの日も感じられた。元～という肩書
きを持つメンツ故に、演奏やステージングにおいてなんら問題もなく、ト
リとしての堂々とした風格すら漂わせている。スラッシュをベースとしな
がら、インダストリアルで激辛に味付けされた音は、正にCEMMENTな
らではのスタイルとして成立しており、それはCDを聴けばわかると思う
のだが、LIVEにおいてもそれは見事に証明されている。4月に予定され
ている2ndCDからの新曲も何曲か披露していたが、結構ハードコア寄り
の直情的なインパクトで攻める曲で、LIVEにはもってこいといった感じ。
アルバムでどう料理されるのかが楽しみだ。スラッシュの枠の中で多様性
を見せるCEMMENTだが、4月予定の新作がどういった形で提示させる

のかを期待させるには十分な内
容のステージであった。
　様々なアクシデントがあって
予定よりも出演バンドが減った
り、同じ日に大物と重なるなど
と非常に厳しい状況ながらも、
4 バンドともかなり気合いの
入ったステージでかなり濃かっ
た。井上晴美の“さやえんどう”
のCMではないが、個人的には
凄く盛り上がって欲しいんだけ
ど、実際は30人位っていうのは
残念…。スラッシュ・シーン復
興の原動力となって欲しいもの
だ。　　　　　　（文責：多田）

CEMMENTCEMMENTCEMMENTCEMMENTCEMMENT
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2.172.172.172.172.17　吉祥寺クレッシェンド　吉祥寺クレッシェンド　吉祥寺クレッシェンド　吉祥寺クレッシェンド　吉祥寺クレッシェンド
「KILL'EM ALL FAKIN' METALS GIG VOL.32」

　かなり前から、このの企画の存在自体を知ってはいた
が、実際に足を運んだのはこれで 2 回目である。こう
いった正統派HMを中心に推していくという確固たる信
念をもって、定期的に企画GIGを続けていくという事は
並大抵のことではない。その努力が実を結んだのか、こ
の日は大雪だったにもかかわらず観客が多く、この企画
が定着しつつある事を感じさせる雰囲気である。
AIMING HIGHAIMING HIGHAIMING HIGHAIMING HIGHAIMING HIGH
まずは申し訳ない…。時間を間違えて遅れてしまい、
入った時には既に後半部へと突入したところだった。自
分の見た部分のみで判断させてもらえば、ACCEPT以降
のジャーマン・メタルの影響が強いバンドである。ス
テージングや演奏面での問題は特に目立たなかったし、
とにかくこの手の音が好きでたまらないというのが、
LIVEを通して伝わってくる内容で好感が持てる。あとはこのバンドなら
ではの存在感が大きく出せるようになればよいと思う。今度はきちんと最
初から見ないといけませんね。失礼しました…。
BLASDEADBLASDEADBLASDEADBLASDEADBLASDEAD
大幅なメンバーチェンジを経て、見事に復活をしたBLASDEAD。現メン

バーでの彼らを見るのはこれが初めてだが、
音はもちろん、元気いっぱいのLIVEも前と変
わらずといったところで、何だか嬉しくなっ
てしまった。この日は新曲も披露してくれた
が、BLIND GUARDIANを思わせる曲調でマ
ル。このメンバーでこのまま突き進んで欲し
いものである。全く関係ないけど、ハーフの
Vo、顔と歌声は外人なのにMCはコテコテの
日本人で何か妙だった。
HYDRAHYDRAHYDRAHYDRAHYDRA
関西の新兵器HYDRAの登場である。「DEMO
III」における、最近のMEKONG DELTA辺り
を彷彿させるテクニカルなパワー・メタルに
K.O.されたマニアも数多いと思うが、ライブ
でもその期待に見事応えてくれた。ただ、メ
ンバーの動きが多少ぎこちなかったし、一体
化したバックにVoの玉井氏がハマリ切れない
部分も見受けられ、全体的にちょっと地味な

印象を受けた。Voはなかなかの実力派なんだし、数こなしてこなれれば、
もっと凄い存在になると思う。Voとバックが一体化した時の緊張感はか
なりのものだった。再上京を強く望む！
VIGILANTEVIGILANTEVIGILANTEVIGILANTEVIGILANTE
　新しいベースが加入して初めてのライブである。ちなみにDsはサポー

BLASDEADBLASDEADBLASDEADBLASDEADBLASDEAD

OBLIVIONOBLIVIONOBLIVIONOBLIVIONOBLIVION
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トだった（ゲストとしてKEIZIのB氏がコーラスを担当していた：編者
注）。この日のVIGILANTEは何かまとまりに欠けており、不完全燃焼とい
う印象が強く残った。新しいベースはなかなかの腕前で、バンドの今後を
支えるには十分な力量を持っていて一安心といったところだ。VIGILANTE
の曲作りのセンスや腕前は、日本のバンドの中でもピカイチなだけに、一
日も早く新Dsを見つけてガンガンやって欲しい。チャンスが来れば、一
気に飛躍出来るバンドなだけに、この日のライブはちょっと残念だった
…。
MASTERMINDMASTERMINDMASTERMINDMASTERMINDMASTERMIND
この日のトリはMASTERMINDが務めた。初めて聴くバンドだが、なかな
か人気のあるバンドのようで、かなりの盛り上がりをみせていた。様式美
系のG×2を擁する5人組で、IMPERITTERRIをパワー・メタル寄りにし
た感じと言えばわかってもらえるだろうか。かなりLIVE慣れしたバンド
なのだろう、MCや曲の選びがしっかりしており、最後まで飽きさせない
点は見事であった。ここのGは両方とも上手いので、Gソロの部分は特に
見応えがあった。様式美系好きには結構イケたと思いますよ。
　5バンドとも質が高く、充実した内容でした。こういったバンドや企画
などが一丸となって、この冬の時代を乗りきって欲しいものである。大雪

の中、来て良かったと思えただけでもよかった。LIVEは 10時過ぎまで行なわれ、終電がやば
くなったので慌てて帰ったS.S.Mでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文責：多田）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

VIGILANTEVIGILANTEVIGILANTEVIGILANTEVIGILANTE

2.182.182.182.182.18　目黒ライブステーション　目黒ライブステーション　目黒ライブステーション　目黒ライブステーション　目黒ライブステーション
「「「「「ART OF FILTH Vol.1ART OF FILTH Vol.1ART OF FILTH Vol.1ART OF FILTH Vol.1ART OF FILTH Vol.1」」」」」

　5時40分頃に新宿のDISK HEAVENで宇田川氏に出会った。「今日行くんですか」なんて話をしていたら「ぴ
あに5時半からって書いてあった」というではないですか！前日のライブでも遅刻してしまった私は「うわぁま
た遅刻か？！」と焦り、買うもの買ってとっとと目黒へと向かったのだが、スタートが遅れていたようで余裕で
間に合ってしまった。こんな心臓に悪い思いはあんまりしない方がいいです。ライブに行く前にはちゃんと時間
を確認してから行きましょうね。
DEFILEDDEFILEDDEFILEDDEFILEDDEFILED
　おっといきなし新曲か？CDに収録されていない曲を
ぶちかましてきた。ステージングは相変わらず頭グル

グルと異常に血気迫るものがある。今日はちょこっとだけMCを挟んだが、短くボソッとつぶ
やくだけで、これもバンド全体のイメージにはまっていてよかった。こういう異常にシリアス
なバンドが変にペラペラしゃべってしまうと何となく拍子抜けしてしまうものである。ステー
ジ下手のG氏の怒りとも苦しみともつかないもの凄い形相はいかにもサウンドとマッチしてい
る。ただ惜しむらくは音が轟音と化してしまっていて特にスネアが聞き取りずらかった為に本
当にゴーッとなってしまった事か。まぁDEFILEDらしいといえばらしいけどね。T.SQUADの
宇田川氏がステージングを指して「めちゃくちゃカッコイイ！！」と絶賛していたが、こうい
うバンドは大事にしたい。殺人的だ。
SIGHSIGHSIGHSIGHSIGH
　ベースアンプ上に火燭を灯して雰囲気がいかにもブラックっぽくなってきた。MIRAI氏は黒装束という出で立ちであるがいつものメイクは無し。
ちょっと残念である。CDを聴いてしまっているせいで、どうしてもあるべきもの（キーボード）がないような気がしてしまう。KeyのないSIGHのサ
ウンドはSABBATICALなブラッキング・メタルといった感じで、元々所謂一連のBLACK METALと呼ばれるものとは違うわけで、なるほど確かに
これもSIGHの世界である。Drも一打入魂のパワーヒッターでヘヴィさを強調している。CDで聴かれる荘厳で耽美な世界も良いが、シンプルかつへ
ヴぃなSIGHもまた違った味わいがあってオツなものである。CDはCD、ライブはライブといった発想の転換がここでは要求される。CDの再現に拘っ
てはいけないのだ。但しこの日演奏された曲の殆どはCDに収録されていない曲だったが。最後にはお約束の火吹きを披露してくれた。何故BLACK

＝火吹きなのかは私もよく分らないのだが、これも一種の儀式として楽しませてもらいました。
CHURCH OF MISARYCHURCH OF MISARYCHURCH OF MISARYCHURCH OF MISARYCHURCH OF MISARY
　いよいよ遂にその全貌が明かされたCHURCH OF MISARY。チケットの売れ方をみてもこの日集まった70～
80人くらいのファンの多くはこのバンドを見に来たと言っても過言ではないと思う。期待のこもった眼差しが
ステージ上に注がれる。サウンドは以前から三上氏が言っていた通りの重くどんよりとしたドゥーム、という
かヘヴィロック。サバス直系と言ってしまえばそれまでだが、当然それだけでないのも事実。イメージ的には
CATHEDRALの2ndとかを思い浮かべたのだが…これはあまり自信がない。国内で言えばやっぱりETERNAL
ELYSIUM辺りが一番近い存在か。ヘヴィなのだが、音のうねりがもっと単純にロックしていて気持ちがいい。
GとDrは無名の新人とのことだが、演奏は非常に安定したまとまりのある音だったように思う。敢えて言えば
元M. INVOCATIONのVo氏の中低域の声に、もう少し艶というか深みがあればなぁと思う。それだけヴォーカ
ルの比重が大きいと思うサウンドであり、つまりロックなのである。これは単なるノスタルジーの産物なのか、
それとも今後の新たなる展開に結びつくのか、期待が持たれる。少なくとも流行に踊らされるようなバンドで
はない。
　この日AGGRESSORが大雪の為に午後6時の段階でまだ静岡であったという。勿論間に合えば出演する予定
であったが、結局ライブが終了した9時の段階で今だ到着せずということで流れてしまった。残念。地方で頑
張るスラッシュらしいスラッシュバンドとして楽しみにしていたのだが。残念という他ない。　（文責：すぎ）

DEFILEDDEFILEDDEFILEDDEFILEDDEFILED

SIGHSIGHSIGHSIGHSIGH

CHURCH OF MISARYCHURCH OF MISARYCHURCH OF MISARYCHURCH OF MISARYCHURCH OF MISARY
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なにわめたる道
第参回　「上方お笑い大賞」ZOOMの巻

（文責：金田　興一郎 by HM/HR Laboratory）

　明けましておめでとうございます。本年もよろしゅうお願
いします。年末年始のテレビの番組は少し前なら上方芸能の
古典的漫才か落語が中心やったが、ここ数年は紅白歌合戦が
象徴するように世代の分散化が激しいのか、ほとんどがバラ
エティーと呼ばれるものがおおなってる。元旦の早朝より、B
級タレントの尻まるだし、乳まるだしの光景は確かに慣らさ
れたが、シロウトが金もろてパンツ見せる姿はさすがに笑え
ん。この国の秩序はほんまにないんちゃうかというぐらい情
けない。笑い自体が非日常的モノクロームなのである。ハイ
パーバラエティーというんか知らんがどうも筆者にはお宅的
強要な笑いなので立腹しょうむないのやわ。見たその場から
忘れる笑いは時間の無駄やて。ほんまに。と、のっけからじ
じいのため口から入ってしもたが、今回のねたも古い。あの
円　広志が在籍していたブリティッシュ・ハード・ロックの
ズームの話やからである。1974年にズームは先述のヴォーカ
ル、円　広志こと本名篠原義彦とギターの幸田　真人が中心
になって結成。ベースに藤江　明仁、ドラムに中島　利光の
布陣で関西のライブハウス、イベントを荒らすことになる。
幸田のギブソンTVにマーシャル・アンプ、藤江のこれまた
ギブソンSGベースにハイワットのヘッドにマーシャル・ス
ピーカーから繰り出す音は、当時としてはかなりのソリッド
な重金属音を保有し、バッド・カンパニーのカヴァーか、は
たまたバドカンの新曲かといわれるほどのオリジナルで、
あっという間に関西アマチュア・ハード・ロックの頂点に立
ち、たちまち大阪のTV番組にも毎週に登場するまでの人気
バンドになる。というのも篠原のポール・ロジャースを師と
仰ぐ歌唱力はヤマハ主催の8.8 ロック・デイ全国大会でも入
賞する力量を持っていた。全国に名前が広がっていくと、彼
らもまた関西から全国に活動の範囲を広げていく。当時は関
西といったらライブハウスは京都の拾得、択択、銀閣寺の
サーカス・サーカス、大阪はキタのバーボン・ハウスにミナ
ミのバハマぐらいで、最近のバンドが聞いたらうらやましが
る条件やった。30分か15分の休憩をはさみ、2ステージを一
晩でこなすのが普通なのである。当然バンドの数が少ないの
か、それともライブハウスの数が少ないのか、オーディショ
ンの厳しさは現在以上であったが合格すれば確実に日程をワ
ンマンで確保できる環境やった。ライブハウスというより、
ショーパブとゆうたほうがおうてるやろう。それだけ客動員
が切れ始めると契約が切られるほんまに泥臭いバンドマンの
世界やったが、ズームはただでさえソッポを向けられるハー
ド・ロックに少ない持ち曲をカバーする為、なんと下ネタ中
心という篠原の絶妙な漫才の語り調子でステージを構成する
ようになる。これが瞬く間に人気を取ることになり、楽曲は
正統派だが、しゃべりになると客をステージにあげてコント
まがいをするわ、どちらかゆうたらドリフターズ、ドンキー
カルテットのようなコミック・バンドを売りに出していく。
曲はというとまじめに英詞でバラードをしっかりと歌い上げ
るからこれまたこのギャップが客にとって不思議な魅力に
なっとった。女性ファンも全国に増え、山水館（現ACTION
のヨシローのバンドね。）を前座につれるようになってから
は、早くもバンド自体プロデビューを意識してか、幸田と篠
原は意識してか歌謡曲ともいえるキャッチーなポピュラー曲
を書くようになる。解散の78年のラスト・ツアーにおいては
すべて盛況で、ズームはメジャーデビューを自他共に認めら
れる、いや誰もがプロと認める風格がこの当時はあった。つ
いにレコーディングの為ズームは一時休止宣言。レコーディ
ング終了の話が浮上するにつれ、バンドの不仲説も浮上する。
皮肉にもこの79年の秋、第一回ヤマハポプコンで篠原が単独

で「夢想花」という曲でグランプリ。例の「飛んで飛んで回っ
て回って」である。悲しいことにズーム後半のファンはロッ
クファンよりも一般の歌謡曲支持者に受け入れられたため、
当然バンドは分解。篠原は翌年、ヤマハの事務所から腰まで
あった髪を肩まで切り、減量に成功。円　広志と改名して全
国茶の間に登場するのである。世界7カ国語で発表された超
ビック・ヒット「夢想花」のB面は皮肉にもズーム時代の篠
原の楽曲であり、これにより篠原は円として印税生活を実現
できる大阪初のジャパニーズドリームを獲得するのである。
氏はのちに森　昌子の「越冬つばめ」等の演歌までも手がけ
るようになり、いまだ昔の語り口調がのぞかせるしゃべりで
関西のレギュラー番組を何本も持つタレントとして活躍して
いるのは有名。大手プロダクションに大事な彼女を奪い取ら
れた感のあったその年、あまりにも変わり果てた篠原に失恋
と同じ思いを感じたのはまだ青い思い出であり、残念ながら
ハード・ロックをこよなく愛するものにとっては彼がハード・
ロックをやっていたと言いたくはないが、ハード・ロックだ
けに固執していたら、彼は今の人生をつかんでないだろう。
当時の篠原、幸田が作る曲は今聴いても名曲であり、音楽で
ある。彼らの当時の口癖は「箕面市でヒットチャートベスト
１０」であった。今の円の口癖は「自称ハード・ロッカー」で
ある。
　次回講義は 70 年代末期から 80 年代前半のジャパ・メタ
ブームの狭間に戦死をとげたバンド群から、現代のバンド群
とリンクさせながらその生き方を検証してみたいと思う。ほ
な、このへんで。

ZOOM / DICOGRAPHY

'75 8.8. ROCK DAY LIVE
Bourbon Record BMC-1001-2　（廃盤）徳間音工

Rock Steady , Chance For Me , 2曲収録
このアルバムには他に沖縄の紫がゲストとして収録されてい
る。ズーム名義での正規音源はこのアルバムのみである。
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　何故、今、地方なのか？
　地方を拠点として活動しているバンドには、東名阪のバンドにはない

「何か」を持っているというのが私の持論である。勿論これは私の勝手な
考えだし、全てのバンドに当てはまる事ではないのは十分承知している。
しかし今号でインタビューした札幌のSILVER BACKにしろ、レビュー
した仙台のRABIDLY DOGSにしろ、こういうバンド達の音を聞くにつ
け「何かが違う」彼らに「もっとスポットライトが当たることがあって
もいいのではないか？」と考えるのはごく自然な事だと思う。だから

「かばら」では僭越ながらもそういったバンド達に注目してこのような企
画コーナーを作った次第であります。しかしながら実際に動き始めたか
らまだ日も浅く不勉強な部分も多いかとは思いますが、これからも続け
ていくつもりですのでよろしくお願いしますという事で、今回は第1回
目として長野編をお届けします。
　長野のバンドと言えば、CD効果かやっぱり真っ先に思い浮かぶのは大
砲でしょう。またストレートなグラインドを聴かせるGODS OF GRIND
と、UNHOLY GRAVEのようなちょっぴり妖しいグラインドを聴かせる
PULVERIZERの2つは「どくこども」なんかにも載っていたので知って
いる人もいるかと思います。という事でこの3つのバンドの簡単な略歴
を紹介すると…

大砲大砲大砲大砲大砲
今から約2年半前（93年の秋頃か？）に結成。地元のライブハウスを中
心に活動する。94年に1st デモとなる「豚足」を発表。デモの発表を機
に東京にも進出する。95年には2nd デモ「DULL PROFIT FOR」を発表。
95年12月にはフルレンスCD「大仏魂（だいぶっこん）」をリリース。メ
ンバーは中澤由美子（Dr）、駒沢重典（メインVo&G）、松沢大成（「とも
なり」と読む）（B&Vo）の3人。今長野で一番勢いのあるバンドである。

GODS OF GRINDGODS OF GRINDGODS OF GRINDGODS OF GRINDGODS OF GRIND
GODS OF GRINDは春原信一（Dr）宮林卓見（G&Vo）轟秀夫（B）の3
人で、95年に1st DEMOを完成させた。GRIND、DEATHを基本にオリ
ジナリティーのあるストレートな曲を追及している。今後の活動は東京
や大阪、名古屋など大都市を中心に地方ツアーを予定している。対バン
を募集中です。どこにでも行くのでお願いします。

PULVERIZERPULVERIZERPULVERIZERPULVERIZERPULVERIZER
94年 10月結成。翌11月にLIVE活動もスタート。その後メンバーチェ
ンジを経て玉井（Vo）宮林（G）吉野（G）下島（B）春原（Dr）となり、
95年9月に1st DEMOを録る。地元長野を中心に活動してきたが、96年
からは主要都市や他の地方においても積極的に活動していく予定。

　…とまぁ現在私が知っているのはこれ位なのですが、まだまだ長野に
はバンドがたくさんあるようです。例えば松本の自称“グランジ・コア”
の JUNKJUNKJUNKJUNKJUNKは若干17才の非常に若いバンドなのだが、グランジを激しく
したかのようなサウンドでじわじわとファンを増やしているという。
JUNKは東京にも時々来ており、デモテープ「JUNK」は4曲入り￥500
で666レコードより好評発売中とか。また同じく松本のバンドで女性だ
けのメンバーで結成された弁天小僧弁天小僧弁天小僧弁天小僧弁天小僧は今風のハードコアなサウンドに
ラップ・ヴォーカルが乗ったような、ヌンチャク・タイプのバンドだそ
うだ。これもメンバーが18才と若い。こうしてみていると長野はハード
コアやグラインドなバンドばっかりな印象を受けるがどっこい、松本に
はPROJECTPROJECTPROJECTPROJECTPROJECTというパワーメタル・バンドもいるそうだ。これまた17
才という若さで、デモはまだないそうだがどんなパワーメタルを聴かせ
てくれるのか楽しみな存在である。
　長野は松本のライブハウス「音屋敷」と大砲の「666レコード」を中
心に若いパワーがみなぎっている。これがただ単に頭数が多いだけなの
か、それとも実力派が集うヘヴィ・ミュージックの都なのかは上に挙げ
たバンド達の頑張り次第だと思う。いやぁ長野にこんなにバンドがいた
なんて正直知りませんでした。みんな頑張って欲しいです。
　次回は東北編を予定しております。ではまた。

c /oc /oc /oc /oc /o　中澤　由美子／大砲　中澤　由美子／大砲　中澤　由美子／大砲　中澤　由美子／大砲　中澤　由美子／大砲OFFICEOFFICEOFFICEOFFICEOFFICE（（（（（666 RECORDS666 RECORDS666 RECORDS666 RECORDS666 RECORDS）））））
〒〒〒〒〒 390390390390390　長野県松本市横田　長野県松本市横田　長野県松本市横田　長野県松本市横田　長野県松本市横田4-10-324-10-324-10-324-10-324-10-32

TEL  0263-34-0457TEL  0263-34-0457TEL  0263-34-0457TEL  0263-34-0457TEL  0263-34-0457　　　　　

　長野のバンドである。正直それだけでも興
味をそそられるのだが、イントロの何とも形容
し難い変な雰囲気が益々興味をそそるなぁ
なんて思ってたら一気呵成のグラインドコア
である。短い中にも展開が考えられていて単
調にならない工夫がなされているので、ある
種の聴きやすさをおぼえる。音もそんなに悪く
ないし、この手としては楽しめる部類だと思
う。ブラストが叩ききれていないのはご愛敬と
して、こういう音形態はどこがやっても一緒と
言われないだけの個性が必要だといつも思
うのだが、このデモだけでそこまでの＋αを
見つけるまでに至らなかったのは残念。しか
しライブがある。ライブでバクハツしてくれれ
ばこれは結構イケるかもという期待は抱ける。
5曲入り。￥300。（すぎ）

c/o  〒381  長野県長野市若宮
1-6-2　　春原　信一

GODS OF GRINDGODS OF GRINDGODS OF GRINDGODS OF GRINDGODS OF GRIND
VOL.1VOL.1VOL.1VOL.1VOL.1

666 RECORDS
品番666-0001

大砲大砲大砲大砲大砲
大仏魂大仏魂大仏魂大仏魂大仏魂

c/o　〒390　松本市渚2-7-33
（音屋敷）大砲　0263-28-7827

大砲大砲大砲大砲大砲
DULL PROFIT FORDULL PROFIT FORDULL PROFIT FORDULL PROFIT FORDULL PROFIT FOR

第第第第第11111回　長野編回　長野編回　長野編回　長野編回　長野編
（（（（（文文文文文責責責責責：：：：：すぎ）すぎ）すぎ）すぎ）すぎ）

　というわけで金田氏がお勧めする「大仏
魂」を紹介しましょう。このアルバムはアルバ
ムタイトルの読み方がEAT誌によって話題と
なりましたが、どうなんですかね。んな事はど
うでもいいとして、この大砲はデス声に近い
Voと今風のヘヴィなうねりを基調としたスラッ
シュの影響を思わせるようなハードコア・サウ
ンドが上手く絡み合って大砲というバンドの
音に築き上げてるという印象を受けます。しか
し息苦しいまでの重さはなく聴きやすいと思
います。総体的にもう少し曲に幅を持たせて
みるのも面白いと思いますがいかがでしょう
か？Drは言われなければ女性だなんて思わ
ないでしょう。アルバムとしてはややコンパク
トにまとまってしまったかなとも思うが、爽快で
あることには間違いない。　14曲入り。￥
2500。（すぎ）

　マイペースで活動をしている長野は松本
の超重金属トリオのデモ。以前はデス声の専
任Voがライブではけっこう笑いをとっていた
が、トリオになってからは本格的にPANTERA
タイプの音を追及している。珍しくリーダーが
女性でドラムなのだが、侮ってはいけない。こ
のドラムのスネアのヒットから、タム、シンバル
の切り方まで非常にライブでは安定していて
センスが抜群なのである。ゴルフと一緒で力
だけじゃないのである。このドラムは男だろう
が、女だろうが実に上手い。逆に大砲のやり
たい音楽では器が小さすぎるのではないか。
あまりにも勿体ないような気がする。地元長野
ではTVなど精力的に活動しているようだが、
もっとスケールを感じさす大作に進化させた
らどうか。鍵は楽曲にあると思う。しかし、なん
でこんな美人がこんな連中（失礼！）とやっと
んやろ。音源は最近発売されたCD「大仏魂」
をお勧めする。　5曲入り。（金田）
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1月10日FMW千葉公園体育館
　この日私は学校で実験だった。時計とにら
めっこしつつ、何とか6時に実験を終わらせて
急いで会場へと走った。そう、千葉公園は歩い
て15分くらいと非常に行きやすい会場なので
ある。この日の目玉はメインの有刺鉄線スパイ
ダーネットデスマッチであるが、女子の豊田vs
アジャ、工藤vs長与も見逃せない。コンバット
豊田vsアジャは元極悪同盟同志の対戦であり

（懐かしい…こんな見方してる方が珍しいよね）
お互いの巨体を活かした体と体がぶつかりあう
好勝負だったのに対して工藤vs長与は思ってた
よりもあっさりした内容だったのに加えて試合
後の騒乱の方が目立ってしまい余韻が残りにく
かったのも少し残念だった。メインはW☆ING
ファンが紙吹雪をとばす大盛りあがりを見せた
が、プロモーターに試合後掃除するようにと怒
られていました（笑）。勿論ちゃんと片付けたみ
たいだけど。
2月5日 IWA千葉公園体育館
　久し振りにIWAを見に行った。当日すれ違っ
た宣伝カーがターザン後藤を大々的に宣伝して
いる事実は正直悲しかった。レザーもヘッドハ
ンターズもいない日本人だけの興行。そこに何
とも言えない寂しさを感じるのは私だけなの
か。セミの中牧vs雁之助は微妙な裁定も有って
今イチ盛り上がりに欠ける。さてメインは金髪
狼こと上田馬之助vsターザン後藤だ。この試合
ではNOWのAGAマッチの時のように馬之助が
包丁を持ってくるのではないかと期待が大き
かったが、最初に登場した時点ではいつものよ
うに竹刀を持ってきただけでちょっと期待外
れ。でも後藤の椅子に一蹴され控え室に戻った
上田は遂に禁断の凶器を手に戻ってきた。グサ
リと机を貫く出刃包丁はさすがに戦慄ものだ。
最後は千葉公園体育館特有の低い二階席と両者
の手首に繋がれたチェーン（チェーンデスマッ
チだったの）を利用しての絞首刑で後藤がレ
フェリーストップ勝ちを収めた。その後の上田
の狂乱ぶりは凄かったが、気のせいか上田は酒
臭かった。もしかしたら飲んでないと怖くて狂
えないのかもしれないと思うと…
3月6日全女・山武町中央体育館
　同じ千葉でも千葉駅より先では全く異なった
風景が広がる。佐倉から分岐し総武本線を下
る。佐倉から4つ目の日向に到着したのは丁度
5時だった。駅を降りてビックリした。何もな
いのだ。ちょっと歩を進めれば商店街にでるの
だが、あれには驚いた。同じ千葉でもこうも違
うのである。広くはない県道、水田と山林に囲
まれた風景はちょっと懐かしさを感じる。実は
1年だけオリエンテーリング部に在籍してたこ
とがある私はそんな山林の中を走っていた経験
がある。但し花粉症に悩まされている私にとっ
てそんな山林はちょっと疎ましくもある。とに
かく歩く。歩くこと約25分、開けた畑の向こ

うに体育館はあった。何故普段あまり行かない
全女の地方興行にきたのか。それは引退が決
まっている長谷川咲恵を最後に一度、地方の何
の変哲もない一興行で観ておきたかったから
だ。それなのにガーン！何とこの日長谷川はい
なかった。理由は知らないが、とにかくいない
のだ。しかも長谷川の次に楽しみにしていた一
番若手の納見と最上も試合が組まれていなかっ
た。京子と玉田は怪我で欠場中。じゃあ行って
損したかと言えばそれはない。なんら特別なこ
とはなかったし、そこにあったのはいつもの全
女の風景だったけれど、それはそれでまた味わ
いを感じてしまう。とにかく私は好きなのだ。
印象に残ったのはアジャの人気ぶり。TVの影
響はかくも大きいものかと改めて思い知らされ
た次第だ。とにかくアジャが出てきて沸き、技
をかけて沸き、それこそアジャの一挙手一投足
で沸くのだ。これだけは現WWWA王者の豊田
真奈美が逆立ちしてもかなわないだろう。こう
して何事もなかった会場を後にして暗い夜道を
てくてく歩き日向駅に到着する。9時半だった
が、日向駅は無人駅と化していた。ビックリ。
3月23日JWP笠間市民体育館
　茨城の笠間へと向かった。常磐線乗り換えの
ため松戸で一旦下車したら駅前の露店で金平糖
の量り売りをしていたので思わず100gも買っ
てしまった。300円也。勝田行きの電車に乗る。
いがいと混んでいたのだがなんとか席を確保す
ることが出来たが、トイレの向かいの席だっ
た。別にそれ自体はどうという事もないのだ
が、面白いことに総武線に比べてトイレの回転
率がよいのである。傑作だったのは低学年位の
男の子が、幼稚園位の子とそのお母さんが入っ
ているを知らずに扉を開けてしまい慌てて閉め
たその子は何となく私と目線が合ってしまい、

「アキになってるからさぁ…」とまるで私に弁
明するかのようにつぶやいたのだった。この場
合鍵をかけなかったお母さんが悪いのだが、男
の子は非常にバツの悪い思いをしたことだろ
う。あと面白かったのは小さな男の子と女の子
の兄弟が代わる代わる入ったのだが、出てきた
男の子が入ろうとした女の子に「一緒に入って
あげようか？」と聞いていた事。勿論女の子は
やんわりと断っていたが笑えた。土浦辺りを過
ぎると茨城色が濃くなる。特におばあちゃん。

「だっぺ」という茨城訛りを聞くと「あぁ茨城に
来たなぁ」という感慨が沸き起こる。話は変わ
るが土浦の4つ先に羽鳥という駅があったりす
る。友部で乗り換え。何となく「旅は駅弁」と
駅弁を探すが売っていない。そうこうしている
うちに電車が来てしまい慌てて飛び乗る。気が
ついたときには遅かった。それは反対方向で
あった。かくして水戸にきてしまった私は仕方
がないので駅弁を探す。「水戸で駅弁だったら
黄門弁当なんてのがあったりして」とか思って
いたら本当にあったのでつい買ってしまう。
700円也。ごく普通の幕の内だが、敢えて言え
ばシソの梅酒漬けがらしいといえばらしいか。
でもあまり美味しくなかった。車窓から見る偕
楽園の梅は名所だけにさすがに綺麗だった。再
び友部に到着、今度は間違えずに乗り換える。
友部から2駅で笠間に到着。ホームからは筑波
山が見える。事前に地図で確認してあった通り
てくてく歩くが、30分くらい歩いてもどうもポ
イントの交差点がない。「おかしい」と思ったと

きには手遅れ、行き過ぎていた。そんなこんな
で本当に開演ギリギリであった。ボリショイを
指して小さな女の子がパパに「ピエロだピエロ
だぁ」と嬉しそうにしているのがなんとも微笑
ましかった。試合観戦後今度は間違わずに駅に
着いた。友部に来ると、常磐線が人身事故のた
めに30分遅れているという。仕方がない。駅構
内の立ち食いそば屋で納豆そばを食す。とこと
ん茨城にこだわってみた。かけそばにパックの
納豆をガバッとかけただけの豪快な一品だが悪
くはなかった。結局友部では電車を45分くらい
待った。疲れた。

　この＃10の発行が遅れて一番損をしたのは
このページかもしれない。実はあの2月 25日
FMW後楽園大会におけるプエルトリコ軍団の
乱入劇は既に昨年末にはファンの間でまことし
やかな噂として流れていたのだ。キニョネスと
庄司社長は仲が悪いからキニョネスが IWAを
去るのは時間の問題だ、とか、その時にはヘッ
ドハンターズを連れてIWAを出ていく、とか、
FMWの人間とハンターズが会って話をしたと
か、といった類の話がかなり信憑性の高いもの
としてマニアの会話に上っていた。最近 IWA
から足が遠のいていた私だが、これで更に足は
遠のくだろう。逆にFMWが俄然面白くなって
きた。松永がいて金村がいてレザーにジェイソ
ンがいて、更にポーゴにヘッドハンターズに中
牧が集うリング、これをW☆INGと呼ばずに何
と呼ぼう！これはW☆ INGのリバイバルでは
ない。新たなる戦争である。その証拠にW☆
ING軍のファンとプエルトリコ軍のファンは相
容れないものらしい。私みたいにどっちも歓迎
して喜んでいるファンは以外にも少ないように
思える。これでリングのシートがあのエンジ色
のシートなら言うことないんだけどなぁ。金村
だったか松永だったが忘れたけど「W☆ING同
士であたった時が一番W☆ INGらしい試合に
なる」というような発言をしているが、同感。
これからのFMW のリングで何が起きるのか、
とても楽しみである。5.5川崎球場は必見だ。
　あの荒谷が天龍と組んで新日のリングに上
がった。感慨深いものがある。頑張れ荒谷。
　新日 3 月シリーズに参加したヒュー・モラ
スってあのC・ザ・ターミネーターなんだね。
　新日4.29東京ドームで長州vsターザン後藤
というのは本当なのだろうか。隠し玉ダン・ス
バーンを新日にとられた IWAよ、どうする？
　FMW5.5川崎球場のXはキム・ドクだと思っ
ていたのだが、テリーファンクだという仰天情
報もあり。マジ？
　JWP4月 7日横浜文化体育館大会で菅生裕美
が引退する。遂にこの時が来てしまったか、と
の感もある菅生だが、印象に残る試合として
94年 11月 6日後楽園のvs外山戦と94年12月
4日後楽園での関西＆菅生vsデビル＆矢樹の一
戦を挙げたい。引退後のレフェリーとしての第
二の人生も頑張ってほしい。
　やっぱりCOOGA の正体は神谷美織だった。
ボリショイの正体だけは未だに不明。でもその
方がいい。素顔はカワイイらしいっす。
　長谷川咲恵の引退セレモニーは目頭が熱くな
る思いだった。曰く「女子プロに溺愛された女」
は最後まで明るくマットを去っていった。

（4月 6日執筆／文責：すぎ）

たわいもないはなしたわいもないはなしたわいもないはなしたわいもないはなしたわいもないはなし
相変わらずのプロレスネタでございます相変わらずのプロレスネタでございます相変わらずのプロレスネタでございます相変わらずのプロレスネタでございます相変わらずのプロレスネタでございます
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 無断転載して遊ぼう無断転載して遊ぼう無断転載して遊ぼう無断転載して遊ぼう無断転載して遊ぼう

検印
この検印が無き物
かばらと認めず

　現在在庫があるのは以下の物のみです。
＃6　（95.1）　CASBAH / MULTIPLEXインタビュー（32P）￥150…残り2部
＃ 8　（95.8）　ヌンチャク / 千葉DIE政己インタビュー（32P）￥150…残り5 部
＃ 9　（95.11）　HIDDEN / TERROR SQUAD / HALFLIFE（32P）￥150…残り8部
残り部数は4月17日現在のものです。＃1～＃5、＃7は完売御礼再発はしません。バッ
クナンバーを希望する方はその号の金額に送料として190円分の切手を同封してお送り
下さい（2冊以上の場合は270円切手の方が安心）。宜しくお願いします。一応忠告し
ておきますが、かばらは昔のになればなる程「ちゃっちく」なっていきますので、とり
あえず念のため。もしも既に無くなってしまっていたら御免なさいね。

 バックナンバーについてバックナンバーについてバックナンバーについてバックナンバーについてバックナンバーについて

前回から私が発行したもの全てにハンコを押し
ていますが引き続き今回もハンコを押します。
実はこれちょっと気に入ってて2月の終わりに
は既にハンコを
買っちゃったり
してノリノリで
す。「5 枚集めて
素敵なプレゼン
ト」はちょっと
真剣に検討して
います。ただあ
と少なくとも 2
回は出さないと
5 枚集まらない
ので、まぁあと2
回出したら公表
しますね。

次号＃次号＃次号＃次号＃次号＃1111111111予告予告予告予告予告
　次号のインタビューもやっぱりバンド側への
打診を済ませていない状況なのではっきりとバ
ンド名をお知らせする事は出来ませんが、ブ
ラックなバンドとヘヴィメタルなバンドとイン
デストリアルなバンドを考えています。あくま
で構想段階なのでもし変更になっても怒らない
でね。次号は6月28日発売です。今回前号で発
行日を指定しといて2カ月近くも大幅に遅れて
しまった事実を差し置いてこの暴挙。3ヶ月周
期の季刊誌にしたいという夢はまだ捨てたわけ
ではありませんので、とりあえず6月 28 日と
いうことにしておきます。次は今回よりもう
ちょっと自信がありますので、もし遅れても1
カ月以内で収まるでしょう、って最初から逃げ
道つくっちゃったりて。いや次も頑張りますん
で。

週刊ゴング　No.591(P40-41)

　中央でベルトを掲げているのは、かつて全日
で活躍していたあの“人間魚雷”ことテリー・
ゴディである。そしてその脇を固める 2 人は
ヘッドバンガーズという米国のローカル団体に
参戦しているレスラーである。今は亡きSMW
でのヒトコマであるが、このヘッドバンガー
ズ、向かって右が「モッシュ」といい、左が「ス
ラッシャー」というそうな。で写真ではちょっ
と見づらくてよく分からないと思うが、そのス
ラッシャーさんはBENEDICTIONのＴシャツを
着ているのだ。ただそれだけなんだけど、これ
だけコテコテなのもマット界広しと言えどもな
かなかいないもんなんで、つい載せてしまいま
した。着てるだけだったら、かつてWWWA世
界チャンピオンだった頃のブル様こと全女のブ
ル中野はMEGADETHのＴシャツをよく着てた
けどね。あとテーマ曲だったらここで書ききれ
ない位メタル系のバンドの曲が使われているけ
ど、ちょっと古いけど昔同じく全女の堀田祐美
子はTERRA ROSAの“Carry It Out”を使って
ました。なかなか趣があっていいですね。

戯戯戯戯戯言言言言言たたたたたわわわわわごごごごごととととと
　やっと＃10 を発行できる運
びとなりましたことを感謝いた
します。結局2カ月遅れとなっ
てしまい、内容的にももう少し
早く出せればちょっとはタイム
リーだったたのではないかと残
念に思っています。◆私は睡眠
魔なので、どんなに時間がなく
てもとりあえず睡眠だけは必ず
とる。だから完徹した後とかは
決まって10数時間寝てしまう。
だから人より時間の使い方が下
手かもしれない。どうしようも
ないけどまいったね。◆面倒臭
いことは後回しにしてしまうの
で電話とか手紙とか滞りがちと

なってしまうけど、あんまり気にしないでくだ
さい。多分大丈夫です（何が？）◆週刊宝石の
2月15日号かな？持っている人は連絡下さい。
お願いします。◆かばらは「辛口武闘派」なの
でしょうか？読者からの審判を仰ぎたいです。
気にしてないけど…って全然気にしてるよね

（笑）。関係者はともかく普通の読者がどう思っ
ているかが知りたい。◆ハッキリいってライブ
に行く回数よりもプロレス見に行く回数の方が
断然多い。それはすなわち「見たい」と思わせ
てくれるライブが減ったということなのか、は
たまた単に私がプロレス馬鹿なだけなのか。◆
EATのHIDEさんも言ってたけど、デモだろう
とプロモであろうと音源には最低限連絡先を明
記して欲しい。何の為に出してるんだろうね。
◆これからは地方の時代だ！◆次号もよろしく
お願いします。
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